




























前期 後期 前期 後期 前期 後期

論理学 1 30 30

情報科学 1 30 30

看護物理学 1 15 15

音楽 1 30 30

倫理学 1 30 30

心理学 1 30 30

教育学 1 30 30

社会学 1 30 30

医療英語Ⅰ 1 15 15

医療英語Ⅱ 1 30 30

運動と健康 1 30 30

人間関係論 家族論含む 1 30 30

ホスピタリティ論 1 15 15

小計 13 345 195 90 30 30 0 0

人体構造・機能学Ⅰ　 細胞の構造と機能　組織　骨格・筋系の構造と機能 1 30 30

人体構造・機能学Ⅱ　 呼吸器系　循環器系　泌尿器系 1 30 30

人体構造・機能学Ⅲ　 消化器系　血液　内分泌系 1 30 30

人体構造・機能学Ⅳ　 神経系　免疫系　生殖器系 1 30 30

生化学 1 30 30
微生物 1 30 30
栄養学 1 30 30
病態治療学Ⅰ　 概論 1 30 30
病態治療学Ⅱ 呼吸器　循環器　腎臓・泌尿器 1 30 30
病態治療学Ⅲ　 消化器　内分泌・代謝 1 30 30
病態治療学Ⅳ　 運動器　脳・神経　神経内科 1 30 30
病態治療学Ⅴ　 皮膚疾患　耳鼻咽喉疾患　眼科疾患　歯・口腔疾患　血液・造血疾患　女性生殖器 1 30 30
病態治療学Ⅵ　 外科総論　外科各論　放射線治療　臨床検査 1 30 30
薬理学 1 30 30
リハビリテーション論 1 15 15
総合医療論 1 15 15
公衆衛生学 1 15 15
社会保障 1 15 15
社会福祉 1 15 15
看護関連法令 1 15 15
経済と看護 1 15 15

小計 21 525 165 240 90 0 15 15
看護学概論 1 30 30
基礎看護学援助論Ⅰ　 コミュニケーション　安全な医療環境 1 30 30 0

基礎看護学援助論Ⅱ　 ヘルスケアアセスメント 1 30 15 15

基礎看護学援助論Ⅲ　 活動と休息　安全・安楽な療養環境 1 30 15 15

基礎看護学援助論Ⅳ　 清潔・衣生活 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅴ　 食事　排泄 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅵ　 看護過程 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅶ　 呼吸・循環を整える技術　救命救急処置技術 1 15 15

基礎看護学援助論Ⅷ　 薬物療法と看護　診察・検査に伴う看護 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅸ
健康状態の経過に基づく看護　主要症状別看護
治療処置を受ける対象者への看護　創傷管理技術

1 30 30

小計 10 285 120 135 30 0 0 0
基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45

基礎看護学実習Ⅱ 2 90 90

小計 3 135 45 90 0 0 0 0

13 420 165 225 30 0 0 0

成人看護学概論     　　 看護の対象と目的 1 30 30

成人看護学援助論Ⅰ　 系統別健康問題のある患者への看護援助 1 30 30

成人看護学援助論Ⅱ　 系統別健康問題のある患者への看護援助　慢性期患者の看護過程 1 30 30

成人看護学援助論Ⅲ　 手術療法を受ける患者の看護　急性機能不全患者の看護 1 30 30

成人看護学援助論Ⅳ 手術を受ける患者の看護 1 30 30

成人看護学援助論Ⅴ 慢性期・周手術期の看護技術　がん看護 1 30 30

小計 6 180 0 30 90 60 0 0

老年看護学概論   　　 看護の対象と目的 1 30 30

老年看護学援助論Ⅰ　 老年期のヘルスアセスメント　日常生活援助 1 30 30

老年看護学援助論Ⅱ　 老年期の健康障害時の看護 1 30 30

老年看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開 1 15 15

小計 4 105 0 30 60 15 0 0

小児看護学概論 看護の対象と目的 1 30 30

小児看護学援助論Ⅰ　 病気や障害を持つ子どもの看護　必要な技術 1 30 30

小児看護学援助論Ⅱ　 病態治療学　主な疾患とその子どもの看護 1 30 30

小児看護学援助論Ⅲ　 看護過程の展開 1 15 15

小計 4 105 0 0 60 45 0 0

母性看護学概論　 看護の対象と目的 1 30 30

母性看護学援助論Ⅰ 病態治療学　妊娠・分娩・産褥期の看護　新生児の看護 1 30 30

母性看護学援助論Ⅱ 妊娠・分娩・産褥期の異常　新生児にみられやすい病態・疾患・看護 1 30 30

母性看護学援助論Ⅲ 褥婦の看護過程 1 15 15

小計 4 105 0 0 60 45 0 0

精神看護学概論　 看護の対象と目的 1 30 30

精神看護学援助論Ⅰ 精神疾患の診断・治療およびケアの方法 1 30 30

精神看護学援助論Ⅱ 精神看護とサポート 1 30 30

精神看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開 1 15 15

小計 4 105 0 30 60 15 0 0

成人看護学実習Ⅰ 3 135 135

成人看護学実習Ⅱ 3 135 135

老年看護学実習Ⅰ （老人保健施設実習３０時間含む） 2 90 90

老年看護学実習Ⅱ 2 90 90

小児看護学実習 （保育園実習30時間含む） 2 90 90

母性看護学実習 2 90 90

精神看護学実習 2 90 90

小計 16 720 225 495

13 810 0 90 330 405 495 0

在宅看護概論 看護の対象と目的　関連する制度 1 30 30

在宅看護援助論Ⅰ 在宅療養を支える看護技術（日常生活） 1 15 15

在宅看護援助論Ⅱ 在宅療養を支える看護技術（医療） 1 30 30

在宅看護援助論Ⅲ 在宅援助技術（看護過程） 1 30 30

小計 4 105 0 0 45 60 0 0

看護研究の基礎 1 30 30

看護管理と医療安全 1 30 15 15

災害・国際看護学 1 15 15

臨床実践の統合 1 30 15 15

小計 4 105 0 0 30 0 45 30

在宅看護論実習 2 90 90

統合実習　 2 90 90

小計 4 180 0 0 0 0 90 90

0 0 75 60 135 120

480 555 555 270 60 45

45 90 225 585 90

97 3000 1170
1050 780
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前期 後期

看護関連法令 1 15 15

経済と看護 1 15 15

成人看護学実習Ⅰ

成人看護学実習Ⅱ 3 135 135

老年看護学実習Ⅰ （老人保健施設実習３０時間含む）

老年看護学実習Ⅱ 2 90 90

小児看護学実習 （保育園実習30時間含む） 2 90 90

母性看護学実習 2 90 90

精神看護学実習 2 90 90

看護研究の基礎

看護管理と医療安全 1 30 15 15

災害・国際看護学 1 15 15

臨床実践の統合 1 30 15 15

在宅看護論実習 2 90 90

統合実習　 2 90 90

20 780 645 135

専
門
基
礎
分

野
健康支援と社会保

障制度

専
門
分
野
Ⅱ

臨地実習

統
合
分
野

看護の統合と
実践

臨地実習

3年次　学科目

科目名 内容 単位数 時間数
3学年



科目 担当

開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 15時間 ８回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

領　域 専門基礎分野 看護関連法令 木島 上

開講年次 評価方法

３年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

木島 上

到達目標
　看護師に必要な保健・医療・福祉に関する諸制度とその関係法規について学び、看護の役割
及び与えられた責務を正しく遂行するために、看護業務に関連する法律を理解できる。

授業概要
　保健師助産師看護師法の理解にとどまらず、わが国の保健医療福祉に関する諸制度の概要と
それを規定する諸法令についての理解を深め、生活や健康に関わる幅広い知識を学んでいく。

学習者への期待
（含む準備学習）

　看護は人間の生命に直接関わる職業であることを認識し、与えられた職責を正しく遂行する
ために関連する法令をしっかりと学んで欲しい。

単元 授業内容 授業方法

法の概念
医事法

（１）法の概念
（２）医事法（看護法・医師法医療関係資格法）

講義

保健衛生法

（１）保健衛生法
　　a　共通保健法
　  b  分野別保健法
　  c  感染症に関する法

講義

薬務法

環境衛生法

（１）薬務法
　  a  医薬品   　  b  毒物等

（２）環境衛生法
　  a  営業　 　　  b  環境整備

講義

社会保険法
社会保険法
 （１) 雇用保障　（２）年金手当

講義

福祉法
福祉法
 （１）共通的福祉　（２）分野別福祉

講義

労働法と社会基盤整備
労働法と社会基盤整備
 （１）労働法　　　（２）社会基盤整備等

講義

環境法
環境法
 （１）環境保全の基本法
 （２）公害の防止法　　　（３）自然保護法

講義

備考

単位認定試験 試験

教科書 系統看護学講座　専門基礎分野　健康支援と社会保障制度４　看護関係法令　 医学書院

参考文献



科目 担当

開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 ８回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

領　域 専門基礎分野 経済と看護 本木　泉

開講年次 評価方法

３年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

本木　泉 介護老人保健施設及びグループホーム管理者の経験あり、経営的視点で教授する。

到達目標
1.看護・医療を経済的側面から考察することができる。
2.社会における医療費、社会保障費の動向と課題について理解できる。
3.診療報酬制度と看護業務の関連性が理解できる。

授業概要

今日の高齢社会の進展に伴い、国民医療費の高騰、看護師不足、病院の経営危機などの諸問題
が生じており、単に財政的問題にとどまらず、看護・医療の質に関わる問題につながってい
る。これからの看護職を目指す者として、看護師の雇用環境や働き方、看護実践においても経
済的発想を持つことが求められる。看護・医療を経済的視点から捉えて有用性を知る。

学習者への期待
（含む準備学習）

医療従事者になる者として、また看護学生最高学年として、社会における医療費問題に関する
関心と看護業務における経済的観念を自分の将来の働き方に反映できるよう主体的に学習して
ほしい。

単元 授業内容 授業方法

看護と経済

・看護職に経済学の知識が必要な理由
・看護サービスのとらえ
・医療・看護サービスの特殊性
・医療サービスの規制

講義

社会と医療費
・社会保障費の増大
・将来人口と課題

講義

看護に関わる収入・支出
・直接的収入・支出管理
・間接的収入・支出管理

講義

診療報酬のしくみ① 基本診療料・特掲診療料・ＤＰＣ制度 講義

診療報酬のしくみ② 場面ごとの診療報酬 講義

診療報酬のしくみ③ 看護業務と診療報酬(病院) 講義

診療報酬のしくみ④ 看護業務と診療報酬・介護報酬(在宅) 講義

備考

単位認定試験 試験

教科書
系統看護学講座　統合分野　看護の統合と実践１　看護管理　　医学書院
系統看護学講座　専門基礎分野　健康支援と社会保障制度①　医療概論　医学書院

参考文献

ナーシング看護学テキスト　看護管理学　南江堂
診療報酬のしくみと基本　メディカ出版
イラスト図解　医療費のしくみ　日本実業出版社
中堅どころが知っておきたい医療現場のお金の話　メディカ出版
診療報酬点数早見表　医学通信社



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

3単位 135時間 １回 実習 100%

5 看護学生としての学ぶ姿勢と誠実で責任ある態度をとることができる。

成人看護学実習Ⅰ
（慢性期）

専門基礎分野Ⅱ

開講年次

領域

実習評価表
2年次　後期
3年次　前期

評価方法

内田　祝子 他

2  臨地実習では、慢性期にある患者１名を受け持ち、看護過程を展開しながら受け持ち患者の看護に
  ついて学ぶ。

1  学内実習では、看護過程の展開（紙上事例）を行い、また、技術演習の中で慢性期患者に必要な日常
  生活援助技術や診療援助技術について、グループワーク・ＤＶＤや文献で学習する。

※　実習計画実習スケジュールは、学内実習及び臨地実習の計3週間で構成する。

　基礎看護学・成人看護学・成人看護学援助論Ⅰ・Ⅱで積み重ねた学習を振り返り、実習の目的を
意識しながら臨床実習に臨んで欲しい。

　慢性疾患に罹患している成人の対象及び家族に対し、看護師と対象の人間関係を基盤に、看護過
程とセルフケア等看護理論を活用し、成長・発達・適応の可能性を最大限に引き出す看護を実践す
る能力を養う。実習においては、慢性的な健康問題により、ストレス・危機的状況にある成人の対
象及び家族に対し、看護師と対象の人間関係を基盤に、問題解決の系統的アプローチとセルフケア
等の看護諸理論を適用して、成長・発達・適応の可能性を最大限に引き出す看護を実践する能力を
養うことを目的とする。

学習者への期待
（含準備学習）

詳細は実習要項を参照

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

備考

参考文献

教科書

【実習計画】

担当者名 担当講義に関する実務経験

内田　祝子 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

【実習期間】　3週間

実習内容

授業内容

【実習時期】　2年次12月下旬 ～　3年次6月

4  看護スタッフや他の医療スタッフとのコミュニケーションを円滑にし、その機能を理解し医療チーム
  内で果たすべき看護の役割と態度を学ぶ。

3  慢性疾患に罹患している対象と家族が、日常生活のなかで自己管理と適応がはかれるように
  セルフケア等の看護理論を活用し、看護援助ができる。

2　慢性疾患に罹患している対象の看護上の問題を把握し、 計画立案・実施・評価ができる。

1　 慢性疾患に罹患している対象の病態・治療心理・社会面の特徴を理解し、看護援助に活用すること
   ができる。

【実習目標】



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

3単位 135時間 1 回 実習 100%

詳細は実習要項を参照

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

　　2  臨地実習では、学生１～２名で急性期にある患者１名を受け持ち、術前・術後の看護過程を展開し
　　　ながら受け持ち患者の看護について学ぶ。

　  ※　実習スケジュールは、学内実習及び臨地実習の計３週間で構成する。

備考

参考文献

教科書

　　1  学内実習では、看護過程の展開（紙上事例）を行い、また、技術演習の中で急性期患者に必要な日常
　　　生活援助技術や診療援助技術について、グループワーク・ＤＶＤや文献で学習する。

【実習計画】

　　5  看護学生としての学ぶ姿勢と誠実で責任ある態度をとることができる。

　　4  看護スタッフや他の医療スタッフとのコミュニケーションを円滑にし、 その機能を理解し、
　　　医療チーム内で果たすべき看護の役割と態度を学ぶ。

　　3  手術などの侵襲的検査・治療を受ける対象の侵襲に伴う変化を理解し、合併症を予防し心身の回復
　　　と日常生活への適応に向けた看護援助ができる。

　　2  急性期にある対象の看護上の問題を把握し、 計画立案・実施・評価ができる。

　　1  急性期にある対象の心理・身体・社会的影響を理解し、対象が心身共に良好な状態で検査・治療を
　　　受ける為の看護援助に活用できる。

【実習目標】

領域

開講年次

実習評価表

評価方法

内田　祝子　他
成人看護学実習Ⅱ

（急性期）
専門基礎分野Ⅱ

３年次　前・後期

実習内容

【実習期間】　3週間

【実習時期】　3年次 5月～10月

成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

担当者名 担当講義に関する実務経験

内田　祝子

　急性期にある対象すなわち急性疾患患者、慢性疾患の急性憎悪患者、手術等の侵襲的な治療検
査を受ける成人患者・家族を多面的に理解し、看護師と患者の人間関係を基盤に、看護過程を通
して、手術侵襲に伴う変化への対応と心身の回復・社会生活への適応がはかれるように看護を実
践する能力を養う。

授業内容

学習者への期待
（含準備学習）

　基礎看護学・成人看護学概論・成人看護学援助論で学んだ知識・技術をもって、実習の目的を
意識しながら臨地実習に臨むようにしましょう。急性期・周手術期、特に手術直後の患者は容態
や治療経過の変化が早いので、主体的・積極的に看護展開ができるようにして欲しい。



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 期間 授業形態

後期
前期

２単位 90時間 ２週間 実習 100%

実習内容

評価方法開講年次

学習者への期待
（含む準備学習）

授業の概要

・老人福祉センターの制度上の意義と活動を理解し、健康維持やQOL向上のための活動に参
加させていただく。
・介護老人保健施設では入所者の方を受け持ち、生活支援を視点とした問題の抽出と残存機
能を意識した日常生活援助の実践を学ぶ

　健康維持のためにがんばっている高齢者と接し、その心理や生きがい・QOLなどが考えら
れるようになってほしい。

猪狩 綾　他

２年次
３年次

実習評価表

担当講義に関する実務経験

　　　３ 加齢変化や健康課題を持ちつつ生きる老年期にある対象の特徴について理解する。

【実習目的】地域や施設における高齢者との関わりを通して、対象者を生活者として理解し、高齢者の持てる力に
　　　　　着眼した看護を実践する能力を養う。

　　　２ 施設における各職種の役割と協働・連携の重要性、看護師の役割が理解できる。

猪狩　綾 急性期・慢性期病棟、精神科病棟で看護実践経験あり

【実習目標】

　　　１ 健康な高齢者との触れ合いを通して、暮らしや健康への思いを知り、健康維持のために老人福祉センター
　　　　の果たす役割について理解できる。

老年看護学実習Ⅰ専門分野Ⅱ

【実習期間】２年後期～３年前期

担当者名

領　域

　　　４ 対象の生活機能上の課題に応じた援助が実践できる。

詳細は実習要項を参照備考

　　　５ 自己の老年観・看護観を確認することができる。

　　　６ 看護学生として望ましい態度を身に付けることができる。

【実習計画】

     　・老人福祉センターは主体事業への参加または、デイサービス、サークルなどに参加させていただき高齢
　　　　者の方との関わりを通し、老年観を深める。

　　　 ・介護老人保健施設実習においては、１名の方を受け持ち、生活者の視点で情報収集し必要な援助を考え、
　　　　スタッフの援助に参加させていただく。介護保険制度の理解や多職種の連携と役割について学ぶ。

系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護学　医学書院
系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護　病態・疾患論　医学書院
生活機能からみた、老年看護過程　　医学書院

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。参考文献

教科書



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 期間 授業形態

前期
後期

２単位 90時間 ２週間 実習 100%

　　　　　　看護を実践できる基礎的能力を養う。

【実習計画】

　　　　４ 老年期にある対象の生活信条、信念、価値観を尊重した行動がとれる。

　　　　３ 老年期にある対象に対し、保健･医療・福祉チームにおける連携の必要性を理解する。

【実習目標】

　※詳細は実習要項を参照

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護学　医学書院
系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護　病態・疾患論　医学書院
生活機能からみた、老年看護過程　　医学書院

教科書

参考文献

備考

　　　実習病院において一人の高齢者を受け持ち、情報収集し看護過程の展開を行い、必要な援助を実践する。

　　　　　計画し、実践、評価する。

　　　　２ 健康障害により生活機能が低下した対象の残存機能を把握し、それを最大限活用出来るような看護を

　　　　　的に理解する。

　　　　１ 老年期にある対象の身体的、心理的、社会的側面と生活史や生理的機能低下及び健康の段階から総合

【実習目的】　老年期にある受け持ち患者とその家族を総合的に理解し、受け持ち患者の健康上の問題に応じた

【実習期間】　　３年次後期

開講年次

３年次 実習評価表

評価方法

実習内容

猪狩　綾　他老年看護学実習Ⅱ専門分野Ⅱ領　域

　老化に伴って起こる疾病や障害を理解し、「できること」や「可能性」を大切に、その人
らしさを尊重した関わりを意識して看護過程展開ができるようになってほしい。

　入院中の健康障害を有する高齢者を受け持ち、生活が健康に及ぼす影響を知り、健康の保
持・増進、疾病の予防に向けた適切な援助を日常生活に視点をおき看護過程を展開し必要な
援助を考え実践する。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業の概要

担当者名 担当講義に関する実務経験

猪狩　綾 急性期・慢性期病棟、精神科病棟で看護実践経験あり



科目 担当

単位数 時間数 授業形態

２単位 90時間 実習 100%

担当者名

庄司　宗和

担当講義に関する実務経験

小児専門病院での看護実践，看護教員，看護全般にわたる経験を有す

実習評価表
２年次　後期
３年次　前期

小児看護学実習

評価方法

領域 専門分野Ⅱ

開講年次・開講時期

庄司 宗和　他

　　　　　実習病院では一人の子どもと家族を受け持ち、看護過程の展開を行ない必要な援助を実践する。

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

備考

参考文献

教科書
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　小児看護学概論　小児臨床看護総論　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　小児臨床看護各論　　小児看護学２　医学書院
写真でわかる　小児看護技術アドバンス　インターメディカ

　　　　　３ 他の職種との連携の必要性について考え、看護の役割について理解することができる

　　　　　４ 健全な小児観を養うとともに、小児看護の在り方について考えることができる

【実習計画】

　　　　　保育所実習では正常な発育の子どもと環境を観察し、養育の実際を体験する。

　　　　　４ 看護者としての望ましい態度が自覚できる

　　　　　（病棟実習）

　　　　　１ 健康障害を持つ小児の特性を理解し小児とその家族の抱える問題を捉えることができる

　　　　　２ 健康障害を持つ小児の健康問題の解決を目指すとともに、成長発達を促せるよう小児とその家族に
            適切な援助を行うことができる

　　　　　３ 健康な乳幼児の保育環境について、安全と保育衛生の面から理解することができる

　　　　　２ 健康な乳幼児の特徴を踏まえ、成長発達を促すための養育の実際を理解できる

授業概要
保育所・病棟実習を通じて、成長・発達の途上にある子どもとその家族を看護の対象とし

て理解し、健康障害の有無にかかわらず、より良い発達を遂げるための看護を実践する。

学習者への期待
（含む準備学習）

大切な基礎である病態をしっかりと学び、看護援助の根拠として欲しい。小児看護学で学
んだ看護過程の展開についての知識を復習して臨むことを期待する。

【実習目標】

　　　　　（保育所実習）

　　　　　１ 健康な乳幼児の成長発達及び、個別性を理解できる

【実習目的】　成長・発達の途上にある子どもとその家族を看護の対象として理解し、健康障害の有無にかかわらず、
　　　　　　より良い発達を遂げるための看護を実践する能力を養う

実習内容

【実習時期】２年次後期（2020年１～２月）から３年次前期(2020年５月～７月)まで

【実習期間】２週間



科目 担当

単位数 時間数 授業回数 授業形態

２単位 90時間 10日間 実習 100%

教科書 系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[２]　母性看護学各論　医学書院

参考文献 オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

備考

Ⅲ 実習計画

　４ 専門職者として守るべき看護倫理について考え、行動できる。

　原則　８：30～16：30　

Ⅳ  実習時間

　４ 状況に応じて実習指導者と共に援助を行い、看護の役割を学ぶ。

　３ 対象１名の受け持ち又は、診察・看護援助や保健指導場面の見学を通して学ぶ。

　２ グループを編成し、１実習施設に１グループを配置する。

　１ 病院・助産院・診療所等の施設で実習を行う。

　妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期などの対象の一般的な特徴に関する知識の整理を臨地実
習の大切な準備と考えて、限られた期間の実習に体調を整えて臨んでほしい。

　妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期にある対象及びその家族への看護や母子・家族支援のた
めの社会資源の活用の実際の場面を見学することから、看護の役割と責任を学ぶと共に対象に
看護を実践する基礎能力を養う。

　　できる。

　３ 対象者を取巻く医療チームの構成と役割を知り、チームの一員としての看護の役割と責任を学ぶことが

　　理解することができる。

　２ 母子保健に関連する法規や制度についての学びを基に、母子及び家族支援のための社会資源について

Ⅰ 実習目的

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

　　（４）  新生児期

　　　　ａ 出生直後の新生児の観察ができる。

　　　　ｂ 各種計測（バイタルサイン、頭囲、胸囲、身長、体重）が正しくできる。

　　　　ｃ 新生児の健康状態のアセスメントができる。（生理的体重減少、生理的黄疸）

　　　　ｂ 陣痛緩和の方法を学び、活用できる。

　　（３）  産褥期

　　　　ａ 身体的・心理的変化及び子育て環境について理解できる。

　　　　ｂ 子宮復古・感染予防に関する指導と看護について理解できる。

　　　　ｃ 母子相互関係の確立を図るための看護について理解を深めることができる。

　　　　ｄ 父子関係の確立を図るための看護について理解できる。

　　　　ａ 分娩第１期、２期、３期、４期の定義と看護援助について学び、必要な援助ができる。

実習内容

　女性を取巻く環境の変化や妊娠・分娩・産褥における母性の特徴を理解し、妊婦・産婦・褥婦及び新生児

　とその家族を対象に看護を実践する能力を養う。

Ⅱ 実習目標

１ 妊娠期、分娩期、産褥期及び新生児期の特徴を理解し、母子及びその家族への母性看護に必要な看護技術を

　　学ぶことができる。

　　（１）  妊娠期

　　　　ａ 妊婦健診や妊婦対象の教室等を通して、妊娠の経過を学び必要な援助が理解できる。

　　　　ｂ 対象への保健指導を理解できる。

　　（２）  分娩期

領域 専門分野Ⅱ 母性看護学実習 宇野　由佳　他

開講年次　開講時期 評価方法

担当者名 担当講義に関する実務経験

野辺地 郁子 助産師としての実務経験あり。

２年次　後期
３年次　前期

実習評価表



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業形態

前期 ２単位 90時間 実習 100%

　　　　　できる。

備考

薄井坦子　科学的看護論　日本看護協会出版会参考文献

系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　精神看護学（１）　精神看護の基礎　医学書院
系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　精神看護学（２）　精神看護の展開　医学書院

教科書

【実習期間】２週間

【実習時期】３年次 (2020年５月～９月)

　及び家族に対して看護を実践できる基礎能力を養う。

【実習目的】

　　　　　実習病院では一人の対象者を受け持ち、情報収集し看護過程の展開を行い、必要な援助を実践する。

【実習計画】

　　　　６ 看護学生として望ましい態度を身に付けることができる。

　　　　５ 他職種との連携について理解する。

　　　　４ 精神医療における看護の役割・機能を理解する。

　　　　３ 尊厳のある人間としての患者-看護師間の相互関係を構築して、自己の援助的関わりの振り返りが

　　　　２ 社会生活に適応することを目指した日常生活の自立への援助を実践できる。

　　　　１ 精神に障害のある対象及び家族の状況や抱える心理的負担を理解する。

【実習目標】

　精神に障害のある対象を尊厳のある人間として理解し、病院での療養生活を余儀なくされた対象

　病態などの基礎的知識を理解し、個別性を踏まえた看護過程を展開できるようになってほし
い。

　病棟実習を通して、精神に障害のある対象を尊厳のある人間として理解し、療養生活を余儀
なくされた対象及び家族に対しての看護を実践する。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

実習内容

阿部 利寿 他

評価方法

実習評価表３年次

開講年次

精神看護学実習専門分野Ⅱ領域

担当者名 担当講義に関する実務経験

阿部　利寿 精神科救急を含む急性期から慢性期までの精神科全般の実務経験あり

加賀谷　恵美子 精神科病棟における実務経験あり



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 14/30時間 7/15回 講義 50%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

備考

参考文献

教科書 系統看護学講座　統合分野　看護の統合と実践１　看護管理　　医学書院

試験単位認定試験

・看護職のキャリア形成
・タイムマネジメント・ストレスマネジメント

・看護管理学とは
・看護におけるマネジメント

領　域 統合分野
看護管理と医療安全論(1)

(看護管理)
太田久子　武田幸子

加賀谷 恵美子

３年次

開講年次 評価方法

単位認定試験　

担当者名 担当講義に関する実務経験

項目

看護とマネジメント

講義：武田看護管理の実際

武田　幸子

太田　久子 臨床での看護実践、管理業務、看護教員と看護全般にわたる経験を有する

看護部長として病院勤務・認定看護管理者取得

加賀谷　恵美子 看護部教育看護師長、病棟看護師長、准看護学院教務主任の実務経験あり

授業内容 授業方法・担当

２年次までの各領域の知識を復習し、看護師として組織の中で働くための必要な知識である
ことを踏まえ、主体的に学習に臨んでほしい。

学習者への期待
（準備学習含む）

看護のマネジメントは人・物・金・情報などの資源を効果的・効率的・安全に活用して理想
とする看護を提供するプロセスである。

保健医療施設などにおける組織的看護サービス・管理の本質を学び、管理的思考や医療を取
り巻く環境の変化について理解する。

授業概要

到達目標

マネジメントに必要な知識
と技術

看護を取り巻く諸制度

講義：太田

講義：加賀谷

・組織目的達成のマネジメント
・看護サービス提供の仕組みづくり
・人事・施設・物品・情報・リスクのマネジメント
・サービスの評価

講義：加賀谷

・リーダーシップとマネジメント
・組織の調整

・看護職
・医療制度
・看護政策と制度

講義：加賀谷

看護職のキャリアマネジメ
ント

看護サービスのマネジメン
ト



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 16/30時間 8/15回 講義 50%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

領　域 統合分野
看護管理と医療安全論(2)

(医療安全)
加賀谷 恵美子
菱沼　和子

開講年次 評価方法

３年次 単位認定試験　

担当者名 担当講義に関する実務経験

加賀谷　恵美子
医療安全管理者講習を修了。看護部・病棟においてセイフティマネージャーとして医療
安全対策の実務経験あり

医療安全を学ぶことの大
切さ

・人はなぜ間違いを犯すのか
・医療事故とは
・医療安全に関わるキーワード

講義・加賀谷

菱沼　和子 主任看護師として病院勤務・医療安全管理室副室長・高度医療安全管理者取得

到達目標
　人は間違いをおかす存在であることを自覚したうえでエラーを防止するために、看護
業務や行為の視点からしてはならないこと」「するべきこと」を明確にし、患者の安全
を守るために必要不可欠な知識・技術を習得する。

授業概要
　医療現場で起こりうるさまざまな看護事故の種類について実際の例を基に学び、その
防止についても理解を深める。

学習者への期待
（準備学習含む）

　看護師は最終的な医療行為者や観察者となることを認識しつつ、観察の不足が重大事
故に繋がる日常に身を置くことを考えながら真剣に取り組んでほしい。

項目 授業内容 授業方法・担当

診療の補助の事故防止

・注射業務と事故防止
・注射業務に用いる機器での事故防止
・輸血業務と事故防止
・内服与薬業務と事故防止
・経管栄養（注入）業務と事故防止
・チューブ管理と事故防止

・転倒、転落・窒息・誤嚥・異食・入浴中の事故防止

備考

療養上の世話の事故防止

医療安全の実際 講義・菱沼

参考文献

医療におけるヒューマンエラーなぜ間違えるどう防ぐ（第２版）河野龍太郎　医学書院
学生のためのヒヤリ・ハットに学ぶ看護技術　川島みどり　医学書院
ヒヤリ・ハット１１.000事例によるエラーマップ完全本　川村治子　医学書院
医療事故　看護の法と倫理の視点から（第２版）　石井トク　医学書院

単位認定試験(看護管理と医療安全) 試験

教科書 系統看護学講座　統合分野　看護の統合と実践２　医療安全　　医学書院

医療安全とコミュニケー
ション
看護師の労働安全衛生上
の事故防止

・事故防止のための医療職間のコミュニケーション
・職業感染
・抗がん剤の暴露・放射線暴露・ラテックスアレルギー・
院内暴力

組織的な安全管理体制へ
の
取り組み

・組織としての医療安全対策
・我が国の医療安全対策の潮流



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 8回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

到達目標

授業概要

学習者への期待
（準備学習含む）

災害は、地域の人々の暮らしと密接に関連しながら健康や生活に影響を及ぼすことを理解し、
災害サイクルにおける被災者の健康ニーズに応じた看護の必要性と役割を認識してほしい。ま
た、国際化、グローバル化されている現代社会における看護の役割や身近な外国人への医療支
援の必要性を理解してほしい。

(1)災害における健康問題と医療・看護の基礎知識を災害サイクルに沿って学ぶ。
(2)医療・看護の国際協力とそのしくみ、活動の実際などを学ぶ。

(1)災害医療・看護の概念と災害各期の看護を学び、災害時における看護の役割について理解で
きる。
(2)世界の保健・医療の現状を知り、国際救援活動と国際看護活動における看護の必要性と役割
について理解できる。

被災者と支援者の心理の理解
と援助

災害初期から中長期における
看護活動

災害看護の実際

・要支援者とは
・要支援者に必要な支援と看護

・被災者の心理の理解と援助
・支援者の心理の理解と援助

・初動時における看護活動
・医療救護所･避難所・応急仮設住宅での看護活動
・自宅避難者に対する看護活動
・復興期の看護活動

講義・加賀谷
・国際看護とは
・日本における国際看護
・海外における災害看護と国際看護活動

単位認定試験・まとめ 試験

看護の統合と実践　災害看護学 　メディカ出版　

備考

参考文献

教科書

国際看護への理解

３年次

開講年次 評価方法

災害・国際看護学統合分野領　域

単位認定試験

稲邊 照子　　加賀谷 恵美子
佐々木 麻未

講義・佐々木

講義：稲邉

講義：稲邉

講義：加賀谷

佐々木　麻未
手術センター看護師として病院勤務　資格：手術看護実践指導者看護師・ICLS認定インストラ
クター・宮城DMAT

授業方法・担当授業内容

・災害医療に関する法律
・防災・減災・レジリエンス
・災害時の組織体制
・災害時における連携と協働
・健康危機管理：感染対策

・災害の種類と被害・疾病の特徴
・災害関連死
・災害サイクル

講義：稲邉

講義：稲邉

項目

災害の種類と災害サイクル

災害に関する法律と危機管理

配慮を必要とする人への支援
と看護

担当者名 担当講義に関する実務経験

稲 邊 照 子 防衛省における災害派遣の管理業務の経験あり

加賀谷恵美子 防衛省における災害派遣の経験あり



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期
後期

１単位 30時間 15回
講義
演習

レポート 60% 演習評価 40%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

統合演習について事例展開

実習前演習
・統合演習オリエンテーション
・統合実習のキーワードに関する講義
・看護記録の記載
・報告要領

講義
演習

演習

実習のまとめ

看護観

　実習後演習
　・統合実習のまとめ
　 （ＫＪ法にて、グループワーク，発表）

　発表

・自己の看護観の整理（論文作成）

演習

多重課題対応
・入院時病歴聴取
・複数患者受け持ちを想定した１日の業務計画立案
・多重課題対応について（講義，演習，振り返り）

講義
演習

演習

領　域

３年次

開講年次 評価方法

加賀谷 恵美子臨床実践の統合統合分野

担当者名 担当講義に関する実務経験

加賀谷　恵美子 看護部・看護教育機関における管理者・教育者としての実務経験あり

項目 授業内容 授業方法

到達目標

授業概要

学習者への期待
（準備学習含む）

　今までの臨地実習を振り返り、自己の課題や技術経験の不足などを踏まえ統合実習の
準備ができる。複数受け持ちの場合の優先すべき根拠を明確にし、考えられるようになって
ほしい。

　統合演習では、本学での３年間で履修した学びの総まとめとなる統合実習がスムーズに実
習できるように、その準備を行い、実習後の演習では、統合実習での学びを通して自己の看
護の実践能力（知・技・心）を評価し、発表の場を設け専門職としての自己の課題を明確に
する内容とする。

１ 統合実習を効果的に学ぶために、学生個々に十分な準備ができる。
２ 看護実践能力を評価し、専門職としての自己の課題を明確にする。

系統看護学講座　統合分野　看護の統合と実践１　看護管理　医学書院

備考

参考文献

教科書



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業形態

前期
後期

　２単位 　90時間 実習 実習 100%

 ５ 方法

実習内容

 １ 実習期間

 ２ 実習目標

 ３ 実習計画

（４) 在宅療養に移行するためのリハビリテーションについて理解できる。

（３) 在宅療養の生活を維持するための援助方法について理解できる。

（２) 在宅療養者をとりまくケアサポートシステムが理解できる。

（１) 訪問看護活動を通して在宅療養者とその家族が理解できる。

　３年次５月～10月

（１）訪問看護ステーション：同行訪問４日間、振り返り、事例検討会２日間（学内）

（６) 看護学生として倫理的行動を身に付けることができる。

（５) 居宅介護支援事業所の役割が理解できる。

（４) 可能であれば、主治医、指導者による受け持ち患者についての説明をを受ける

　　感想も記入し、翌日の朝担当教員に提出する。

（３)「実習行動計画」(記録様式２)に実習内容・結果・評価を記入し、指導を受ける。学び・

　　者、ならびにステーションスタッフに発表する。その後担当教員と指導者のアドバイスに

（２) 朝のミーティング終了後に『実習行動計画表』(記録様式２)に記入した事項を実習指導

（１) 毎日「実習行動計画表」(記録様式２)に必要事項を記入し、持参する。

詳細は実習要項を参照

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

 ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　 地域を支えるケア　　　メディカ出版
 在宅療養を支える技術

教科書

参考文献

備考

 学習者への期待
(含準備学習)

　在宅看護は対象者と家族の尊厳ある生活を支える個別ケアである。対象者のプライバシーや
あらゆることの意思決定を尊重するなど、深い人間理解と教育的な要素などの資質も求められ
る。常に相 手から学び取る姿勢を大事にして、各領域から学んだ知識・技術を活用した実習
にしてほしい。

（６) 実習最終日は行動計画、実施・評価等をもとにカンファレンスを行う。

　　や業務を指導者から説明を受ける。

（５) 通所リハビリテーションでは、利用者との関りや見学をし、居宅支援事業所では、役割

（４）訪問看護師に同行し、看護活動の見学及び一部実施し、振り返りを行う。

（３）通所リハビリテーション、居宅支援事業所：実習２日間、振り返り１日（学内）　

（２）通所リハビリテーション、居宅事業所：実習２日間

（１) 実習初日はステーション長または指導者からオリエンテーションを受ける。

（２) 訪問者選定(在宅療養者、家族の事前情報をカルテ、指導看護師より得る)　 

（３) 訪問前アセスメント・行動計画立案し、指導者より指導を受ける。

 ４ 実習の進め方

　　基づいて実習計画を修正し、実施する。

授業内容

在宅看護論実習 稲邊 照子　他

実習評価法

　訪問看護ステーション・通所リハビリテーション・居宅事業所において、地域で療養しながら
生活している人とその家族を理解し、在宅看護の実践を学ぶ。

３年次

開講年次

領域 統合分野

担当者名 担当講義に関する実務経験

稲邊 照子
 臨床での看護実践、准看護学院教務班長、自衛隊部隊での衛生運用幹部、病院外来棟師長、医
事課長、老人保健施設での看護係長業務の経験を有す

授業形態



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 期間 授業形態

前期
後期

２単位 90時間 ２週間 実習 100%

　　　　・看護管理の業務を知るために、看護師長からの説明や行動を共にし、管理の実際を学ぶ。

　　　　２ 複数の患者を受け持ち、患者の状況のアセスメントやケアの優先順位の判断、時間管理し、適切な看護の
　　　　　提供を考えることができる。

　　　　１ 病棟管理の実際や、他部門との調整等の見学を通して看護マネジメントについて理解する。

　　　　・看護チームに対する理解をふかめるため、チームリーダーからの説明や行動を共にし、退院調整などの他職
　　　　種を交えたカンファレンスに参加することでチーム医療の実際を学ぶ。

　　　　・実習病院において複数の患者を受け持ち、情報収集し優先順位の根拠を考え必要な援助をグループで協力し
　　　　実践する。

【実習計画】

　　　　３ チームリーダーの役割、チームメンバーの役割を理解し、業務の調整や、医師や他部門との連携・協働、
　　　　　及びチームの一員としての役割が理解できる。

※詳細は実習要項を参照

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

既習の教科科目及び参考図書　　　

備考

参考文献

教科書

【実習目標】

【実習目的】　看護チームの一員として複数の患者を受け持ち、対象がもつ健康問題を生活者としての視点で全体的
　　　　　　に把握し、保健・医療・福祉その他の関連機関とのチーム医療を通して、総合的な看護援助を行う。こ
　　　　　　の看護援助を通して総合的な看護実践能力を培う機会とする。
　　　　　　　また、看護の意義について考え、療養する人々とその家族の健康上及び日常生活上の問題を理解し、
　　　　　　保健・医療・福祉の連携における看護の果たす役割を認識して行動できる基礎的能力を養う。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業の概要

実習評価表

　“タイムマネジメント”・“優先順位”・“チーム医療”・“組織の中でのそれぞれの看護師
の役割”について考える機会にしてほしい。

　看護チームの一員として複数の患者を受け持ち、対象がもつ健康問題を生活者としての視点で
全体的に把握し、保健・医療・福祉その他の関連機関とのチーム医療を通して、総合的な看護援
助を行う。この看護援助を通して総合的な看護実践能力を培う機会とする。

実　習　内　容

【実習期間】　2021年 8月～2021年 10月

担当者名 担当講義に関する実務経験

加賀谷　恵美子 看護部・看護教育機関における管理者・教育者としての実務経験あり。

加賀谷　恵美子　他統合実習統合分野領　域

３年次

開講年次 評価方法







前期 後期 前期 後期 前期 後期

論理学 1 30 30

情報科学 1 30 30

看護物理学 1 15 15

音楽 1 30 30

倫理学 1 30 30

心理学 1 30 30

教育学 1 30 30

社会学 1 30 30

医療英語Ⅰ 1 15 15

医療英語Ⅱ 1 30 30

運動と健康 1 30 30

人間関係論 家族論含む 1 30 30

ホスピタリティ論 1 15 15

小計 13 345 165 120 30 30 0 0

人体構造・機能学Ⅰ　 細胞の構造と機能　組織　骨格・筋系の構造と機能 1 30 30

人体構造・機能学Ⅱ　 呼吸器系　循環器系　泌尿器系 1 30 30

人体構造・機能学Ⅲ　 消化器系　血液　内分泌系 1 30 30

人体構造・機能学Ⅳ　 神経系　免疫系　生殖器系 1 30 30

生化学 1 30 30

微生物 1 30 30

栄養学 1 30 30

病態治療学Ⅰ　 概論 1 30 30

病態治療学Ⅱ 呼吸器　循環器　腎臓・泌尿器 1 30 30

病態治療学Ⅲ　 消化器　内分泌・代謝 1 30 30

病態治療学Ⅳ　 運動器　脳・神経　神経内科 1 30 30

病態治療学Ⅴ　 皮膚疾患　耳鼻咽喉疾患　眼科疾患　歯・口腔疾患　血液・造血疾患　女性生殖器 1 30 30

病態治療学Ⅵ　 外科総論　外科各論　放射線治療　臨床検査 1 30 30

薬理学 1 30 30

リハビリテーション論 1 15 15

総合医療論 1 15 15

公衆衛生学 1 15 15

社会保障 1 15 15

社会福祉 1 15 15

看護関連法令 1 15 15

経済と看護 1 15 15

小計 21 525 165 240 90 0 15 15

看護学概論 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅰ　 コミュニケーション　安全な医療環境 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅱ　 ヘルスケアアセスメント 1 30 15 15

基礎看護学援助論Ⅲ　 活動と休息　安全・安楽な療養環境 1 30 15 15

基礎看護学援助論Ⅳ　 清潔・衣生活 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅴ　 食事　排泄 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅵ　 看護過程 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅶ　 呼吸・循環を整える技術　救命救急処置技術 1 15 15

基礎看護学援助論Ⅷ　 薬物療法と看護　診察・検査に伴う看護 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅸ
健康状態の経過に基づく看護　主要症状別看護
治療処置を受ける対象者への看護　創傷管理技術

1 30 30

小計 10 285 120 165 0 0 0 0

基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45

基礎看護学実習Ⅱ 2 90 90

小計 3 135 45 90

13 420 165 165 0 90 0 0

成人看護学概論     　　 看護の対象と目的 1 30 30

成人看護学援助論Ⅰ　 系統別健康問題のある患者への看護援助 1 30 30

成人看護学援助論Ⅱ　 系統別健康問題のある患者への看護援助　慢性期患者の看護過程 1 30 30

成人看護学援助論Ⅲ　 手術療法を受ける患者の看護　急性機能不全患者の看護 1 30 30

成人看護学援助論Ⅳ 手術を受ける患者の看護 1 30 30

成人看護学援助論Ⅴ 慢性期・周手術期の看護技術　がん看護 1 30 30

小計 6 180 0 30 90 60 0 0

老年看護学概論   　　 看護の対象と目的 1 30 30

老年看護学援助論Ⅰ　 老年期のヘルスアセスメント　日常生活援助 1 30 30

老年看護学援助論Ⅱ　 老年期の健康障害時の看護 1 30 30

老年看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開 1 15 15

小計 4 105 0 30 60 15 0 0

小児看護学概論 看護の対象と目的 1 30 30

小児看護学援助論Ⅰ　 病気や障害を持つ子どもの看護　必要な技術 1 30 30

小児看護学援助論Ⅱ　 病態治療学　主な疾患とその子どもの看護 1 30 30

小児看護学援助論Ⅲ　 看護過程の展開 1 15 15

小計 4 105 0 0 60 45 0 0

母性看護学概論　 看護の対象と目的 1 30 30

母性看護学援助論Ⅰ 病態治療学　妊娠・分娩・産褥期の看護　新生児の看護 1 30 30

母性看護学援助論Ⅱ 妊娠・分娩・産褥期の異常　新生児にみられやすい病態・疾患・看護 1 30 30

母性看護学援助論Ⅲ 褥婦の看護過程 1 15 15

小計 4 105 0 0 60 45 0 0

精神看護学概論　 看護の対象と目的 1 30 30

精神看護学援助論Ⅰ 精神疾患の診断・治療およびケアの方法 1 30 30

精神看護学援助論Ⅱ 精神看護とサポート 1 30 30

精神看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開 1 15 15

小計 4 105 0 30 60 15 0 0

成人看護学実習Ⅰ 3 135 135

成人看護学実習Ⅱ 3 135 135

老年看護学実習Ⅰ （老人保健施設実習３０時間含む） 2 90 90

老年看護学実習Ⅱ 2 90 90

小児看護学実習 （保育園実習30時間含む） 2 90 90

母性看護学実習 2 90 90

精神看護学実習 2 90 90

小計 16 720 225 495

13 810 0 90 330 405 495 0

在宅看護概論 看護の対象と目的　関連する制度 1 30 30

在宅看護援助論Ⅰ 在宅療養を支える看護技術（日常生活） 1 15 15

在宅看護援助論Ⅱ 在宅療養を支える看護技術（医療） 1 30 30

在宅看護援助論Ⅲ 在宅援助技術（看護過程） 1 30 30

小計 4 105 0 30 15 60 0 0

看護研究の基礎 1 30 30

看護管理と医療安全 1 30 15 15

災害・国際看護学 1 15 15

臨床実践の統合 1 30 15 15

小計 4 105 0 0 0 0 45 30

在宅看護論実習 2 90 90

統合実習　 2 90 90

小計 4 180 90 90

12 390 0 0 15 60 135 120

450 645 465 270 60 45

45 0 30 315 585 90

97 3000

実習時間　総計

総時間数

　４回生：教育課程・学科進度表

科目名 内容 単位数 時間数
1学年 2学年 3学年

基
礎
分
野

科
学
的
思
考
の

基
盤

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

専
門
基
礎
分
野

人
体
の
構
造
と

機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進

健
康
支
援
と

社
会
保
障
制
度

専
門
分
野
Ⅰ

基
礎
看
護
学

専門分野Ⅰ　小計

専
門
分
野
Ⅱ

成
人
看
護
学

老
年
看
護
学

小
児
看
護
学

母
性
看
護
学

精
神
看
護
学

臨
地
実
習

専門分野Ⅱ　小計

統
合
分
野

在
宅
看
護
論

看
護
の
統
合
と

実
践

臨
地
実
習

統合分野　小計

講義時間　総計 74 1965
1095

1140
1080 780

105

23 1035
45 345 675

735



前期 後期
音楽
倫理学 1 30 30

心理学
教育学 1 30 30

社会学
医療英語Ⅰ
医療英語Ⅱ
運動と健康
人間関係論 家族論含む
ホスピタリティ論
微生物
栄養学
病態治療学Ⅰ　 概論
病態治療学Ⅱ 呼吸器　循環器　腎臓・泌尿器
病態治療学Ⅲ　 消化器　内分泌・代謝
病態治療学Ⅳ　 運動器　脳・神経　神経内科
病態治療学Ⅴ　 皮膚疾患　耳鼻咽喉疾患　眼科疾患　歯・口腔疾患　血液・造血疾患　女性生殖器
病態治療学Ⅵ　 外科総論　外科各論　放射線治療　臨床検査 1 30 30

薬理学
リハビリテーション論 1 15 15

総合医療論
公衆衛生学 1 15 15

社会保障 1 15 15

社会福祉 1 15 15

看護関連法令
経済と看護
基礎看護学実習Ⅱ 1 90 90

成人看護学概論     　　 看護の対象と目的
成人看護学援助論Ⅰ　 系統別健康問題のある患者への看護援助 1 30 30

成人看護学援助論Ⅱ　 系統別健康問題のある患者への看護援助　慢性期患者の看護過程 1 30 30

成人看護学援助論Ⅲ　 手術療法を受ける患者の看護　急性機能不全患者の看護 1 30 30

成人看護学援助論Ⅳ 手術を受ける患者の看護 1 30 30

成人看護学援助論Ⅴ 慢性期・周手術期の看護技術　がん看護 1 30 30

老年看護学概論   　　 看護の対象と目的
老年看護学援助論Ⅰ　 老年期のヘルスアセスメント　日常生活援助 1 30 30

老年看護学援助論Ⅱ　 老年期の健康障害時の看護 1 30 30

老年看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開 1 15 15

小児看護学概論 看護の対象と目的 1 30 30

小児看護学援助論Ⅰ　 病気や障害を持つ子どもの看護　必要な技術 1 30 30

小児看護学援助論Ⅱ　 病態治療学　主な疾患とその子どもの看護 1 30 30

小児看護学援助論Ⅲ　 看護過程の展開 1 15 15

母性看護学概論　 看護の対象と目的 1 30 30

母性看護学援助論Ⅰ 病態治療学　妊娠・分娩・産褥期の看護　新生児の看護 1 30 30

母性看護学援助論Ⅱ 妊娠・分娩・産褥期の異常　新生児にみられやすい病態・疾患・看護 1 30 30

母性看護学援助論Ⅲ 褥婦の看護過程 1 15 15

精神看護学概論　 看護の対象と目的
精神看護学援助論Ⅰ 精神疾患の診断・治療およびケアの方法 1 30 30

精神看護学援助論Ⅱ 精神看護とサポート 1 30 30

精神看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開 1 15 15

成人看護学実習Ⅰ 3 135 135

成人看護学実習Ⅱ
老年看護学実習Ⅰ （老人保健施設実習３０時間含む） 2 90 90

老年看護学実習Ⅱ
小児看護学実習 （保育園実習30時間含む）
母性看護学実習
精神看護学実習
在宅看護概論 看護の対象と目的　関連する制度
在宅看護援助論Ⅰ 在宅療養を支える看護技術（日常生活） 1 15 15

在宅看護援助論Ⅱ 在宅療養を支える看護技術（医療） 1 30 30

在宅看護援助論Ⅲ 在宅援助技術（看護過程） 1 30 30

看護研究の基礎 1 30 30

看護管理と医療安全
災害・国際看護学
臨床実践の統合

465 615

2年次 学科目

科目名 内容 単位数 時間数
2学年

統
合
分
野

在
宅
看
護

論

看
護
の
統
合

と
実
践

総計

人
間
と
生
活
・
社
会
の
理
解

疾
病
の
成
り
立
ち
と

回
復
の
促
進
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康
支
援
と

社
会
保
障
制
度
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門
分
野
Ⅱ

成
人
看
護
学

老
年
看
護

学

小
児
看
護

学

母
性
看
護
学

36 1080
1080

精
神
看
護
学

臨
地
実
習



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

単位認定試験・まとめ 試験

教科書 なし。毎回の資料による学習。

参考文献 毎回資料を紹介する。

集団の中の感情の変化・連動 講義

教えるための体系（体系と教育２）化学と音楽 講義

メディアの教育 講義

積極的に相手の気持ちを知る（発問論） 講義

心の変化と身体の変化（心と身体１） 講義

表情の獲得と発達（心と身体２） 講義

教授学習過程における無意識（体系と教育１） 講義

無意識の意味（ユング心理学） 講義

生活のなかで行われる教育（特別な日）・・・「星座」 講義

林竹二「人間について」 講義

学習と発達（自己教育）　「視覚論」 講義

動物における発達（視覚２） 講義

授業内容 授業方法

教育学の定義・教育の意味 講義

ルソーの教育、コメニウスの教育 講義

到達目標
教育により人間は人間になる。だから「人間とは何か」を考えるのが教育学である。す
べての人が生きている限り考え続けなければならない。

授業概要 興味深い事例・活動を通して、人間特有の活動に興味を喚起する。

学習者への期待
（含む準備学習）

堅苦しくなく、「教育」を身近に感じ、看護に結びつけてほしい。

２年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

本間 明信
宮城教育大学、教育学部及び教職大学院（修士）において教授（教授学）
授業研究、教育の方法・技術、教育臨床論、など担当

領　域
基礎分野

（科学的思考の基礎）
教育学 本間 明信

開講年次 評価方法



単位数 時間数 授業回数 授業形態

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

菅原 宏道

担当者名 担当講義に関する実務経験

開講時期 評価方法

2年次 後期 １単位 30時間
50%

菅原 宏道

単位認定試験と解説

領域 基礎分野 科目 倫理学 担当

到達目標

医療の発展や生命科学の進展によって生じている、人間の生命や医療に関する倫理（哲学）的、社会的問題につ

いて、医療者として、患者・家族として、そして社会の市民として考えることで、それらについての自分自身の

考えを根拠とともに表現できるようになる。

開講年次

15回 講義
課題 50%

単位認定試験

授業概要

倫理的な考え方、概念、理論を理解する。そして、人間の生命や医療に関する倫理（哲学）的、社会的な諸問題

が一般にどのように議論され、公的に規定されているかを学び、各問題に対して自分自身の考えをまとめてもら

う。理解とリアリティの促進のため、映画と数回の動画を観ます。

学習者への期待

（含む準備学習）

私たちは生殖によって産まれ、状況ごとに判断と行為をなし、時に変遷する人生観を持ちながら、他者とともに

社会に生き、いつかは死にゆく。講義では、そうした一般的、抽象的な生からいったん離れ、諸問題を、自分自

身が直面しているリアルな事象と観て取り組んで欲しく思います。なお、最低限のこととして、授業で学んだこ

とを整理して理解した上で、知識として定着させてください。

単元 授業計画 授業方法

イントロダクション ヒトと人、事実と価値の違いについて考える。 講義

自己理解 自分とはどのような存在であるかについて考える。 講義

原則の倫理と徳倫理 自分（医療者）は「どうすべきか」と「どうあるべきか」との違いについて考える。 講義

他者理解 自分と他者はどのように違うのかについて考える。 講義

生殖医療と優生思想 子どもを産むために、どのまで医療を用いてよいかについて考える。 講義

人工妊娠中絶 子どもを産むことと、産まないことについて考える。 講義

健康と医療化
他者より賢くない、強くない、美しくないことはよくないことなのかについて考え

る。
講義

老化と寿命 不老不死はのぞましいことなのかについて考える。 講義

幸せと病の告知 幸せであるとはどういうことかについて考える。 講義

人生の最終段階 映画を観て、終末期患者の人生観や終活について考える。 講義

ICと意思決定 パターナリズムと患者の自己決定について考える。 講義

脳死と臓器移植 ヒトの死と人の死は違うのかについて考える。 講義

安楽死 患者自身が望むなら、死なせてあげるのがよいのかについて考える。 講義

専門職の倫理 医療者と患者・家族との関係について考える。 講義

備考 配布する自作のレジュメを主とし、教科書を従とします。必要に応じて資料も配付します。

試験・講義

教科書 『マンガで学ぶ生命倫理』、児玉聡（著）、化学同人、2013年

参考文献 『入門・医療倫理Ⅰ（改訂版）』、赤林朗（編）、勁草書房、2017年



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

系統看護学講座別巻　　臨床外科看護総論　　臨床外科看護各論　　医学書院

備考

参考文献

教科書

領　域 専門基礎分野 病態治療学Ⅵ

評価方法

宮本 慶一(20)
庄司 好己(４)

開講年次

試験単位認定試験

４ 麻酔法、輸液管理

　外科総論

２ ショック、播性血管内凝固症候群（DIC）多臓器不全（MOF）

5・6　頭頸部、肺、胸部

7・8　心臓、脈管系 講義・庄司 好己

外科各論 9・10　消化器および腹部

11・12　救急

講義・宮本 慶一

内部講師

単位認定試験２年次

13・14　学習のまとめ

授業内容単元

３ 術後合併症とその対策　　 術後疼痛管理

１ 手術侵襲と生体反応、炎症

担当者名 担当講義に関する実務経験

宮本　慶一

授業方法・担当

【外科総論】外科療法における手術侵襲と生体反応について理解する。術後合併症の原因、
病態の対応法について理解すると共に術後疼痛管理の重要性を理解する。手術に必須な手技
である麻酔法と輸血管理について理解する。
【外科各論】頭頚部から腹部まで外科的疾患の診断治療について理解する。

消化器外科医師として病院勤務。資格：医学博士、外科専門医・指導医、消化器外科専門
医・指導医、消化器病専門医、がん治療認定医、消化器がん外科治療認定医、食道科認定医

庄司　好己 病院長として勤務。資格：医学博士、日本胸部外科学会認定医、日本外科学会認定医

到達目標

　外科的疾患に関連する病態・治療、麻酔について理解する。

　各科の病態を理解したうえで、看護に取り組めるように学んでほしい。
学習者への期待
（準備学習含む）

授業概要

講義・宮本 慶一



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 ８回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

担当講義に関する実務経験

工藤　尚哉 理学療法士として病院勤務

菊池　佑馬 リハビリスタッフとして病院及び老健施設での勤務経験を有す

リハビリスタッフとして病院及び老健施設での勤務経験を有す田邉　理

評価方法

工藤 尚哉
田邉　理　菊池　佑馬リハビリテーション論

授業内容 授業方法・担当

　教科書を事前学習し不明な点は明確にすることを習慣にしてリハビリテーションの理解に
臨むこと。

　リハビリテーション概要と障害・状態別リハビリテーションの実際について講義を通して
学ぶ。

　人間が人間として権利を回復する活動としてのリハビリテーションの概念と意義を学ぶ。
リハビリテーションの理念とチーム医療における看護師の役割を理解する。

専門基礎分野

学習者への期待
（準備学習含む）

授業概要

到達目標

２年次

開講年次

領　域

担当者名

講義・工藤

講義・工藤

講義・工藤

単位認定試験

　（３）身体機能障害：脳血管障害のリハビリテーション
　　　　　　　　　　　　　（高次脳機能障害を含む）

講義・田邉

講義・田邉

講義/演習・菊池

　（４）在宅でのリハビリテーション

講義・菊池

　（２）身体機能障害：脳血管障害のリハビリテーション
　　　　　　　　　　　　　（リハビリの実際）

障害・症状別リハビリテーションの実際
　（１）内部障害：呼吸器・心疾患のリハビリテーション

リハビリテーションにおける評価
　（１）リハビリテーション医療における到達目標と評価
　（２）障害の評価

チームで取り組むリハビリテーション
　（１）チームケアの必要性
　（２）チーム間の連携の在り方

リハビリテーションの基本的考え方
　（１）リハビリテーション理念
　（２）リハビリテーションの対象と目標
　（３）リハビリテーションの種類と特徴

備考

参考文献

教科書

系統看護学講座　　リハビリテーション看護　　医学書院



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 ８回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

担当者名 担当講義に関する実務経験

萩原 潤

２年次 単位認定試験

領　域

開講年次 評価方法

萩原 潤公衆衛生学専門基礎分野

参考文献

教科書

鈴木庄亮ほか「シンプル衛生公衆衛生学」南光堂、「国民衛生の動向」厚生労働統計協会

備考

系統看護学講座　専門基礎分野　健康支援と社会保障制度２　公衆衛生　医学書院

講義

単位認定試験と解説

学校と健康　　　　職場と健康　　　　健康危機管理・災害保健

地域保健 ２ 講義

　環境と人との関わりや、保健統計などによる現在の社会の状態を学んだ上で、健康にとって
有害な要因を取り除くための社会に取り組みについて学習する。

講義

講義

　公衆衛生の概念と歴史を学び、生活者の健康保持・増進のための公衆衛生活動を理解する。
　保健衛生行政や疾病の疫学と予防について理解する。

授業概要

到達目標

公衆衛生のしくみ　　　　　環境と健康 １

公衆衛生の概念と歴史　　　公衆衛生の活動対象

学習者への期待
（含む準備学習）

授業内容

講義

講義

講義

授業方法

　自分が所属する自治体のこと、そして自身の周りにある健康や保健に関する社会的な取り組
みを調べてみてください。

地域保健 １

感染症とその予防策　　　　国際保健

環境と健康 ２



科目 担当

開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 ８回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

村山 くみ社会保障専門基礎分野

２年次

領　域

開講年次

講義

授業方法授業内容

講義

評価方法

担当者名 担当講義に関する実務経験

村山 くみ

講義

講義

講義

講義

到達目標

介護保険制度

所得保障制度

変動する現代社会と社会保障（定義・理念・機能）

社会保障の展開（歴史）

医療保障制度

授業概要

学習者への期待
（含む準備学習）

予習：次回の授業内容を確認のうえ、テキストの該当箇所を読み、疑問点等を調べておい
     てください。
復習：授業で使用したプリントやテキストを読み返し、重要事項等をまとめてください。

　講義では、社会保障制度の変遷や仕組みについて学び、多様なニーズに対応するための保
健・医療・福祉の連携の在り方について理解を深めます。

　社会保障制度・社会福祉制度は、医療福祉の総合的サービスの供給体制における連携が重
要である。保健・医療・福祉チームの一員として対象生活へのトータルケアマネジメントの
視点を持ち、その役割と機能を学ぶ。

現代社会の理解

試験

生活保護制度

単位認定試験と解説

系統監護学講座　専門基礎分野　社会保障・社会福祉　医学書院

守本とも子　編「看護職をめざす人の社会保障と社会福祉」みらい

備考

参考文献

教科書

講義



科目 担当

開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 ８回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

備考

参考文献

障害者福祉

高齢者福祉

地域福祉

ソーシャルワーク実践

保険医療と福祉の連携

単位認定試験と解説

教科書

系統監護学講座　専門基礎分野　社会保障・社会福祉　医学書院

守本とも子　編「看護職をめざす人の社会保障と社会福祉」みらい

試験

講義

講義

講義

学習者への期待
（含む準備学習）

予習：次回の授業内容を確認のうえ、テキストの該当箇所を読み、疑問点等を調べておいて
ください。
復習：授業で使用したプリントやテキストを読み返し、重要事項等をまとめてください。
その他：福祉に関するさまざまなニュースに目を通すよう心掛けてください。

　講義では、社会福祉制度の変遷や仕組みについて学び、多様なニーズに対応するための保
健・医療・福祉の連携の在り方について理解を深めます。

担当者名 担当講義に関する実務経験

村山 くみ

到達目標
　社会福祉制度は、医療福祉の総合的サービスの供給体制における連携が重要である。保
健・医療・福祉チームの一員として対象生活へのトータルケアマネジメントの視点を持ち、
その役割と機能を学ぶ。

講義

講義

領　域

２年次

開講年次 評価方法

村山 くみ社会福祉専門基礎分野

授業計画

社会福祉と私たちの生活・社会福祉の実施体制と実施機関

児童家庭福祉

講義

授業方法

講義

授業概要



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回
講義
演習

100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者名 担当講義に関する実務経験

宇野　由佳 救急外来、ICU、HCUにおける臨床看護実践経験を有す

鈴木　久美子 急性期・慢性期病棟で臨床看護実践経験を有す

生体情報のモニタリング
心電図検査、心電図モニター、血管留置カテーテルモニター

採血

検体検査（尿、便検査、採血、血糖検査、喀痰検査）

筋肉内注射

注射器の取り扱い、アンプル、バイアルの薬液準備
皮下注射

備考

参考文献

教科書

講義。宇野　鈴木

演習・宇野　鈴木

診察・検査・処置の介助技術

単位認定試験・まとめ

2.診察･検査に伴う看護

宇野　鈴木

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ（基礎看護学３）　医学書院

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社

講義・宇野　鈴木

演習・宇野　鈴木

講義・宇野　鈴木

心電図検査

筋肉内注射、皮下、皮内注射の方法と実際
輸血・抗がん剤投与時の管理と実際

講義・宇野

講義・宇野

講義・宇野

演習・宇野

 看護の観察・情報収集について、シュミレーターや器具を用いて測定し、実技の演習を通し看
護の実践力を高める。

単元 授業内容 授業方法・担当

経口与薬、外用薬、誤薬防止

演習・宇野

到達目標

基礎看護学援助論Ⅷ 宇野 由佳

評価方法

単位認定試験

１ 診療の補助技術である与薬が安全・安楽に行われるための基礎知識、技術を修得する。
２ 診察の補助技術である診察･検査が安全・安楽に行われるための基礎知識、技術を修得す
る。

２年次

開講年次

領　域 専門分野Ⅰ

与薬の基礎知識と薬の管理　　与薬の種類･原則

1.薬物療法と看護

 人体の構造と機能の知識が必要となります。関連する臓器について、講義までに復習し理解し
ておきましょう。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

領域 専門分野Ⅱ 成人看護援助論Ⅰ
内田 祝子 (12)
高野 岳史 (10)
斉藤 香織 (8)

開講年次 評価方法

２年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

内田　祝子 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

斉藤　香織 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

高野　岳史 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

達成目標
　消化器系機能障害・呼吸器系機能障害・循環器系機能障害をもつ成人およびその家族の看護について
理解できる。

授業内容
　系統別に消化器系機能障害・呼吸器系機能障害・循環器系機能障害をもつ対象への看護について、そ
れぞれの主な疾患の症状、検査、治療を理解し、対象にとって日常生活に及ぼす影響や生活調整・自己
管理に向けた援助について学ぶ。

学習者への期待
  成人看護援助論は看護実践能力を養うことを目標にしています。基本から積み重ねた学習が必要とな
る。1年次の「人体の構造と機能学」「病態治療学」「成人看護概論」の復習をし、常に“何故”とい
う問題意識をもって積極的に授業に臨んで欲しい。

単元 授業内容 授業方法・担当

消化器系に障害のある
対象の看護

成人看護学援助論の概要
消化器系機能障害を持つ対象の特徴と看護の役割
食道疾患を持つ対象の看護

講義

高野

胃疾患を持つ患者の看護

肝胆膵疾患を持つ患者の看護①

肝胆膵疾患を持つ患者の看護②

腸疾患を持つ患者の疾患

呼吸器系に障害のある
対象の看護

呼吸器系に障害を持つ対象の特徴と看護役割
呼吸器の症状・アセスメント・看護

講義

斉藤

呼吸感染症、慢性閉塞性肺疾患の患者の看護

肺癌・肺切除術を受ける患者の看護

気胸・胸腔ドレーンを挿入している患者の看護

循環器系に障害のある
対象の看護

循環器障害をもつ対象の特徴と看護の役割
冠動脈疾患と症状、アセスメント、看護

講義

内田

ペースメーカ挿入する患者の看護

弁膜症をもつ患者の看護

心不全をもつ患者の看護

心臓手術（開胸術）を受ける患者の看護
心臓リハビリテーション

単位認定試験  講義まとめ

教科書

1.系統別看護学講座　専門分野Ⅱ　医学書院　[２]呼吸器　［３］循環器　 ［５］消化器
2．矢永勝彦・小路美喜子編集：系統看護学講座　別巻　臨床外科看護総論　医学書院
3．北島政樹・江川幸二編集　：系統看護学講座　別巻　臨床外科看護各論　医学書院
4．高齢者と成人の周手術期看護１　外来/病棟における術前看護
5．高齢者と成人の周手術期看護2　術中/術後の生体反応と急性期看護
6．高齢者と成人の周手術期看護3　開腹術/腹腔鏡下手術を受ける患者の看護

参考文献 随時提示



単位数 時間数 授業回数 授業形態

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

鈴木　和子(24)
内田 祝子 (4)

領域 専門分野Ⅱ 科目 成人看護援助論Ⅱ 担当

開講年次 開講時期 評価方法

2年次 前期 1単位 30時間 15回
講義
演習

単位認定試験 70% ﾚﾎﾟｰﾄ課題 30%

担当講義に関する実務経験

内田　祝子 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

慢性期患者の再調整を促す看護について理解する。
慢性期疾患を持つ患者の看護過程の展開方法ができる。

達成目標

鈴木　和子 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

担当者名

　慢性疾患にある成人患者・家族に対してセルケアを促し、慢性期との共存を支える看護援助方法を修得し、
看護過程が展開できる能力を養う。

授業内容

学習者への
期待

  常に「何故」という問題意識をもって積極的に授業に臨むようにする。
  成人看護援助論は看護実践能力を養うことを目標にしており、基本から積み重た学習が必要になる。従っ
て、自分自身が何のために学習するかを明確にしながら、各年次の学習を丁寧に積み重ねて臨地実習に臨んで
欲しい。

授業計画 授業方法・担当

内分泌・代謝系に障害が
ある対象の看護

内分泌・代謝系患者の特徴とアセスメント
甲状腺疾患を持つ対象の看護
下垂体疾患を持つ対象の看護
糖尿病患者を持つ対象の看護

講義

鈴木

看護診断を用いた
看護展開方法

看護過程の基盤となる考え方
看護診断の意義と目的 講義

内田ゴードンの機能的健康パターンに基づくアセスメントの枠組み
慢性期のアセスメントの特徴

関連図作成の意義
統合（検証）、看護診断 講義

　
鈴木看護目標の設定、看護計画、評価

紙上事例の
看護展開の実際

看護過程の事例紹介(糖尿病）
情報収集、アセスメント、仮診断

講義・演習
　

鈴木

関連図の作成
統合（検証、仮診断から確定診）

目標設定
看護計画立案

 SMBG　インスリン手技の実際

単位認定試験  講義まとめ

教科書

1　系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ　基礎看護学２
2　系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学　医学書院　［１］成人看護学総論［11］内分泌・代謝
3　ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断
4  NANDA－I看護診断（第11版）2019－2020　医学書院

参考文献
1  黒田裕子監修：看護診断のためのよくわかる中範囲理論（第２版）学研
2  アセスメント覚え書ゴードン機能的健康パターンと看護診断　医学書院



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期
後期

１単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

領　域 専門分野Ⅱ 成人看護学援助論Ⅲ
鈴木　晴美（12）
斉藤　香織（8）
鈴木　和子（8）

開講年次 評価方法

２年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

鈴木　晴美 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

斉藤　香織 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

鈴木　和子 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

到達目標

　系統別に脳神経系障害・運動器、血液・造血器、ｱﾚﾙｷﾞｰ・膠原病系障害・腎・泌尿器系の障害をもつ成人およ
びその家族の看護について理解できる。
　がんの特殊性を多角的に捉え、患者・家族のQOLを高め、患者と家族が主体的に生きるための看護支援、人生の
最期の時を支える看護について理解する。

授業内容

　系統別に脳神経系障害・運動器、血液・造血器、ｱﾚﾙｷﾞｰ・膠原病系障害・腎・泌尿器系障害をもつ対象への看
護について、それぞれの主な疾患の症状、検査、治療を理解し、対象にとって日常生活に及ぼす影響や生活調
整・自己管理に向けた援助について学ぶ。
　がん、終末期にある成人患者・家族に対して生活を支える看護援助方法を理解する。

学習者への期待

　成人看護援助論は看護実践能力を養うことを目標にしています。基本から積み重ねた学習が必要となります。1
年次の「人体の構造と機能学」「病態治療学」「成人看護概論」の復習をし、常に“何故”という問題意識を
もって積極的に授業に臨んで下さい。生命の危機的状況にある患者の心身の安全・安楽の提供と共に、正確で迅
速な看護技術を身に付けてほしい。
　がんの特殊性を多角的に理解するため、既存の学習を踏まえ、常に問題意識をもって積極的に授業に臨んでド
しい。

単元 授業内容 授業方法・担当

脳・神経系に問題のある
患者の看護

脳・神経系に問題のある患者の特徴と看護の役割

講義
齋藤

主な症状の観察とアセスメント

検査・処置・治療を受ける患者への看護

病期や機能障害に応じた看護

運動器に問題のある
患者の看護

患者の特徴とアセスメントと看護
主な疾患の治療と看護

講義
鈴木和血液・造血器系に問題のある患者

の看護
患者の特徴とアセスメントと看護

アレルギー・膠原病・感染症の患
者の看護

患者の特徴とアセスメントと看護

腎・泌尿器系に問題のある
患者の看護

腎・泌尿器系に問題のある患者の特徴と看護

講義
鈴木晴

主な症状の観察とアセスメント
検査・治療を受ける患者への看護

病期や障害に応じたアセスメントと看護

がん看護

がんの特殊性、予防・早期発見・患者のQOL、倫理的問題

がん患者の看護

がん治療に対する看護

単位認定試験   講義まとめ

教科書

１小松浩子他：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学　　医学書院
〔１〕成人看護学総論　〔２〕脳神経〔３〕運動器　〔５〕血液。造血器
 [６］ｱﾚﾙｷﾞｰ・膠原病・感染症〔７〕腎・泌尿器
２矢永勝彦・小路美喜子編集：系統看護学講座　別巻　臨床外科看護総論　医学書院
３北島政樹・江川幸二編集　：系統看護学講座　別巻　臨床外科看護各論　医学書院
４山勢博彰・山勢善江他編集：系統看護学講座　別巻　救急看護学　　　　医学書院
５系統看護学講座　別巻　がん看護　医学書院
６高齢者と成人の周手術期看護１　外来/病棟における術前看護
７高齢者と成人の周手術期看護２　術中/術後の生体反応と急性期看護
８高齢者と成人の周手術期看護３　開腹術/腹腔鏡下手術を受ける患者の看護

参考文献
１高齢者と成人の周手術期看護４　脳神経疾患で手術を受ける患者の看護
２高齢者と成人の周手術期看護５　運動器疾患で手術を受ける患者の看護



領　域 科　目 担　当

開講年次 開講時期 単位数 時間 授業形態

回数 授業方法・担当

1

2

3

4

5
講義
高野

8

9

14

15

専門分野Ⅱ 成人看護学援助論 Ⅳ
高野　岳史(20)
内田　祝子(8)

授業回数 評価方法

30%

高野　岳史 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

内田　祝子 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

担当者名 担当講義に関する実務経験

2年次 後期 １単位 30時間 15回
講義
演習

単位認定試験 70%

レポート課題

到達目標
急性期および周手術期にある患者・家族の身体・心理・社会的特徴を理解する。
紙上事例を通して急性期及び周手術期にある患者・家族に看護過程を展開する。

授業概要
　急激に健康破綻を来たした患者・家族の心身の苦痛やストレス・危機状況を多面的に理解し、心
身の侵襲に伴う変化への対応と回復への適応がはかれる知識を修得し、看護過程が展開できる能力
を養う。

学習者への期待
（準備学習含む）

急性期・手術を受ける患者の容態変化は大きいため、その過程を既知の病態治療学と関連づけ、ア
セスメント能力を身につけ、事例での看護展開が遅れることのないように臨んで欲しい。

単元 授業内容

手術を受ける患者の看護

急性期・周手術期看護ガイダンス
手術前看護

講義
内田

手術中看護

手術後看護①　生体侵襲
　　　　　　　手術後合併症の予防と看護

手術後看護②　術後患者の観察・アセスメント

手術後看護③　創傷治癒過程、　回復促進へ向けての看護

6　7

手術を受ける患者の
看護展開の実際

周手術期の看護過程の展開方法　事例紹介
周手術期のアセスメントの特徴
術前：情報の整理、アセスメント（分析・解釈）

講義　演習

高野他

関連図の作成

術前：統合（検証、仮診断から確定診断）、確定診断、
看護目標、看護計画作成

10　11 術後：情報の整理、アセスメント、仮診断、全体像、統合

12　13 術後：確定診断、看護目標、看護計画立案

実施・評価の記載方法

単位認定試験   まとめ

教科書

1  小松浩子他：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学　　医学書院
2  矢永勝彦・小路美喜子編集：系統看護学講座　別巻　臨床外科看護総論　医学書院
3  北島政樹・江川幸二編集　：系統看護学講座　別巻　臨床外科看護各論　医学書院
4  高齢者と成人の周手術期看護１　外来/病棟における術前看護
5  高齢者と成人の周手術期看護2　術中/術後の生体反応と急性期看護
6  高齢者と成人の周手術期看護3　開腹術/腹腔鏡下手術を受ける患者の看護
7  NANDA－I看護診断（第11版）2019－2020　医学書院

参考文献

1 江川隆子著：ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断、
 　　　　　　 ヌーヴェルヒロカワ



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

領　域 専門分野Ⅱ 成人看護学援助論Ⅴ 斉藤　香織

開講年次 評価方法

単位認定試験 60%

レポート・演習態度 40%

担当者名 担当講義に関する実務経験

２年次 後期 １単位 30時間 15回
講義
演習

集中治療室の看護

斎藤　香織 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

到達目標
　急激健康破綻を来たした患者・家族の心身の苦痛やストレス・危機状況を多面的に理解し、看護問
題を明確化し、生命の危機的状況に働きかける知識・技術を修得して、成長・発達・適応の可能性を
最大限に引き出すように働きかける看護能力を養う。

授業概要
　急激に健康破綻を来たした患者・家族の心身の苦痛やストレス・危機状況を多面的に理解し、心身
の侵襲に伴う変化への対応と回復への適応がはかれる看護技術を習得する。

学習者への期待
（準備学習含む）

 急性期及び周手術期にある患者の安全と人間としての尊厳を守る看護者としての能力及び良識を育む
よう努めてほしい。
 これまで学習した基礎看護学・病態治療学・成人看護学概論・成人看護学援助論Ⅰで学んだ知識と技
術を振り返り、関連性を持って学習してほしい。
３ 看護・医療技術を正確に迅速に修得できるよう、集中力と緊張感をもって臨んでほしい。

単元 授業内容 授業方法・担当

参考文献 随時提示

１２誘導心電図の実際

周手術期の看護技術

周手術期技術演習ガイダンス１

講義　演習
斉藤

術後ベッドの作成

周手術期技術演習ガイダンス２

創傷管理、ストーマ、ドレーン管理
講義　演習

斉藤

呼吸・循環状態・意識状態などの観察、アセスメント

講義、演習
斉藤

急性機能不全患者の看護

救急看護１

講義
斉藤

救急看護２

呼吸器合併症の予防技術・早期離床の促進技術

看護技術のまとめ

単位認定試験

教科書

1．小松浩子他：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　成人看護学　　医学書院
2．矢永勝彦・小路美喜子編集：系統看護学講座　別巻　臨床外科看護総論　医学書院
3．北島政樹・江川幸二編集　：系統看護学講座　別巻　臨床外科看護各論　医学書院
4．山勢博彰・山勢善江他編集：系統看護学講座　別巻　救急看護学　　　　医学書院
5．高齢者と成人の周手術期看護１　外来/病棟における術前看護
6. 高齢者と成人の周手術期看護２　術中/術後の生体反応と急性期看護
7. 高齢者と成人の周手術期看護３　開腹術/腹腔鏡下手術を受ける患者の看護



科目 担当

開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回
講義
演習

単位認定試験 80% レポート 20%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者名 担当講義に関する実務経験

猪狩　綾 急性期・慢性期病棟、精神科病棟で看護実践経験あり。

Ｄ　清潔　アセスメントと看護

教科書

講義/演習

備考

単位認定試験 単位認定試験　　まとめ

系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護学　医学書院
系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護　病態・疾患論　医学書院
生活機能からみた看護過程　　医学書院

講義

試験/講義

講義　　　清潔のケア

講義

講義

講義

５章
高齢者の生活機能を整える看
護

参考文献

Ａ　ヘルスアセスメントの基本

講義

講義

講義

講義Ｃ　排泄　アセスメントと看護

（循環系・呼吸系・消化器系・ホルモン・泌尿生殖器
系・運動系）

Ａ　日常生活を支える基本的活動（基本動作と環境）

　　　　　〃
　（転倒・廃用症候群のアセスメントと看護）

講義

講義/演習

Ｅ　生活リズム　アセスメントと看護

Ｆ　コミュニケーション　アセスメントと看護

Ｇ　セクシャリティ・社会参加

　　　排泄障害　　（臥位・立位でのおむつ交換）

領　域 専門分野Ⅱ 老年看護学援助論Ⅰ

評価方法

猪狩　綾

開講年次

２年次

到達目標

Ｂ　食事・食生活　アセスメントと看護

　　　口腔の変調・嚥下機能（とろみ剤の使用）

４章
高齢者のヘルスアセスメント

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

Ｂ　身体の加齢変化とアセスメント（皮膚・視聴覚）

 老化に伴う生理的変化と疾患とのつながりを理解し予防的な関わりについて学んでほし
い。

 加齢変化、疾患、障害を関連してとらえ、基本動作を基盤とした生活行為と生活リズムの
援助技術を学ぶ。

講義

１ 老年者の日常生活上における援助ニーズを理解できる。
２ 老年者の特性をふまえた援助方法を理解できる。
３ 老年者のQOL向上を目指した健康増進プログラムを理解できる。

講義

授業方法・担当授業内容項目



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回
講義
演習

100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者名 担当講義に関する実務経験

本木　泉 病院及び老健施設での老年看護実務経験をあり。

講義

授業概要

講義

講義

講義

（４）手術療法と看護
（５）リハビリテーションと看護

（３）放射線療法・化学療法と看護

（２）薬物療法と看護

（１）入院治療と看護　検査と看護
　　　栄養ケアマネジメント

疾患を持つ高齢者への看護

検査・治療を受ける高齢者へ
の看護

講義

講義

試験／講義単位認定試験　まとめ

（１） 高齢者と医療安全　（２） 高齢者と救命救急
（３） 高齢者と災害

（３） 介護を必要とする高齢者を含む家族への看護
（４） 多職種連携実践による活動

（１） 高齢者とヘルスプロモーション
（２） 保健医療福祉施設及び居住施設における看護

講義

（１） エンド・オブ・ライフケアの概念
（２） 「生ききる」ことを支えるケア
（３） 意思決定への支援
（４） 末期段階に求められる援助

（１）うつ　（２）せん妄　（３）認知症

（４）インフルエンザ     （５）肺炎
（６）感染性胃腸炎       （７）糖尿病
（８）慢性閉塞性肺疾患 　（９）骨粗鬆症
（10）骨折 　　　　　　　（11）褥瘡

講義

講義

講義

講義
１ 老年特有の疾患
（１）脳卒中　　（２）心不全（うっ血性心不全）
（３）パーキンソン病・パーキンソン症候群

備考

参考文献

教科書

系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護　病態・疾患論　医学書院

系統看護学講座 専門分野Ⅱ 老年看護学 医学書院
生活機能からみた看護過程 医学書院

単位認定試験

高齢者の
リスクマネジメント

生活・療養の場における看護
の展開

エンド・オブ・ライフケア

認知機能障害のある
高齢者の看護

評価方法

本木　泉老年看護学援助論Ⅱ専門分野Ⅱ

項目 授業内容 授業方法

　老化や生活習慣などによってどのような疾患がおきやすいか、予防も含め必要な看護を学ん
でほしい。

　老年特有な疾患理解とともに、生活障害や合併症・二次障害を踏まえ、どのような場面でど
のような看護が実践されているのかを学んでいく。

１ 老年者に特有な健康障害が理解できる。
２ 健康障害に応じた援助方法が理解できる。

学習者への期待
（含む準備学習）

領　域

開講年次

単位認定試験２年次

到達目標



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 15時間 ８回
講義
演習

看護過程
レポート

70%
アクテビティ

評価
30%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

授業概要

（５）看護計画発表

講義　高橋

（４）看護計画作成（GW)

学習者への期待
（含む準備学習）

　事例をもとに、生活機能重視の高齢者の「もてる力」を引き出し、老化による廃用症候群
の予防を組み込んだ看護計画を立案できるようになってほしい。

　生活機能をもとにアセスメントし実践場面で応用できる思考を養うために、高齢者の特徴
的な事例を提供し考えさせる。

授業方法・担当授業内容項目

講義・演習
高橋

講義・演習
高橋

看護過程　高齢者の特徴を活かした看護過程の考え方
（１）ゴードンによる機能的健康パターンについて
　　事例紹介・看護展開の進め方

看護過程の展開

講義・演習
高橋

講義・演習
高橋

専門分野Ⅱ領　域

開講年次

２年次

到達目標
１ 事例を基に健康障害をもつ老年者の看護問題を理解する。
２ 事例を基に健康障害をもつ老年者の看護過程を展開する基礎的能力を養う。

評価方法

猪狩　綾
高橋　さくら

老年看護学援助論Ⅲ

担当者名 担当講義に関する実務経験

猪狩　綾 急性期・慢性期病棟、精神科病棟での老年看護実践経験あり。

急性期・慢性期病棟での老年看護実践経験あり。高橋　さくら

「大腿骨頸部骨折の高齢者」
看護過程の展開

学習のまとめ

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護学　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護学　老年看護　病態・疾患論　医学書院
生活機能からみた老年看護過程　医学書院

　もてる力を引き出すケアとは　DVD

（７）アクテビティ発表

（６）アクテビティ企画（GW）

備考

参考文献

教科書

（３）関連図　　看護診断

（２）情報とカテゴリー分類　　アセスメントと仮診断

講義・演習
高橋

講義・演習
高橋

講義・演習
高橋



科目 担当

開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

単位認定試験 60%

レポート 40%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

小児専門病院での看護実践，看護教員，看護全般にわたる経験を有す庄司　宗和

こども観10％
自分史　10％
成長発達20％

１単位前期

担当者名 担当講義に関する実務経験

太田　久子

正しいこども観とは 演習・庄司

小児看護の変遷と課題　小児看護における倫理
虐待と看護

小児看護の目的　小児と家族の諸統計

小児看護の特徴と理念

講義・庄司

授業方法・担当授業内容

　子どもの成長発達の特徴と看護については国家試験にも多く取上げられる重要なところ
なので、予習をして臨んでほしい。

　小児看護の特徴と理念についての学習を基に、子どもの成長・発達の特徴と看護につい
て学ぶ。さらに小児看護の対象となる家族を理解し子どもを取り巻く社会について学ぶ。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

項目

庄司　宗和

　子どもの健康的な成長発達過程を学び、それぞれの過程の基本的な理解と子どもや家族
を取り巻く社会環境を学びながら、小児看護の役割や課題について理解できる。

２年次

開講年次 評価方法

小児看護学概論
（看護の対象と理解）

専門分野Ⅱ領　域

講義
演習

15回30時間

到達目標

小児専門病院での看護実践，管理業務，看護教員，看護全般にわたる経験を有す

中川　佑奈 臨床（小児救急を含む三次救急・集中治療室等）、看護全般にわたる経験を有す

講義・庄司子どもの成長発達と評価　子どもの栄養

演習・庄司

成長発達の理解
(新生児・乳児期・幼児期・学童期・思春期)
・ガイダンス
・協同学習
・まとめ

子どもの成長発達

試験・庄司

講義・中川

講義・庄司

病気・障害が子どもと家族に与える影響子どもの健康問
題と看護　入院中の子どもと家族の看護外来、在宅療養
中の子どもと家族の看護

家族とは　現代家族の特徴　家族アセスメント
子どもと家族を取り巻く社会　・予防接種　・学校保健

単位認定試験、まとめ

家族の特徴とアセスメント

病気や障害を持つ子どもと家
族の看護

子どもの発達がわかる本　金子龍太郎　ナツメ社
子どもの育ちと保育：環境・発達・かかわりを考える　金子書房　　など

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　小児看護学概論　小児臨床看護学概論　医学書院
写真でわかる　小児看護技術アドバンス　インターメディカ

備考

参考文献

教科書



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

単位認定試験 70%

レポート 30%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者名 担当講義に関する実務経験

庄司 宗和 小児専門病院での看護実践，看護教員，看護全般にわたる経験を有す

中川　佑奈 臨床（小児救急を含む三次救急・集中治療室等）、看護全般にわたる経験を有す

　１年次に基礎看護学で学んだ、人体構造・機能学、病態治療学についての復習をして臨むこ
とを期待する。

　子どもを取り巻くさまざまな諸問題に対する適切なアセスメント方法と看護援助方法を学
ぶ。

　子どもの健康障害によって生じる諸問題を理解し、それに伴う適切な看護援助方法が理解で
きる。

授業方法・担当

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

到達目標

授業内容項目

・疾患別小児看護　中央法規出版　　　・児童虐待おかやま116人の提言　吉備人出版

系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　小児看護学概論　小児臨床看護総論　医学書院
系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　小児臨床看護各論　　小児看護学２　医学書院
写真でわかる　小児看護技術アドバンス　インターメディカ

参考文献

・バイタルサインの測定・移動の援助
 （抱っこ、ベビーカー）
・身体計測
・抑制（おくる身法、点滴の固定方法）
・検査・処置時の看護(座薬、腰椎穿刺)

小児看護に必要な技術

教科書

試験・庄司

演習・庄司　中川

単位認定試験　まとめ

領　域

開講年次

２年次

庄司 宗和

講義・演習15回30時間１単位前期

小児看護学援助論Ⅰ専門分野Ⅱ

評価方法

プレパレーション10％

技術演習　　　　20％

周手術期、終末期の子どもと家族の看護

演習庄司・中川

講義庄司・中川

検査、処置時の看護
検査・処置を受ける
子どもの看護

身体のアセスメント
子どもが示す症状と
看護

病気や障害を持つ
子どもと家族の看護

慢性期、急性期にある子どもと家族の看護
障害のある子どもと家族の看護

講義・庄司

講義　庄司

症状を示す子どもの看護

身体的アセスメント２

アセスメントに必要な技術　身体的アセスメント１

プレパレーション
・講義、ガイダンス、事例紹介
・ロールプレイ発表
・まとめ、総括

プレパレーション



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

講義・飯沼

循環器疾患・血液、造血器疾患と看護
消化器疾患・悪性新生物と看護

腎・泌尿器および生殖器疾患と看護

講義・庄司　中川

講義・庄司

講義・飯沼神経疾患・運動器疾患・精神疾患

２年次

授業概要

　子どもの疾患とそれらの病態及び治療法について理解し、そこから生じる諸問題への適切な
看護援助方法が理解できる。

講義・飯沼

講義・飯沼

小児科とは・染色体異常・先天異常・新生児

単元

免疫疾患・アレルギー性疾患・自己免疫疾患

腎・泌尿器および生殖器疾患・

授業方法・担当授業内容

講義・飯沼

講義・飯沼消化器疾患・代謝性疾患・内分泌疾患

呼吸器疾患・循環器疾患

感染症

領　域 専門分野Ⅱ 小児看護学援助論Ⅱ

開講年次

　１年次に基礎看護学で学んだ、人体構造・機能学、病態治療学についての復習をして臨むこ
とを期待する

学習者への期待
（含む準備学習）

　子どもの疾患やそれらの病態及び治療法、そこから生じる問題に対する看護援助方法を学
ぶ。

担当者名 担当講義に関する実務経験

庄司　宗和 小児専門病院での看護実践，看護教員，看護全般にわたる経験を有す

臨床（小児救急を含む三次救急・集中治療室等）、看護全般にわたる経験を有す

単位認定試験

評価方法

到達目標

飯沼 一宇　庄司 宗和

講義・庄司

講義・庄司　中川

講義・庄司　中川

講義・庄司

飯沼　一宇
東北大名誉教授・石巻赤十字看護専門学校長
認定NPO法人理事長・小児科専門医・小児神経専門医・てんかん専門医

2.主な疾患とその子どもの
看護

染色体異常・先天異常と看護
代謝性疾患・内分泌疾患・免疫疾患と看護

呼吸器疾患・アレルギー性疾患・リウマチ性疾患と看護

感染症・事故・外傷と看護

神経疾患・運動器疾患・皮膚疾患・眼疾患・耳鼻咽喉疾患・
精神疾患

中川　佑奈

血液、造血器疾患・悪性新生物

講義・飯沼

講義・飯沼

1.子どもに関連する疾患の
病態と治療

系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　小児看護学概論　小児臨床看護総論　医学書院
系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　小児臨床看護各論　　小児看護学２　医学書院

・疾患別小児看護　中央法規出版参考文献

教科書

試験・庄司単位認定試験、まとめ



科目 担当

開校時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 15時間 ８回 演習 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

看護過程の展開（グループワーク演習３），まとめ

・紙上事例の症例は脳性まひの事例を展開する。
・評価は評価表に沿って行う。評価表は前もって学生に提示するものとする。

備考

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　小児看護学概論　小児臨床看護学総論　医学書院
科学的看護論　薄井坦子

ナースが見る病気　薄井坦子参考文献

教科書

総括

演習・庄司

看護過程の展開（グループワーク演習２），まとめ

 看護過程の展開

看護過程の展開（グループワーク演習４），まとめ

看護過程の展開（グループワーク演習５），まとめ

看護過程発表会

看護過程の展開（ガイダンス、グループワーク演習１）

評価方法

グループワーク，レポート

　大切な基礎である病態をしっかりと学び、基礎看護学で学んだ看護過程の展開について
の知識を復習して臨むことを期待する。

　子どもの主要な疾患を中心にそれらの病態及び治療法について学び、その知識を基に紙
上事例での看護過程の展開を行う。

庄司　宗和

２年次

授業方法・
担当

看護過程発表会

領　域

開講年次

専門分野Ⅱ

単元

小児専門病院での看護実践，看護教員，看護全般にわたる経験を有す

　演習を通して、子どもを対象とした看護過程の展開方法について学ぶことができる。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

小児看護学援助論Ⅲ

担当者名 担当講義に関する実務経験

授業内容

到達目標

庄司 宗和



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

100%２年次

領域 専門分野Ⅱ
母性看護学概論

(看護の対象と理解)
小長根恵美子

開講年次 評価方法

担当者名 担当講義に関する実務経験

小長根恵美子 助産師の資格を有し、臨床及び教育の経験も長い。

授業概要

母性看護の概念の学習から始まり、母性看護を取り巻く社会の変遷と現状を学びつつ母性看
護学の対象の理解に繋げていく。また、女性のライフステージ各期における看護については
リプロダクティブ・ヘルツ／ライツの概念とともに学びを深める。

到達目標

母性の概念と母性看護の意義・特性を理解し、母性看護の置かれている現状と動向をふまえ
つつ女性のライフサイクルにおける思春期・成熟期・更年期・老年期の母性看護のあり方が
理解できる。
さらに母性看護を取り巻く、家族・性と生殖などの問題について学び理解することができ
る。

母性看護の概念

母性看護の基盤となる概念：母性とは、母子関係と家族 講義

セクシャリティ：セクシャリティとは、セクシャリティの
発達と課題リプロダクティブ・ヘルツ／ライツヘルスプロ
モーション

講義

学習者への期待
（含む準備学習）

女性を取り巻く感染症や、虐待を含めた社会の状況や喫煙の害などにも興味を持って学習に
臨んで欲しい。

項目 授業内容
授業方法
担当教員

女性のライフステージ各期に
おける看護

思春期の健康と看護 講義

成熟期の健康と看護 講義

更年期、老年期の健康と看護 講義

母性看護の対象を取り巻く環境 講義

母性看護の対象の理解

女性のライフサイクルにおける形態・機能の変化 講義

女性のライフサイクルと家族 講義

母性の発達・成熟・継承 講義

母性看護を取り巻く社会の変
遷と現状

母性看護の歴史的変遷と現状：母性看護の変遷 講義

母性保健統計の動向 講義

参考文献
リプロダクティブ・ライツとリプロダクティブ・ヘルス　　谷口真由美　　南山堂
「若者の性」白書　第7回　日本児童教育振興財団　　小学館

リプロダクティブヘルスケア

家族計画・性感染症予防・HIV感染症 講義

喫煙・性暴力虐待 講義

国際社会と看護 講義

単位認定試験・まとめ 試験

教科書 系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[1]　母性看護学概論　　医学書院



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 ２単位 30時間 15回
講義

演習
100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

参考文献 カラー写真で学ぶ周産期の看護技術 医歯薬出版

妊娠期における看護①

妊娠期の身体的特徴　妊娠期の心理・心理的特性
講義　野辺地

学習者への期待

（含む準備学習）
母性看護学概論を復習し、母性看護学に興味をもって講義に臨んでほしい。

授業内容

 母性の発達を促す看護

 妊娠期における看護

講義　野辺地

授業方法・担当

講義　野辺地
子どもを産み育てることとその看護を学ぶにあたって

出生前からのリプロダクティブヘルスケア

講義　野辺地

講義・演習　野辺地
妊婦の看護にかかわる技術④

妊娠カレンダーの作成（グループワーク）

妊婦の看護にかかわる技術③

妊婦体操（マタニティヨガ）

開講年次

妊婦の看護にかかわる技術②

胎児超音波断層法　胎児心拍数図　食事と栄養の支援

妊婦の看護にかかわる技術①

妊婦のヘルスアセスメント（妊婦健康診査）レオポルド触診法

腹囲・子宮底測定・　胎児心拍聴取

妊娠期における看護②

妊婦と胎児のアセスメント　妊婦と家族の看護

 妊婦及び家族援助について理解し、妊婦や胎児のアセスメント、保健指導、家族を含めた看護を学ぶ。また

分娩期の産婦及び家族援助について理解し、アセスメントと看護の実際を学ぶ。
授業概要

講義　野辺地

講義・演習　野辺地

講義・演習　野辺地

講義・演習　野辺地

妊娠期の異常と看護　妊娠期間の異常　前置胎盤

常位胎盤早期剥離・妊娠高血圧症候群・妊娠糖尿病・感染症等

領域 専門分野Ⅱ

1.リプロダクティブ・ヘルスの向上を目指した支援について理解できる

2.妊娠期・分娩期の正常な経過が理解できる

3.妊婦・産婦の特徴を学び、必要な看護について理解し、考えることができる

4.妊娠期・分娩期の異常について理解できる

5.妊娠・出産時における看護技術が理解できる

２年次

母性看護学援助論Ⅰ 　宇野　由佳

評価方法

単位認定試験80％　小テスト20％

周産期センター・新生児集中治療室（NICU）・婦人科病棟での実務経験有す

担当者名 担当講義に関する実務経験

到達目標

野辺地　郁子

講義　野辺地

産婦の看護にかかわる技術②

分娩期の看護の実際（グループワーク）

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学概論　母性看護学①　医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学各論　母性看護学②　医学書院教科書

     まとめ（これまでの講義の振り返り　終講試験に向けての説明

     単位認定試験 試験

分娩期における看護

講義　野辺地

講義　野辺地

講義・演習　野辺地

講義・演習　野辺地

分娩期の看護②

産婦・胎児・家族のアセスメント 産婦と家族の看護

分娩期の異常と看護

前期破水・産科出血・胎児機能不全・帝王切開術等

産婦の看護にかかわる技術①

分娩期の看護の実際（グループワーク）

分娩期の看護①

分娩の要素　分娩の経過



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回
講義

演習
100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

授業概要

到達目標

単位認定試験 試験

参考文献
カラー写真で学ぶ　周産期の看護技術

カラー写真で学ぶ新生児の観察と看護技術

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学各論　母性看護学２　医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　女性生殖器　成人看護学９　医学書院
教科書

講義　野辺地

講義　野辺地

新生児の看護①　新生児の生理

褥婦の看護にかかわる技術②　帝王切開術後のケア・産褥体操（骨盤底筋体操）

新生児期の異常と看護

新生児仮死・分娩外傷・低出生体重児・高ビリルビン血症・ビタミンK欠乏性出血症

新生児の看護②　新生児のアセスメント・新生児の看護

講義・演習　野辺地

まとめ（講義の振り返り・終講試験についての説明）

産褥期の看護

新生児期の看護

新生児の看護にかかわる技術①②　新生児の計測　バイタルサイン測定衣類の交換　お

むつ交換　抱き方と寝かせ方　排気

講義　野辺地

講義・演習　野辺地

講義・演習　野辺地

講義　野辺地

講義　野辺地

宇野　由佳

評価方法

褥婦の看護にかかわる技術①　褥婦のヘルスアセスメント

（子宮底の輪状マッサージ・悪露・会陰部・創部のアセスメント）

産褥期の異常と看護　子宮復古不全・産褥熱・産褥精神病

母乳育児と看護 講義・演習　野辺地

講義　野辺地

褥婦の看護①　産褥経過・褥婦の看護

講義　野辺地

講義　野辺地

講義　野辺地

周産期センター・新生児集中治療室（NICU）・婦人科病棟での実務経験有す

1.女性生殖器疾患を有する患者及び家族の身体・心理・社会的特徴を捉え、看護援助について理解する。

2.産褥・新生児期の各期の特徴を知り、必要な看護援助について理解する。

3.産褥・新生児期に起こりうる異常と看護について理解できる。

4.褥婦のセルフケア能力が維持・促進できる看護支援について理解できる。

5.褥婦及び新生児とその家族の看護支援方法が理解できる。

女性生殖器疾患を有する患者及び家族について理解し、ライフステージ各期における特徴的な病態生理と治療を必要な看

護実践を考える。

褥婦・新生児及び家族看護の重要性を理解し、アセスメントと看護の実際を学ぶ。

患者の看護③

患者の看護②

成人看護学

女性生殖器疾患を

持つ患者の看護

開講年次

領域 専門分野Ⅱ 母性看護学援助論Ⅱ

女性生殖器疾患患者の看護を学ぶにあたって　 女性生殖器の構造と機能

患者の看護①

授業内容

２年次 単位認定試験80％　小テスト20％

学習者への期待

（含む準備学習）

病態治療学・成人看護学援助論で学んだ知識を振り返り授業に臨むこと。母性看護学概論・母性看護学援助論Ⅰで学んだ

ことを復習して授業に臨み、母子及び家族看護について考えてほしい。

単元

担当者名 担当講義に関する実務経験

野辺地　郁子

授業方法

担当教員



科目 担当

開講時期
単

位
時間数 授業回数 授業形態

後期

１

単

位

15時間 ８回
講義

演習
課題提出 30% 看護過程 70%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

参考文献
カラー写真で学ぶ　周産期の看護技術　医歯薬出版

カラー写真で学ぶ新生児の観察と看護技術　医歯薬出版

学習者への期待

（含む準備学習）
母性看護学概論、母性看護学援助論Ⅰ・Ⅱの復習をし、講義に臨んでほしい。

単元

新生児期の看護 沐浴①②（沐浴・更衣・おむつ交換）

講義　野辺地

母性看護における看護過程

ウェルネス型看護診断について
講義・演習　野辺地

演習　野辺地

母性看護学援助論Ⅲ 宇野　由佳

評価方法

　産褥と新生児の特性や基礎的な看護技術の知識を活用し、事例をもとに看護過程を展

開する。

担当者名 担当講義に関する実務経験

開講年次

領域 専門分野Ⅱ

授業概要

到達目標

野辺地　郁子

２年次

妊娠・分娩・産褥・新生児各期の身体的・心理的・社会的特徴を知り、看護に必要な健

康状態のアセスメントの視点を学ぶ。また看護対象者の健康状態の促進やセルフケア能

周産期センター・新生児集中治療室（NICU）・婦人科病棟での実務経験有す

教科書
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学[２]　母性看護学各論　医学書院

ウェルネス看護診断にもとづく母性看護過程　　医歯薬出版

看護過程の演習

看護過程の展開

（グループワーク演習：発表、事例展開の解説）

まとめ 講義　野辺地

授業内容

演習　野辺地

授業方法・担当

看護過程の展開（グループワーク③）

看護過程の展開（グループワーク②）

看護過程の展開（講義・事例紹介・グループワーク①）

演習　野辺地

演習　野辺地

演習　野辺地



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回
講義
演習

100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者名 担当講義に関する実務経験

中川　誠秀

阿部　利寿 精神科救急を含む急性期から慢性期までの精神科全般の実務経験あり

病院にて精神科医師として病院勤務

病院にて精神科医師として病院勤務

吉村　淳

山田　和男

病院にて精神科医師として病院勤務

備考

参考文献

教科書

生理的障害、及び身体的要因に関連した行動症候群、
パーソナリティ障害

講義・阿部

講義・阿部

講義・阿部

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護学（１）　精神看護の基礎　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護学（２）　精神看護の展開　医学書院

精神科における対象について

講義・山田

講義・吉村

講義・中川

講義・山田

講義・中川

講義/演習
阿部

精神を病むことと生きること、
精神症状とは・さまざまな精神症状

ケアする相手について知る、関係性を理解する

精神科での診断・治療・検査

器質性精神障害、てんかん、認知症

ケアの前提・原則
（人としての尊厳を尊重する、互いの境界をまもる）

ケアの方法　そばにいること・遊びとユーモア・話す・聞く
演習（視線・立ち方・すわる位置・声のトーンなど）

統合失調症

気分障害（双極性障害、及び関連障害、抑うつ障害）

神経症性障害、ストレス関連障害、及び身体表現性障害、
神経発達障害、精神作用物質使用による精神及び行動障害

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

到達目標

客観テスト

サバイバーとしての患者と
そのケア

集団の役割と援助の方法

講義・阿部
全体としての家族・家族療法の考え方と技法、
集団の中の自己

人間と集団（グループダイナミクス、グループの実践）

受け入れがたい行動を示す患者たち

心的外傷への着目

回復への道程 講義・阿部

講義・阿部

講義・阿部

ケアの人間関係

単位認定試験と解説

２年次

開講年次

領域

講義・阿部

授業方法・担当授業内容項目

専門分野Ⅱ
精神看護学援助論Ⅰ
（精神疾患の診断・

治療及びケアの方法）

中川 誠秀　吉村 淳
山田 和男　阿部 利寿

評価方法

単位認定試験

　ここで学ぶコミュニケーション・スキルはどの診療科に行っても通用しますので、確実に身
に付けてください。疾患については十分に復習して理解することが望まれます。

１ 自己を振り返り、自己洞察の必要性を理解する。
２ 個人とそれを取り巻く人々の関係を理解する。
３ 精神科におけるケアの基本を理解する。
４ 主な精神障害とその症状、治療の基本を理解する。

　主な精神疾患・症状・検査や援助の基礎的知識と考え方を理解し、回復過程に応じた看護や
援助方法を理解する。また、自己の傾向性を踏まえながら基本的なコミュニケーション技術を
用い治療的に対象と関わる方法を理解する。



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回
講義
演習

100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14 看護における感情労働　

15

領域 専門分野Ⅱ

 精神科における看護の役割を理解し、対人関係を保つための手法を学ぶ。また、精神科領域
で生じやすい身体的症状や地域における支援と地域リハビリテーションについて学ぶ。更に感
情労働としての側面を理解し、自己の感情コントロールと対処方法について学ぶ。

１ 精神科看護の基本を理解する。
２ 患者-看護師間における対人関係を保つための手法を理解する。
３ 精神科における身体ケアを理解する。
４ 地域における支援と地域リハビリテーションについて理解する。
５ 看護における感情労働として、適切に自分の感情を管理し、対処する方法を理解する。

開講年次

到達目標

２年次

担当者名

藤田　亨

坂元　洋生

加賀谷　恵美子

授業方法・担当

講義・加賀谷

精神看護学援助論Ⅱ
（精神看護とサポート）

藤田　亨　坂元　洋生
加賀谷 恵美子

単位認定試験

評価方法

授業内容

 精神疾患をもつ対象者は、我々と変わりのない人々であることを理解すると共に、我々自身
が感情労働に支配されることなく、燃え尽きないことが大切です。

担当講義に関する実務経験

精神科病棟看護師として病院勤務

精神科病棟看護師として病院勤務

精神科病棟での実務経験あり

項目

対象にとっての入院とは・入院治療のメリットとデメリット・
入院時のアセスメントの必要性

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

精神科における看護の役割

看護師の不安と防御、感情労働としての看護、
看護師の感情ワーク、看護における共感、感情労働の代償

備考

参考文献

教科書
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護学（１）　精神看護の基礎　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護学（２）　精神看護の展開　医学書院

講義・加賀谷

講義・加賀谷

客観テスト

講義・藤田

講義・坂元

講義・藤田

講義・藤田

講義・坂元

講義・坂元

講義・藤田

講義・藤田

講義・加賀谷

講義・加賀谷

講義・加賀谷

単位認定試験と解説

治療的環境を理解する・精神科病棟の特徴と看護師の役割

安全をまもる
（リスクマネジメントの考え方と方法・災害時のケア）

緊急事態への対応（自殺・暴力・離院、拘束）

地域における精神看護

身体ケアについて

患者-看護師関係における感情
体験

対処のむずかしい場面（患者からの攻撃・拒否など）

精神科における身体ケアについて、身体にあらわれる心の痛
み、精神療法としての身体ケア、抗精神病薬の有害反応、電気
けいれん療法の看護

身体合併症、身体ケアの実際

睡眠について、自傷行為・心的外傷への着目と回復へのケア

地域で生活するための原則、
生活を支える制度・地域で精神障害者を支援するための方法

地域での看護の実際、
学校と職場におけるメンタルヘルス対策

回復を助ける１
（回復とは何か・回復を支えるさまざまなプログラム（SST含
む）

回復を助ける２
（回復を支えるさまざまなプログラム：集団精神療法の実際）

転移・逆転移、感情の容器、肯定的感情と否定的感情、医療の
場のダイナミクス（病棟・チーム・カンファレンスなど）



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 15時間 ８回
講義
演習

レポート 90% 授業態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

看護過程の展開

担当者名 担当講義に関する実務経験

阿部　利寿 精神科救急を含む急性期から慢性期までの精神科全般の実務経験あり

事例展開
　　情報の整理及び分析

　統合失調症の模擬患者の事例を用いて、ゴードンの機能的健康パターンに基づいた看護過
程
の展開を通して、精神障害を持つ対象及びその家族への理解を深める手立てとする。

１ オレムのセルフケア理論の看護論を活用し、精神を病む対象の看護問題のとらえ方や看護
　計画の視点を理解する。
２ 自己決定を促す看護を理解する。
３ 生活援助の必要な精神疾患事例を通し精神看護を考察する。

関係をアセスメントする　

単元

看護過程のまとめ

講義/GW

講義

授業方法授業内容

関係のアセスメントの必要性
精神科におけるプロセスレコードの活用・事例提示

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護学（１）　精神看護の基礎　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護学（２）　精神看護の展開　医学書院

教科書

参考文献

備考

ゴードンの機能的健康パターンに基づく看護過程と看護診断　ヌーベルヒロカワ

プロセスレコードをもとにグループワーク

講義/演習

講義/演習

講義/演習

講義/演習

講義/演習

講義
統合失調症患者の看護過程（講義）、
事例紹介、情報の整理及び分析（自己学習）

事例展開
　　分析～問題点の抽出～関連図

事例展開
　　問題点の抽出～目標設定～看護計画立案

事例展開
　　実施、評価、修正の視点

精神看護学援助論Ⅲ
(看護過程の展開)

評価方法

領域 専門分野Ⅱ

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

到達目標

２年次

開講年次

阿部 利寿

　看護過程の展開は、精神疾患をもつ対象者であっても何ら変わりのないことを理解し、少
し
でも精神科実習への偏見が薄まることを期待します。



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

3単位 135時間 １回 実習 100%

1  学内実習では、看護過程の展開（紙上事例）を行い、また、技術演習の中で慢性期患者に必要な日常
  生活援助技術や診療援助技術について、グループワーク・ＤＶＤや文献で学習する。

1　 慢性疾患に罹患している対象の病態・治療心理・社会面の特徴を理解し、看護援助に活用すること
   ができる。

2　慢性疾患に罹患している対象の看護上の問題を把握し、 計画立案・実施・評価ができる。

3  慢性疾患に罹患している対象と家族が、日常生活のなかで自己管理と適応がはかれるように
  セルフケア等の看護理論を活用し、看護援助ができる。

備考 詳細は実習要項を参照

2  臨地実習では、慢性期にある患者１名を受け持ち、看護過程を展開しながら受け持ち患者の看護に
  ついて学ぶ。

教科書

参考文献 オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

※　実習計画実習スケジュールは、学内実習及び臨地実習の計3週間で構成する。

2年次　後期
3年次　前期

実習評価表

授業内容

　慢性疾患に罹患している成人の対象及び家族に対し、看護師と対象の人間関係を基盤に、看
護過程とセルフケア等看護理論を活用し、成長・発達・適応の可能性を最大限に引き出す看護
を実践する能力を養う。実習においては、慢性的な健康問題により、ストレス・危機的状況に
ある成人の対象及び家族に対し、看護師と対象の人間関係を基盤に、問題解決の系統的アプ
ローチとセルフケア等の看護諸理論を適用して、成長・発達・適応の可能性を最大限に引き出
す看護を実践する能力を養うことを目的とする。

学習者への期待
（含準備学習）

　基礎看護学・成人看護学・成人看護学援助論Ⅰ・Ⅱで積み重ねた学習を振り返り、実習の目
的を意識しながら臨床実習に臨んで欲しい。

担当者名 担当講義に関する実務経験

内田　祝子 成人領域での看護実践、看護教員の経験を有す

【実習時期】　2年次12月下旬 ～　3年次6月

【実習期間】　3週間

実習内容

【実習目標】

【実習計画】

4  看護スタッフや他の医療スタッフとのコミュニケーションを円滑にし、その機能を理解し医療チーム
  内で果たすべき看護の役割と態度を学ぶ。

5 看護学生としての学ぶ姿勢と誠実で責任ある態度をとることができる。

領域 専門基礎分野Ⅱ
成人看護学実習Ⅰ

（慢性期）
内田　祝子 他

開講年次 評価方法



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 期間 授業形態

後期 ２単位 90 時間 ２週間 実習 100%

担当講義に関する実務経験

猪狩 綾 急性期・慢性期病棟、精神科病棟で看護実践経験あり。

高橋さくら 急性期・慢性期病棟での老年看護実践経験あり。

領　域

開講年次

　　　３ 加齢変化や健康課題を持ちつつ生きる老年期にある対象の特徴について理解する。

【実習目的】地域や施設における高齢者との関わりを通して、対象者を生活者として理解し、高齢者の持てる力に
　　　　　着眼した看護を実践する能力を養う。

【実習目標】

　　　１ 健康な高齢者との触れ合いを通して、暮らしや健康への思いを知り、健康維持のために老人福祉センター
　　　　の果たす役割について理解できる

　　　２ 施設における各職種の役割と協働・連携の重要性、看護師の役割が理解できる

学習者への期待
（含む準備学習）

授業の概要

・老人福祉センターの制度上の意義と活動を理解し、健康維持やQOL向上のための活動に
 参加させていただく。
・介護老人保健施設では入所者の方を受け持ち、生活支援を視点とした問題の抽出と残存
 機能を意識した日常生活援助の実践を学ぶ

　健康維持のためにがんばっている高齢者と接し、その心理や生きがい・QOLなどが考えら
れるようになってほしい。

実習内容

評価方法

猪狩 綾老年看護学実習Ⅰ専門分野Ⅱ

２年次 実習評価表

　　　４ 対象の生活機能上の課題に応じた援助が実践できる。

詳細は実習要項を参照備考

　　　５ 自己の老年観・看護観を確認することができる。

　　　６ 看護学生として望ましい態度を身に付けることができる。

【実習計画】

     　・老人福祉センターは主体事業への参加または、デイサービス、サークルなどに参加させていただき高齢
　　　　者の方との関わりを通し、老年観を深める。

　　　 ・介護老人保健施設実習においては、１名の方を受け持ち、生活者の視点で情報収集し必要な援助を考え、
　　　　スタッフの援助に参加させていただく。介護保険制度の理解や多職種の連携と役割について学ぶ。

系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護学　医学書院
系統看護学講座　　専門分野Ⅱ　老年看護　病態・疾患論　医学書院
生活機能からみた、老年看護過程　　医学書院

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。参考文献

教科書

【実習期間】２年後期～３年前期

担当者名



科目 担当

単位数 時間数 授業形態

２単位 90時間 実習 100%

担当者名 担当講義に関する実務経験

庄司 宗和 小児専門病院での看護実践，看護教員，看護全般にわたる経験を有す

中川　佑奈 臨床（小児救急を含む三次救急・集中治療室等）、看護全般にわたる経験を有す

実習評価表
２年次　後期
３年次　前期

小児看護学実習

評価方法

領域 専門分野Ⅱ

開講年次・開講時期

庄司 宗和　他

　　　　　２ 健康な乳幼児の特徴を踏まえ、成長発達を促すための養育の実際を理解できる

授業概要
保育所・病棟実習を通じて、成長・発達の途上にある子どもとその家族を看護の対象として理解
し、健康障害の有無にかかわらず、より良い発達を遂げるための看護を実践する。

学習者への期待
（含む準備学習）

 大切な基礎である病態をしっかりと学び、看護援助の根拠として欲しい。
 小児看護学で学んだ看護過程の展開についての知識を復習して臨むことを期待する。

【実習目標】

　　　　　（保育所実習）

　　　　　１ 健康な乳幼児の成長発達及び、個別性を理解できる

【実習目的】　成長・発達の途上にある子どもとその家族を看護の対象として理解し、健康障害の有無にかかわらず、
　　　　　　より良い発達を遂げるための看護を実践する能力を養う

実習内容

【実習時期】２年次後期（2020年１～２月）から３年次前期(2020年５月～７月)まで

【実習期間】２週間

　　　　　実習病院では一人の子どもと家族を受け持ち、看護過程の展開を行ない必要な援助を実践する。

オリエンテーション及び実習中に適宜提示する。

備考

参考文献

教科書
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　小児看護学概論　小児臨床看護総論　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　小児臨床看護各論　　小児看護学２　医学書院
写真でわかる　小児看護技術アドバンス　インターメディカ

　　　　　３ 健康な乳幼児の保育環境について、安全と保育衛生の面から理解することができる

　　　　　３ 他の職種との連携の必要性について考え、看護の役割について理解することができる

　　　　　４ 健全な小児観を養うとともに、小児看護の在り方について考えることができる

【実習計画】

　　　　　保育所実習では正常な発育の子どもと環境を観察し、養育の実際を体験する。

　　　　　４ 看護者としての望ましい態度が自覚できる

　　　　　（病棟実習）

　　　　　１ 健康障害を持つ小児の特性を理解し小児とその家族の抱える問題を捉えることができる

　　　　　２ 健康障害を持つ小児の健康問題の解決を目指すとともに、成長発達を促せるよう小児とその家族に
            適切な援助を行うことができる



科目 担当

単位数 時間数 授業回数 授業形態

２単位 90時間 10日間 実習 100%

担当者名 担当講義に関する実務経験

野辺地　郁子 周産期センター・新生児集中治療室（NICU）・婦人科病棟での実務経験有す

Ⅲ 実習計画

　4. 専門職者として守るべき看護倫理について考え、行動できる。

　　　(1) 身体的・心理的変化及び子育て環境について理解できる。

　　　(2) 子宮復古・感染予防に関する指導と看護について理解できる。

　　　(3) 母子相互関係の確立を図るための看護について理解を深めることができる。

　　　(4) 父子関係の確立を図るための看護について理解できる。

　　　(1) 分娩第１期、２期、３期、４期の定義と看護援助について学び、必要な援助ができる。

実習内容

　　 女性を取巻く環境の変化や妊娠・分娩・産褥における母性の特徴を理解し、妊婦・産婦・褥婦及び新生児と

　　その家族を対象に看護を実践する能力を養う。

Ⅱ 実習目標

　1. 妊娠期、分娩期、産褥期及び新生児期の特徴を理解し、母子及びその家族への母性看護に必要な看護技術を

　原則　8：30～17：00　

Ⅳ 実習時間

　4. 状況に応じて実習指導者と共に援助を行い、看護の役割を学ぶ。

　3. 対象１名の受け持ち又は、診察・看護援助や保健指導場面の見学を通して学ぶ。

　2. グループを編成し、１実習施設に１グループを配置する。

　1. 病院・助産院・診療所等の施設で実習を行う。

 妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期などの対象の一般的な特徴に関する知識の整理を臨地
実習の大切な準備と考えて、限られた期間の実習に体調を整えて臨んでほしい。

 妊娠期・分娩期・産褥期・新生児期にある対象及びその家族への看護や母子・家族支援の
ための社会資源の活用の実際の場面を見学することから、看護の役割と責任を学ぶと共に対
象に看護を実践する基礎能力を養う。

　　できる。

　3. 対象者を取巻く医療チームの構成と役割を知り、チームの一員としての看護の役割と責任を学ぶことが

　　理解することができる。

　2. 母子保健に関連する法規や制度についての学びを基に、母子及び家族支援のための社会資源について

Ⅰ 実習目的

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

　 ４）  新生児期

　　　(1) 出生直後の新生児の観察ができる。

　　　(2) 各種計測（バイタルサイン、頭囲、胸囲、身長、体重）が正しくできる。

　　　(3) 新生児の健康状態のアセスメントができる。（生理的体重減少、生理的黄疸）

　　　(2) 陣痛緩和の方法を学び、活用できる。

　 ３）  産褥期

　　学ぶことができる。

　 １）  妊娠期

　　　(1) 妊婦健診や妊婦対象の教室等を通して、妊娠の経過を学び必要な援助が理解できる。

　　　(2) 対象への保健指導を理解できる。

　 ２）  分娩期

２年次　後期
３年次　前期

領域 専門分野Ⅱ 母性看護学実習 宇野　由佳

開講年次　開講時期

実習評価表による評価

評価方法



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 授業態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

臨床での内科、外科系、訪問看護STでの訪問看護実践経験、及びケアマネジャーの経験有

項目

在宅看護の概念

在宅療養者と家族の支援

在宅看護概論

授業概要

到達目標

伊藤　明美

領域 統合分野

担当者名 担当講義に関する実務経験

稲邉　照子
 臨床での看護実践、准看護学院教務班長、自衛隊部隊での衛生運用幹部、病院外来棟師長、医事
課長、老人保健施設での看護係長業務の経験を有す

稲邊 照子・伊藤明美

　在宅看護の変遷やその社会的背景をはじめ、在宅看護の目的・基本的な理念や関連する概念を学
ぶ。在宅看護の対象者の特性と支援の在り方、ならびにその支援の基盤となる訪問看護制度を学
ぶ・さらに在宅ケアにおけるケアマネジメントや地域包括ケアシステムの基本、関係機関・職種と
の連携の必要性、社会資源を学ぶ。

・日本の在宅看護の変遷とその社会的背景について説明できる。
・在宅看護の目的と基本理念、関連する概念について理解できる。
・在宅看護の対象者の特性とその支援の基本を理解できる。
・在宅ケアを支える制度や社会資源を説明できる。
・在宅ケアにおけるケアマネジメントや関係機関・関係職種間の連携を理解できる。
・現在の訪問看護制度の基本を理解できる

授業内容

（１）地域包括ケア
（２）療養の場の移行に伴う看護

（１）在宅療養の場における家族の捉え方
（２）在宅療養者の家族への看護

（１）訪問看護の対象者
（２）在宅看護の対象者と在宅療養の成立要件

（１）在宅看護を展開するための基本理念
（２）在宅看護における倫理

（１)在宅看護の背景　　　　　（２）在宅看護の基盤
（３）地域療養を支える在宅看護の役割・機能

試験

 
（１）社会資源の活用
（２）医療保険制度

（４）在宅看護におけるケースマネージメント
　　　　　　　　　　　　　　　　　/ケアマネジメント

地域包括ケアシステムにお
ける在宅看護

（３）地域包括ケアシステムにおける多職種・他機関連携

地域療養を支える制度

 
（３）後期高齢者医療制度
（４）介護保険制度
（５）生活保護制度

（６）障害者に関連する法律
（７）難病法

（８）子供の在宅療養を支える制度と社会資源
（９）在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資源/高齢者
      施策

まとめ 単位認定試験

備考

講義

評価方法

1年次

開講年次

学習者への期待
（準備学習含む）

　在宅看護は、家庭から地域へ広がりを加えて対象を捉えていく地域看護の主要な領域を担う。
日々の生活の成り立ち、対象と家族成員の健康状態や地域社会とのつながりの中で理解することが
必要となる。看護師国家試験でも重点が置かれている領域でもあり、出題数も増えてきている。自
身の生活、社会情勢の変化、保健、医療、教育等の諸制度に関心を持って欲しい。

授業方法

講義

講義

講義

 新体系看護全書　在宅看護論　　　　　メヂカルフレンド社
 系統看護学講座　統合分野　在宅看護論　　　　  医学書院

 ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　 地域を支えるケア　　　メディカ出版
 在宅療養を支える技術

参考文献

教科書



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 8回
講義
演習

100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

新体系看護全書　在宅看護論　メヂカルフレンド社
系統看護学講座　統合分野　　在宅看護論　　　　　医学書院

備考

参考文献

教科書

講義

講義

(1）コミュニケーション
(2）フィジカルアセスメント

(3）環境整備
(4）生活リハビリテーション
(5）感染予防

講義

(1）在宅看護における危機管理
(2）日常生活における安全管理
(3）災害時における在療養と家族の健

(4）訪問看護の記録
(5）家庭訪問・初回訪問

まとめ

ナーシング・グラフィカ　　　在宅看護論　地域を支えるケア　　メディカ出版
　　　　　　　　　　　　　　在宅療養を支える技術

試験 単位認定試験

講義/DVD

在宅療養生活を支える
基本的な技術

(6）ターミナルケア

講義/DVD

講義

在宅看護における安全と
危機管理

授業概要

統合分野

 在宅療養を支える
　訪問看護

講義

２年次

開講年次

領域

(3）訪問看護サービスの展開

(1）訪問看護の特徴
(2）在宅ケアを支える訪問看護ステーション

担当者名 担当講義に関する実務経験

伊藤　明美 臨床での内科、外科系、訪問看護STでの訪問看護実践経験、及びケアマネジャーの経験有

到達目標

　在宅看護援助論Ⅰ
在宅療養を支える技術

評価方法

単位認定試験

伊藤 明美

授業方法授業内容

・現在の訪問看護制度の基本を理解できる。
・訪問看護における看護過程の特徴、家庭訪問および初回訪問のプロセスを理解できる。
・在宅看護における危機管理の原則と基本を理解でき、日常生活の場で発生する可能性のある
事故や問題に対する予防策を考えることができる。

在宅看護の対象者の特性と支援のあり方、ならびにその支援の基盤となる訪問看護制度及び、
看護過程の特徴を学ぶ。更に、在宅看護における安全と健康危機管理について学び、在宅にお
ける日常生活援助ならびに医療的援助における基本的なアセスメントや援助技術の具体的展開
方法を学ぶ。

在宅看護は対象者と家族の意思決定を尊重して行わなければならない。又あらゆる看護領域の
既習・知識技術が基本となる。関連領域の振り返りを行ったうえで、在宅で行える範囲とはの
視点を持ちながら学んでほしい。

項目

学習者への期待
（準備学習含む）



科　目 担当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回
講義
演習

単位認定試験 90% レポート 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

担当者名 担当講義に関する実務経験

伊藤　明美 臨床での内科、外科系、訪問看護STでの訪問看護実践経験、及びケアマネジャーの経験有

講義

講義

日常生活を支える
看護技術

療養を支える看護技術
（医療）

講義/DVD

在宅で生活される方も、病院で行われている医療的な治療（処置）を継続されている方が多く、病
院では看護師が行っているケアを在宅では家族が行うことになります。そのため、在宅では療養生
活が継続できるかどうかの鍵は家族にあるといえます。そこで、在宅看護では療養者だけでもな
く、家族も生活を営んでいる生活者であるという視点をもち学んでほしい。

授業内容項目

(3)食生活　食のアセスメントと援助

(4)在宅経管栄養法（医療）
(5)輸液管理

(6)食事の姿勢、経管栄養　演習

齊藤　恵理香

(7）呼吸　呼吸のアセスメントと援助
(8)排痰ケア（医療）
(9)気管カニューレ（医療）

教科書

まとめ  単位認定試験

評価方法

(18）睡眠
(19）清潔と更衣　清潔のアセスメントと援助
(20）肢位の保持と移動　移動のアセスメントと援助

（16）膀胱留置カテーテル（医療）
（17）ストーマ

（14）排尿ケア排泄　排泄のアセスメントと援助
（15）排尿ケア

(27）褥瘡管理　　　（医療）
(28）足病変のケア

(25）在宅CAPD　　　（医療）
(26）インスリン自己注射管理

(22）薬物療法　　　（医療）
(23）がん外来化学療法
(24）疼痛管理

(21）排尿ケア清潔と更衣　清潔演習
　　肢位の保持と移動演習

講義

講義/DVD

講義

演習

講義

備考

講義

試験

齊藤　恵理香
伊藤　明美

統合分野

学習者への期待
（準備学習含む）

授業概要

到達目標

領域

開講年次

２年次

講義

 ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　地域を支えるケア　メディカ出版

 新体系看護全書　　　　　　　　　在宅看護論　　　メヂカルフレンド社
 系統看護学講座　　統合分野　　　在宅看護論 　　 医学書院

参考文献

　在宅看護援助論Ⅱ
 療養を支える看護技術

　在宅における日常生活援助、ならびに医療的援助における基本的なアセスメントや援助技術の具
体的展開方法を学ぶ。また、さまざまな事例から、療養者と家族、その取り巻く環境と状況に応じ
た在宅看護の実際を学び、既存の看護の知識を応用し、在宅看護の実際に結び付ける。（医療的ケ
ア中心）

・対象特性に応じたアセスメントができる。
・療養者の状況に応じた在宅看護の特異的なケアを具体的に実施できる。
・在宅における療養者とその家族の生活上の課題を検討できる。
・在宅での医療的ケアにおいて、各項目についてアセスメントや援助技術の基本を理解できる。
・在宅療養者とその家族の状況に応じた生活支援や医療管理の方法を検討できる。

授業方法

(1)生活ケアと医療的ケア
(2)生活ケアの援助技術　（3）医療ケアの原理原則

臨床での内科、外科系での看護実践経験有り。保健師資格有り。

(10)在宅酸素療法（HOT)　　　　　　　　　（医療）

(13)呼吸法、呼吸音聴診など演習

演習/DVD

演習

講義

演習



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回
講義
演習

単位認定試験 70% レポート 30%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

 新体系看護全書　　　　　　　　在宅看護論　　　　　　メヂカルフレンド社
 系統看護学講座　　統合分野　　在宅看護論　　　　　　医学書院

 ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　地域を支えるケア　　メディカ出版

演習　テーマ：初回訪問
２）ロールプレイの脚本作成、看護計画作成

発表会

試験まとめ

グループワーク

参考文献

教科書

 単位認定試験

グループワーク

演習　テーマ：初回訪問
４）演習

演習　テーマ：初回訪問
３）リハーサル及び演習

訪問看護演習

領域

１ 在宅における療養者とその家族の生活上の課題を検討できる。
２ 在宅療養者とその家族の状況に応じた生活支援や医療管理の方法を検討できる。
３ 療養者とその家族が望む在宅療養生活を実現するためのケアマネジメントの展開について
  検討できる。

担当者名

稲邉　照子

伊藤　明美

到達目標

評価方法

稲邉　照子
伊藤　明美

　在宅看護援助論Ⅲ

担当講義に関する実務経験

臨床での看護実践、准看護学院教務班長、病院外来棟師長、医事課長、老人保健施設での看護
係長業務の経験を有す

臨床での内科、外科系、訪問看護STでの訪問看護実践経験、及びケアマネジャーの経験有

統合分野

２年次

開講年次

授業概要

１ さまざまな事例から、療養者と家族、その取り巻く環境と状況に応じた在宅看護の実際を
  学び、既存の看護の知識を応用し、在宅看護の実践に結び付けることができる。
２ さまざまな事例を通して在宅看護過程の展開について学ぶ。
３ 看護過程の展開時には社会資源の活用について、多職種との連携、看護師の果たす役割に
  ついて、講義、グループワークを通して学ぶ。

項目

４．誤嚥性肺炎を生じた超高齢者：急性期
１）フィジカルアセスメント

１ 在宅看護は、対象者と家族の尊厳ある生活を支える個別ケアである。プライバシーを守る
  ことや、あらゆることの意思決定を尊重すること、観察と判断など看護師により高い資質が
  求められる。あらゆる看護領域の既習・知識・技術が基本となるため、振り返りを行ったう
  えで臨んでほしい。

学習者への期待
（準備学習含む）

授業方法

グループワーク

 対象に応じた在宅看護
（事例）

看護過程の展開

（３）訪問看護師による災害時対応
（４）災害時における在宅療養者と家族の健康危機管理

（１）在宅療養における災害対策
（２）地域包括ケアシステムにおける災害対策 在宅療法を支える災害

  対策

個人ワーク
演習　テーマ：初回訪問
１）事例　脳梗塞　左不全麻痺のアセスメント

講義/DVD

事例課題学習

授業内容

講義/DVD

講義

講義

事例課題学習

講義/事例課題学習

講義
事例課題学習

講義/DVD
事例課題学習

３．在宅療養を開始する重症心身障害児（小児）
１)在宅ける療養者とその家族の生活上の課題を検討

２．在宅での自己管理を続けている糖尿病のある独居高齢者
１）インスリン自己注射を確実かつ安全に
　継続できる支援を検討

１．療養の移行に伴う看護
１）脳卒中を起こした患者の在宅療養導入の事例展開

１．在宅で療養する筋萎縮性側索硬化症患者の看護
１）訪問看護での医療保険と介護保険の調整
２）事例の展開
３）カンファレンス
テーマ：「患者・家族が葛藤のなかで意思決定をするための
　　　　　過程で看護職として援助することは何か」



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

60%

40%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

領域 統合分野 看護研究の基礎 高野 岳史

開講年次 評価方法

ケーススタディレポート

担当者名 担当講義に関する実務経験

高野　岳史 臨床看護実践経験あり。臨床研究の学会発表、修士学位（看護学）の取得

２年次 後期 １単位 30時間 15回
講義
演習 研究発表

（パワーポイント）

 看護研究の理解

 ケーススタディの理解

到達目標

１ 看護研究に取り組む上での基本的な考えを理解できる。
２ 看護研究の目的、種類について理解できる。
３ 看護研究の過程について理解できる。
４ 事例研究に関する基礎的な知識と方法について理解できる。
５ 看護研究を実際に行い、研究成果を発表することができる。
６ 研究成果を論文にまとめる事ができる。

授業概要
　看護研究及びケーススタディに関する一般的知識を学び、臨地実習で受け持ったケースの
看護過程について振り返り、文献を活用しながら看護について考えを深めるとともに、今後
の看護実践を研究的な態度で行う能力を養う。

ケースレポートのクリティーク 講義

学習者への期待
（含む準備学習）

　看護援助の内容を振り返り検討するという手法は、日常の看護内容を振り返り、具体的な
看護の方向を見出すための必須の学習内容である。看護のプロセスの中で生じた疑問や問題
を受け止め、自分の頭で考える行動が自分の看護者としての力になることを演習を通して理
解してほしい。

項目 授業内容 授業方法

看護研究の意義と必要性、倫理的配慮 講義

研究方法の特徴と展開、研究プロセス

演習

講義

研究における文献検索の意義と検索方法 講義

ケーススタディの特徴と展開 講義

参考文献
高橋百合子監修：看護学生のケーススタディ,メジカルフレンド社,2011.
松本孚,森田夏実編集：看護のためのわかりやすいケーススタディの進め方,照林社,2009.

備　考

ケーススタディ発表 演習（発表）

ケーススタディ発表、まとめ 演習（発表）

教科書 坂下玲子,他：系統看護学講座　看護研究,医学書院,2016

ケーススタディ発表 演習（発表）

 ケーススタディの展開

ケーススタテディ演習（ケースレポートの作成） 演習

ケーススタテディ演習（ケースレポートの作成） 演習

ケーススタテディ演習（ケースレポートの作成） 演習

ケーススタテディ演習（ケースレポートの作成） 演習

ケーススタテディ演習（ケースレポートの作成） 演習

ケーススタテディ演習
　　　　（パワーポイントの作成、発表準備）

演習

ケーススタテディ演習
　　　　（パワーポイントの作成、発表準備）



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

宇野　由佳基礎看護学実習Ⅱ専門基礎Ⅰ領　域

担当講義に関する実務経験

開講年次 評価方法

後期2年次
 事前学習、実習中の行動・態度、提出された
記録類など実習にかかわる全てのプロセスを評
価の対象とする。

実習12日間90時間２単位

　　　３ 実習時間　原則　８：30　～　16：00　（病棟：９：00～15：00）

実習内容

Ⅰ 実習目的

　　対象に三重の関心を寄せ、対象の理解を深めながら、一連の看護過程を実践し看護の思考過程を学び
　看護について考える。

学習者への期待
（含む準備学習）

　　　１ 病院施設で実習を行う。

　　　２ グループを編成し、１病棟１グループ配置する。

Ⅲ 実習計画

Ⅱ 実習目標

　　　１ からだ・こころ・社会関係がつながっていることを理解し、一人の生活者として全人的に対象を
　　　　捉えることができる。

　　　２ 一連の看護過程を実践し、看護の思考過程を理解できる。

　　　３ 実施したことを振り返り、看護について考えることができる。

　　　４ 学生として責任のある行動をとり、主体的に学びを深める。

授業概要
 学習した知識を実践の場において統合し、一人の対象との関わりを深め、看護過程を実践し
て看護の思考過程を学ぶ。特に対象に必要な基本的な日常生活援助方法を考え、看護師と共
に指導を受けながら実践する。

 良い看護を行うためには、対象をしっかり理解することが大切です。三重の関心を持ってそ
の人の持てる力に働きかける関わりをしましょう。分からないことは、文献で調べ、それで
もわからないときは、質問していきましょう。

担当者名

宇野由佳 臨床における看護実践経験有

備考 基礎看護学実習Ⅰを履修していること

　　　４ １名の学生が、対象１名を受持ち、対象に必要な看護援助を計画・実施・評価する。

　　　５ 受持ち患者への看護援助は、実習指導者または教員の助言・指導のもと実践する。

　　　６ カンファレンスの運営は、学生主体で行い、学生同士での学びを共有する。

　＊詳細は実習要項を参照する

教科書 『科学的看護論』及び基礎看護学領域で使用したテキスト、配付プリントを活用

参考文献 必要に応じて提示する







前期 後期 前期 後期 前期 後期

論理学 1 30 30

情報科学 1 30 30

看護物理学 1 15 15

音楽 1 30 30

倫理学 1 30 30

心理学 1 30 30

教育学 1 30 30

社会学 1 30 30

医療英語Ⅰ 1 15 15

医療英語Ⅱ 1 30 30

運動と健康 1 30 30

人間関係論 家族論含む 1 30 30

ホスピタリティ論 1 15 15

小計 13 345 195 90 30 30 0 0

人体構造・機能学Ⅰ　 細胞の構造と機能　組織　骨格・筋系の構造と機能 1 30 30

人体構造・機能学Ⅱ　 呼吸器系　循環器系　泌尿器系 1 30 30

人体構造・機能学Ⅲ　 消化器系　血液　内分泌系 1 30 30

人体構造・機能学Ⅳ　 神経系　免疫系　生殖器系 1 30 30

生化学 1 30 30

微生物 1 30 30

栄養学 1 30 30

病態治療学Ⅰ　 概論 1 30 30

病態治療学Ⅱ 呼吸器　循環器　腎臓・泌尿器 1 30 30

病態治療学Ⅲ　 消化器　内分泌・代謝・血液・造血疾患 1 30 30

病態治療学Ⅳ　 運動器　脳・神経　神経内科 1 30 30

病態治療学Ⅴ　
皮膚　耳鼻咽喉　眼科　歯・口腔　生殖器疾患、　放射線
治療　臨床検査

1 30 30

病態治療学Ⅵ　 外科総論　外科各論　 1 30 30

薬理学 1 30 30

リハビリテーション論 1 15 15

総合医療論 1 15 15

公衆衛生学 1 15 15

社会保障 1 15 15

社会福祉 1 15 15

看護関連法令 1 15 15

経済と看護 1 15 15

小計 21 525 225 180 75 15 15 15

看護学概論 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅰ　 コミュニケーション　安全な医療環境 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅱ　 ヘルスケアアセスメント 1 30 15 15

基礎看護学援助論Ⅲ　 活動と休息　安全・安楽な療養環境 1 30 15 15

基礎看護学援助論Ⅳ　 清潔・衣生活 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅴ　 食事　排泄 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅵ　 看護過程 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅶ　 呼吸・循環を整える技術　救命救急処置技術 1 15 15

基礎看護学援助論Ⅷ　 薬物療法と看護　診察・検査に伴う看護 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅸ
健康状態の経過に基づく看護　主要症状別看護
治療処置を受ける対象者への看護　創傷管理技術

1 30 30

基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45

基礎看護学実習Ⅱ 2 90 90

小計 13 420 165 165 0 90 0 0

成人看護学概論     　　 看護の対象と目的 1 30 30

成人看護学援助論Ⅰ　 系統別健康問題のある患者への看護援助 1 30 30

成人看護学援助論Ⅱ　
系統別健康問題のある患者への看護援助　慢性期患者の看
護過程

1 30 30

成人看護学援助論Ⅲ　 手術療法を受ける患者の看護　急性機能不全患者の看護 1 30 30

成人看護学援助論Ⅳ 手術を受ける患者の看護 1 30 30

成人看護学援助論Ⅴ 慢性期・周手術期の看護技術　がん看護 1 30 30

老年看護学概論   　　 看護の対象と目的 1 30 30

老年看護学援助論Ⅰ　 老年期のヘルスアセスメント　日常生活援助 1 30 30

老年看護学援助論Ⅱ　 老年期の健康障害時の看護 1 30 30

老年看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開 1 15 15

小児看護学概論 看護の対象と目的 1 30 30

小児看護学援助論Ⅰ　 病気や障害を持つ子どもの看護　必要な技術 1 30 30

小児看護学援助論Ⅱ　 病態治療学　主な疾患とその子どもの看護 1 30 30

小児看護学援助論Ⅲ　 看護過程の展開 1 15 15

母性看護学概論　 看護の対象と目的 1 30 30

母性看護学援助論Ⅰ 病態治療学　妊娠・分娩・産褥期の看護　新生児の看護 1 30 30

母性看護学援助論Ⅱ
妊娠・分娩・産褥期の異常　新生児にみられやすい病態・
疾患・看護

1 30 30

母性看護学援助論Ⅲ 褥婦の看護過程 1 15 15

精神看護学概論　 看護の対象と目的 1 30 30

精神看護学援助論Ⅰ 精神疾患の診断・治療およびケアの方法 1 30 30

精神看護学援助論Ⅱ 精神看護とサポート 1 30 30

精神看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開 1 15 15

成人看護学実習Ⅰ 3 135 135

成人看護学実習Ⅱ 3 135 135

老年看護学実習Ⅰ （老人保健施設実習３０時間含む） 2 90 90

老年看護学実習Ⅱ 2 90 90

小児看護学実習 （保育園実習30時間含む） 2 90 90

母性看護学実習 2 90 90

精神看護学実習 2 90 90

38 1320 0 90 330 405 495 0

在宅看護概論 看護の対象と目的　関連する制度 1 30 30

在宅看護援助論Ⅰ 在宅療養を支える看護技術（日常生活） 1 15 15

在宅看護援助論Ⅱ 在宅療養を支える看護技術（医療） 1 30 30

在宅看護援助論Ⅲ 在宅援助技術（看護過程） 1 30 30

看護研究の基礎 1 30 30

看護管理と医療安全 1 30 15 15

災害・国際看護学 1 15 15

臨床実践の統合 1 30 15 15

在宅看護論実習 2 90 90

統合実習　 2 90 90

12 390 0 30 15 90 135 120

97 3000総時間数 1140 1080 780
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　5回生　教育課程・学科進度表

科目名 内容 単位数 時間数
1学年 2学年 3学年



前期 後期

論理学 1 30 30

情報科学 1 30 30

看護物理学 1 15 15

音楽 1 30 30

倫理学
心理学 1 30 30

教育学
社会学 1 30 30

医療英語Ⅰ 1 15 15

医療英語Ⅱ 1 30 30

運動と健康 1 30 30

人間関係論 家族論含む 1 30 30

ホスピタリティ論 1 15 15

人体構造・機能学Ⅰ　 細胞の構造と機能　組織　骨格・筋系の構造と機能 1 30 30

人体構造・機能学Ⅱ　 呼吸器系　循環器系　泌尿器系 1 30 30

人体構造・機能学Ⅲ　 消化器系　血液　内分泌系 1 30 30

人体構造・機能学Ⅳ　 神経系　免疫系　生殖器系 1 30 30

生化学 1 30 30

微生物 1 30 30

栄養学 1 30 30

病態治療学Ⅰ　 概論 1 30 30

病態治療学Ⅱ 呼吸器　循環器　腎臓・泌尿器 1 30 30

病態治療学Ⅲ　 消化器　内分泌・代謝・血液・造血疾患 1 30 30

病態治療学Ⅳ　 運動器　脳・神経　神経内科 1 30 30

病態治療学Ⅴ　 皮膚　耳鼻咽喉　眼科　歯・口腔　生殖器疾患、　放射線治療　臨床検査 1 30 30

病態治療学Ⅵ　 外科総論　外科各論　
薬理学 1 30 30

リハビリテーション論
総合医療論 1 15 15

公衆衛生学
社会保障
社会福祉
看護関連法令
経済と看護
看護学概論 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅰ　 コミュニケーション　安全な医療環境 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅱ　 ヘルスケアアセスメント 1 30 15 15

基礎看護学援助論Ⅲ　 活動と休息　安全・安楽な療養環境 1 30 15 15

基礎看護学援助論Ⅳ　 清潔・衣生活 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅴ　 食事　排泄 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅵ　 看護過程 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅶ　 呼吸・循環を整える技術　救命救急処置技術 1 15 15

基礎看護学援助論Ⅷ　 薬物療法と看護　診察・検査に伴う看護 1 30 30

基礎看護学援助論Ⅸ
健康状態の経過に基づく看護　主要症状別看護
治療処置を受ける対象者への看護　創傷管理技術

1 30 30

基礎看護学実習Ⅰ 1 45 45

基礎看護学実習Ⅱ

成人看護学概論     　　 看護の対象と目的 1 30 30

成人看護学援助論Ⅰ　 系統別健康問題のある患者への看護援助

成人看護学援助論Ⅱ　 系統別健康問題のある患者への看護援助　慢性期患者の看護過程

成人看護学援助論Ⅲ　 手術療法を受ける患者の看護　急性機能不全患者の看護

成人看護学援助論Ⅳ 手術を受ける患者の看護

成人看護学援助論Ⅴ 慢性期・周手術期の看護技術　がん看護

老年看護学概論   　　 看護の対象と目的 1 30 30

老年看護学援助論Ⅰ　 老年期のヘルスアセスメント　日常生活援助

老年看護学援助論Ⅱ　 老年期の健康障害時の看護

老年看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開

精神看護学概論　 看護の対象と目的 1 30 30

精神看護学援助論Ⅰ 精神疾患の診断・治療およびケアの方法

精神看護学援助論Ⅱ 精神看護とサポート

精神看護学援助論Ⅲ 看護過程の展開

在宅看護概論 看護の対象と目的　関連する制度 1 30 30

在宅看護援助論Ⅰ 在宅療養を支える看護技術（日常生活）

在宅看護援助論Ⅱ 在宅療養を支える看護技術（医療）

在宅看護援助論Ⅲ 在宅援助技術（看護過程）

585 555

5回生　1年次　学科目
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単位数 時間数 授業回数 授業形態

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

菅原 宏道

菅原 宏道領域 基礎分野 科目 論理学 担当

開講年次 開講時期 評価方法

1年次 後期 １単位 30時間 15回 講義
課題 30%

単位認定試験 70%

学習者への期待

（含む準備学習）

講義を通じて、医療の現場における、日常的な思考と区別された科学的思考の実践を常に念頭に

置いてください。講義で学んだことを整理して理解し、実践に適用可能な知識として定着させ、

知性として身につける復習を重視してください。

到達目標
医療者として必要な、状況に応じた科学的思考をすることができるようになる。また、学業、就

職試験、職務で求められる論理的な文章を書くことができる。

単元 授業計画 授業方法

授業概要

結論を導くための前提が揃った論証としての論理学と、限られた情報や証拠のみから推測する思

考を学ぶ。また、相対的な特性を持つ両者を組み合わせて、職業的実践に対して有効な方法を学

ぶ。さらに、論述文の基礎（形式と内容など）を学ぶ。

イントロダクション 論理学の対象、主観的な関係と客観的な関係 講義

日常的な論理的思考と論理学 講義

命題論理学 論理学の用語の導入 講義

日本語の実質的な含意とその記号化 講義

推論規則 (1) 肯定式、否定式、二重否定、選言三段論法、仮言三段論法 講義

推論規則 (2) 四つのディレンマ 講義

述語論理学 全称命題、特称命題、単称命題 講義

矛盾と整合 講義

帰納論理学 枚挙的帰納、類推、アブダクション 講義

帰納と演繹 講義

仮説演繹法 仮説、法則、理論　仮説演繹法 (1) 講義

仮説演繹法 (2)、看護過程と仮説演繹法 講義

論述文 科学に期待される説明、予測、応用　論述文の基礎 (1) 講義

論述文の基礎 (2) 講義

備考
配布する自作のレジュメとスライドを主とし、教科書を従とします。必要に応じて資料も配付しま

す。

単位認定試験と解説 試験・講義

教科書 『論理の基礎と活用』、内田詔夫（著）、北樹出版、2012年

参考文献

『「科学的思考」のレッスン』、戸田山和久（著）、NHK出版、2011年

『はじめよう、クリティカル・ライティング』、名古屋大学教育学部附属中学校・高等学校国語科

（著）、ひつじ書房、2014年



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

Excel による統計解析
講義
演習

文字情報の整理
講義
演習

情報の発表とコミュニケーション
講義
演習

単位認定試験と解説

教科書

参考文献

コンピュータリテラシーとセキュリティ
講義
演習

既存の情報の収集方法
講義
演習

調査によるデータ収集方法
講義
演習

情報倫理と医療倫理
講義
演習

患者の権利と情報
講義
演習

個人情報の保護
講義
演習

保健医療と情報
講義
演習

看護と情報
講義
演習

医療における情報システム
講義
演習

授業内容 授業方法

情報の定義と特徴
講義
演習

情報化社会
講義
演習

到達目標
　情報の整理、情報の利用について正しく理解し、インフォームドコンセントや情報開示な
どの患者の自己決定の支援や患者の尊厳を守るという立場から、医療の進歩と同時に情報科
学の進歩も医療を支えている事を理解する。情報を取扱う者としてのモラルについて学ぶ。

授業概要
　情報の特徴を理解し、その収集や分析、伝達に関する基本的な性質や特徴を理解する。そ
の上で、医療における情報の管理や扱いに対する知識を学ぶ。

学習者への期待
（含む準備学習）

　コンピュータの利用に関する解説も行うので、事前にコンピュータに関する知識を自己学
習してください。

１年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

萩原 潤

領　域 基礎分野 情報科学 萩原 潤

開講年次 評価方法



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 8回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

備考

８ 仕事とエネルギー
　（１) ベルヌーイの法則・血圧

講義

  単位認定試験と解説

教科書 ベッドサイドを科学する・看護に生かす物理学　学習研究社

参考文献

５ 物の運動、ニュートンの法則と重力 講義

６ 遠心力
　（１) 作用と反作用

講義

７ 脊柱にかかる力・浮力 講義

１ 有効数字と基本単位

２ ベクトルとスカラー、力のつりあい
　　合成・分解

講義

３ 力の合成の応用と練習、摩擦 講義

４ てこの原理
　（１) モーメントのつりあい
　（２) 応用とボディメカニクス

講義

授業内容 授業方法

１年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

佐藤 学

到達目標
１ 身体及び身体ケアに関する物理的根拠を理解する
２ 検査・治療・処置に関する物理的根拠を理解する

授業概要
　医療・看護行為には、物理学と関連しているものが多い。単に「方法」としてのケアを学
ぶのではなく、物理的思考を身に付けることによって、科学的な視点で看護を考え、原理・
原則や根拠を明確にしていく。学習者への期待

（準備学習含む）

領　域 基礎分野 看護物理学 佐藤 学

開講年次 評価方法



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

授業態度 30% レポート 30%

実技試験 40%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

ふるさとの四季と学生からの選曲した曲
「故郷」ハンドベル指導

講義
演習

単位認定試験と解説　グループ毎に「ふるさとの四季」の故郷をハンドベルで演奏の発表。
レポート提出。

教科書
・メヂカルフレンド社　改定音楽
・カワイ出版　女声合唱のための唱歌メドレー「ふるさとの四季」源田俊一郎　編曲

参考文献

ふるさとの四季の歌唱指導と解説　学生から選曲した曲
「故郷」「ジングルベル」「きよしこの夜」ハンドベル演奏指導

講義
演習

ふるさとの四季の歌唱指導と解説　学生から選曲した曲
「故郷」ハンドベル指導

ふるさとの四季の歌唱指導と解説　学生から選曲した曲
「故郷」ハンドベル指導

講義
演習

ふるさとの四季とこの広い野原いっぱいと歌唱指導と解説　学生から選曲した曲
「故郷」ハンドベル指導

ふるさとの四季とこの道の歌唱指導と解説
「故郷」「見上げてごらん夜の星を」ハンドベル演奏指導

講義
演習

ふるさとの四季と赤とんぼの歌唱指導と解説
「故郷」「見上げてごらん夜の星を」ハンドベル演奏指導

ふるさとの四季と小さい秋みつけたの歌唱指導と解説
「故郷」「野ばら」ハンドベル演奏指導

講義
演習

ふるさとの四季と小さい秋みつけたの歌唱指導と解説
「故郷」「野ばら」ハンドベル演奏指導

ふるさとの四季と花の歌唱指導と解説
「故郷」「Amazing Grace」ハンドベル演奏指導

講義
演習

ふるさとの四季と浜辺の歌唱指導と解説
「故郷」「Amazing Grace」ハンドベル演奏指導

授業概要
１　童謡、唱歌を歌い 作詞・作曲者の生い立ち等の解説と歌唱指導。
２　ハンドベルの指導をし、その成果を発表。

学習者への期待
（含む準備学習）

１　さまざまな分野の歌を体験し、さらに好きになってくれること。
２　命を支える医療現場において、音楽が心の潤いや励ましとなること。

授業内容 授業方法

ふるさとの四季(故郷、春の小川、朧月夜、鯉のぼり、茶摘)、早春賦の歌唱指導と解説
「故郷」ハンドベル演奏指導

講義
演習

ふるさとの四季(夏は来ぬ、われは海の子、村祭)歌唱指導と解説
「故郷」ハンドベル演奏指導

講義
演習

ふるさとの四季(紅葉、冬景色、雪)の歌唱指導と解説
「故郷」ハンドベル演奏指導

担当者名 担当講義に関する実務経験

小林 真知子

到達目標
１　童謡や唱歌等を通して、歌が生まれた生活や時代背景等を知り、歌詞の表現法を学ぶ。
２　音楽を通して、楽しさや美しさ、心身の開放感を体験して深く音楽の意義を学ぶ。
３　歌やハンドベルの演奏を通して、お互いへの思いやりや協力性を学ぶ。

講義
演習

領　域 基礎分野 音楽 小林 真知子

開講年次 評価方法

１年次 後期 １単位 30時間 15回



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回
講義
演習

単位認定試験 80%
授業参加

（提出物含む）
20%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

カウンセリング 心の問題に対する心理学的介入の方法と理解を学ぶ。
一斉講義

演習

患者と心理 医療の現場における心理学の役割について考える。
一斉講義

演習

単位認定試験と解説

教科書 系統看護講座　基礎分野　心理学　医学書院

参考文献

集団と社会① 集団について、特に他者との相互作用について学ぶ。
一斉講義

演習

集団と社会② 社会の知覚と社会の影響について学ぶ。
一斉講義

演習

性格 性格について、その測定と理論について学ぶ。
一斉講義

演習

発達 心の発達について、そのさまざまな理論について学ぶ。 一斉講義

認知 認識・表象・思考・言語といった認知のしくみについて学ぶ。
一斉講義

演習

知能 知能について、その測定と理論について学ぶ。
一斉講義

演習

学習 新たな行動を身に付けるしくみである学習について学ぶ。 一斉講義

記憶 記憶の情報処理のしくみについて学ぶ。
一斉講義

演習

感情 感情について、その心理学的理論を学ぶ。 一斉講義

適応 自己・欲求・意志といった点から、適応の心理を学ぶ。 一斉講義

心理学とは 心理学について。その考え、歴史、方法について学ぶ。 一斉講義

感覚・知覚 感覚と知覚について、体験的にそのしくみを知る。
一斉講義

演習

授業概要
　心の科学としての心理学を概観する。心理学はとかく誤解されやすい学問であるが、その
ような誤解を解き、心と行動への科学的アプローチがどのようなものか、それによってどの
ような事実が明らかになってきたのかについて、講義と演習を通して学ぶ。

学習者への期待
（含む準備学習）

・しっかりと予習復習すること。
・授業で積極的に発言すること。
・授業で行う作業には積極的に取り込むこと。

項目 授業内容 授業方法

到達目標
　人間の心理や行動の基礎にある原理を理解し、自己を良く理解する方法を学ぶ。
　患者や家族の心理を理解するために、こころの動き、行動、性格、情緒など、人間の心理
や行動の基礎にある原理を学ぶ。

領　域 基礎分野 心理学 渡邊 兼行

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

渡邊 兼行



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

単位認定試験 60% レポート 20%

出席 20%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

保健医療の社会学（１） 保健医療の社会学の射程 講義

備考 初回の講義の初めに授業のガイダンスを行うので必ず出席すること。

保健医療の社会学（２） 病と生きる 講義

職業集団　　 働く個から見た病院、患者の側から見た病院 講義

単位認定試験・まとめ

教科書 系統看護学講座　基礎分野　「社会学」　医学書院

参考文献 講義の際適宜紹介する

地域社会（２） ソーシャルサポートと社会関係資本 講義

地域社会（３） ヘルスプロモーションにおける地域 講義

ジェンダー　 セックスとジェンダー、性別役割 講義

地域社会（１） コミュニティと地域 講義

家族（１）　 家族概念と家族形態 講義

家族（２）　 現代家族の諸問題 講義

民族（２） 日本の文化、価値観 講義

民族（３）　 グローバリゼーションの時代の看護と介護 講義

組織
集団・組織・ネットワーク、グローバリーゼーション
ノーマライゼーション

講義

民族（１）　 ナショナリズム 講義

項目 授業内容 授業方法

人間と社会　　 社会的存在としての人間 講義

到達目標
　社会的存在としての人間を理解する。具体的には自己を取り巻く地域・社会・文化がどのよ
うに変化し、また、我々の生活にいかなる影響を及ぼしているかを理解する。

授業概要

　本講義の目的は、さまざまな社会問題を題材として人間と社会の関係性について考察するこ
とである。講義ではまず、「組織」「民族」「家族」「ジェンダー」「地域社会」をキーワー
ドとして我々が暮らす社会の特徴と問題を明らかにする。次に医療に限定せず広く保健医療を
対象として社会学的に分析する。最後に「職業集団」による専門職支配の場としての病院が抱
える課題について考える。

学習者への期待
（準備学習含む）

・可能ならば講義中グループワークを行ってもらう。
・毎回講義終了時にレポート提出する。
・テキストの該当箇所を指示するので予め読んでおくこと。

30時間 15回

担当者名 担当講義に関する実務経験

磯崎 匡
専門は理論社会学、地域社会学。東日本大震災の被災地の復興まちづくりについて研究してい
る。最近では被災地の地域包括ケアシステムの構築に関心がある。

講義１年次 前期 １単位

領　域 基礎分野 社会学 磯崎 匡

開講年次 評価方法



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

単位認定試験 60% 出席率 20%

小テスト等 20%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

備考 学生の入学時の能力やその後の理解力により変更の可能性あり。

場面別会話－病棟
講義
演習

単位認定試験と解説

教科書 クリスティーンのやさしい看護英会話　医学書院

参考文献 必要に応じて資料を配付

人体の部位の表現
講義
演習

症状の表現
講義
演習

場面別会話－外来
講義
演習

授業の説明・勉強法・英会話の基本
講義
演習

日常会話の表現
講義
演習

病院内の案内
講義
演習

授業概要
　高校までの基本的な文法を確認しながら専門分野での単語や表現等が身につくよう、実践
的な学習の場とする。

学習者への期待
（含む準備学習）

　辞書を有効に活用し、しっかりと復習や暗記をすることによって定着に努めてほしい。

授業内容 授業方法

担当者名 担当講義に関する実務経験

佐竹　深雪

到達目標
　コミュニケーションに必要な基礎的な文法項目を知り、医療・看護場面における日常英会
話の基礎を理解する。英会話を通じて外国の人々に積極的に関わろうとする態度を身に付け
る。

講義
演習

領　域 基礎分野 医療英語Ⅰ 佐竹　深雪

開講年次 評価方法

１年次 前期 １単位 15時間 ８回



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

単位認定試験 60% 出席率 20%

小テスト 20%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

参考文献 必要に応じて資料を配付

備考 前期の進捗状況により、変更の可能性あり。

海外文献の読解２
講義
演習

まとめと試験準備
講義
演習

単位認定試験と解説

教科書 クリスティーンのレベルアップ英会話　医学書院

カルテ、処方箋１
講義
演習

カルテ、処方箋２
講義
演習

海外文献の読解１
講義
演習

手術２
講義
演習

与薬
講義
演習

食事、栄養
講義
演習

検査１
講義
演習

検査２
講義
演習

手術１
講義
演習

授業の説明・前期学習の確認
講義
演習

患者理解－生活習慣、ニーズ、話題等
講義
演習

病名
講義
演習

授業概要
　前期の学習の定着をはかりながら、さらにさまざまな場面に対応できるよう実践的な学習を
行う。

学習者への期待
（含む準備学習）

 前期同様、持続的な学習により、レベルアップに努めてほしい。

授業内容 授業方法

担当者名 担当講義に関する実務経験

佐竹　深雪

到達目標
　基礎的な医療・看護用語を使って臨床場面で簡単な会話を行い、コミュニケーション能力を
高める。
 英語で書かれた医療看護に関する文献を読解する基礎を学ぶ。

講義

領　域 基礎分野 医療英語Ⅱ 佐竹　深雪

開講年次 評価方法

１年次 前期 １単位 30時間 15回



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

50%

50%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考 なし

実技試験と解説
試験
講義

教科書 随時資料配付

参考文献
健康体力づくり事業団　健康運動指導士・実践指導者テキスト
プロメテウス解剖学　コアアトラス他

グループ活動　実技試験対策
講義
演習

グループ活動　実技試験対策
講義
演習

グループ活動　総まとめ（対抗戦）
講義
演習

トレーニング原理原則
講義
演習

熱中症　環境と健康管理　　運動方法総練習
講義
演習

体力測定②　実技試験対策
講義
演習

骨の仕組み　関節の役割と名称　　ボールトレーニングセルフケア
講義
演習

筋肉の働きと名称　　ボールトレーニングセルフケア
講義
演習

運動不足と疾病（事例）
講義
演習

支持基底面　　重心バランス　　ストレッチング　レジスタンス運動
講義
演習

呼吸　ストレット・リズム運動
講義
演習

睡眠・食事を振り返る　　ストレット・リズム運動
講義
演習

授業内容 授業方法

体力測定①　
講義
演習

姿勢を知る　　ストレッチング　レジスタンス運動
講義
演習

到達目標
運動が心身の健康維持や疾病予防にどの様に有効か、自ら体を動かすことで気付く。運動を生
活の工夫・改善に役立て、健康管理できる力を身に付ける。

授業概要
・様々な方法で体を動かし、心身の変化を感じる。
・他者と交流し、理解、協力、支え合う体験をしながら、寄り添う心・進んで動ける力を身に
　付ける。

学習者への期待
（準備学習含む）

・筆記用具、水分補給用飲料持参　・運動着　運動靴、5本指ソックス着用　長髪の場合は
　束ねる事
・用具の準備・片付け、清掃を協力して行う事　・課題は決められた期日までに提出する事

単位認定試験

出席率及び課題提出

担当者名 担当講義に関する実務経験

星 由華里 健康運動指導士として地域での健康指導実践あり

１年次 前期 １単位 30時間 15回 講義

領　域 基礎分野 運動と健康 星 由華里

開講年次 評価方法



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回
講義
演習

単位認定試験 50% 授業態度 50%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

家族と人間関係 家族の人間関係とその変化 授業

備考

家族と人間関係 看護場面での看護師と家族との人間関係
授業
ＧＷ

家族と人間関係 家族援助としての看護における人間関係の在り方 事例によるＧＷ

単位認定試験と解説

教科書 系統看護講座　基礎分野　人間関係論　医学書院

参考文献

対話的関係 「われーそれ」と「われーなんじ」の関係性
授業

文献学習

体験学習
プロセスレコードの講評
体験学習としての実習を考える

ＧＷ

カウンセリング
看護カウンセリング「自己一致」「肯定的配慮」「共感」と
看護の関係

授業

関係性の記録
人間関係をプロセスレコードに記録し、理解の視点から分析
を試みる

授業
記録訓練

援助的関係
援助役割と援助的関係
病気の人を理解し援助関係を築くには

授業
ＧＷ

カウンセリング カウンセリングとは、「聞く」と「聴く」の違い
授業
演習

自己理解 自己理解と人間関係
授業

自己対話

他者理解
他者理解と人間関係
健康な高齢者を理解し、その理解を伝える

発表
援助

人間存在 人間論　　人間論を育てるとは
授業
ＧＷ

関係の生成 コミュニケーション論 授業

　看護実践の一つの基盤である人間関係の質が看護の質にどのように影響するかについて概説
する。人間観を育て、関係性を築き、その関係性を日常生活や看護実践に役立てるように、具
体的事例や文献、そして自己の体験の振り返りなどを通して授業を進める。

項目 授業内容 授業方法

ガイダンス
人間関係論の進め方のガイダンス
自己開示を助ける関係とは

授業
話し合い

学習者への期待
（含む準備学習）

　人間関係は日常的に展開されているが、その人間関係を学問としてとらえ、知的に体験的に
学ぶことを期待する。学習に主体的に取り組み、一人の人間として人間関係の在り方を考えて
ほしい。自分の考えを明確にし、自分の心の声を聴くための小レポートを課す。またグループ
ワーク（ＧＷ）などでは予習が必要な単元を提示する。

授業概要

到達目標
　人間関係に関する基礎知識を持ち、人間関係を信頼関係、援助的・対話的関係にするため人
間存在について探究し、人間尊重の理念や他者理解と自己理解について理解を深める。

領域 基礎分野
人間関係論

（家族論含む）
木島　上

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

木島　上 ホテルで勤務し、接客業をした経験を有す



科目 講師名

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

単位認定試験 70% 平常点 10%

課題レポート 20%
出席点
積極性

回数

8

備考

 単位認定試験と解説

教科書 系統看護講座　基礎分野　人間関係論　医学書院

⑤専門職の連携・協働に向けて 講 義

⑥チームと個人のモティベーション向上策 講 義

参考文献 「ディズニーのホスピタリティ」　　オリジナルプリント

7 療養生活と人間関係

①患者・家族と保健医療従事者 講 義

②療養を支える人間関係及び地域連携 講 義

講義
演習

　　　ハピネスのタネを！

⑥保健医療の現場におけるクレーム対応 講 義

4

看護における人間関係

①保健医療チームの特性 講 義

②保健医療チームにおけるチームワークの意義 講 義

5

③チームワークを促進する要因とチームリーダーシップ 講 義

④チームワークを阻害する要因とハラスメント 講 義

6

単元 授業内容 授業方法

1

社会と人間関係

①ホスピタリティとは 講義

②対人コミュニケーションにおける Hop,Step,Jump 講義

2

③Hop：相手の心に警戒心が起きない第一印象を！
講義
演習

④Step：相手の尊厳を大切にする心遣い、言葉使いを！
講義
演習

3

⑤Jamp：相手のアタマ・ココロ・カラダに

到達目標

　ホスピタリティと対人コミュニケーションにおけるホップ・ステップ・ジャンプを学び、
保健・医療・福祉において人間関係が大きく影響することを理解する。人はそれぞれ価値観
を有する存在であることを理解し、コミュニケーション技術の習得や自己の人間形成が人間
関係に不可欠であること学ぶ。

授業概要

　「他者に誠実な関心を持ち、在りのまま受け容れて尊重し、相手のハピネスの向上を支援
する」という姿勢が磨かれ、実践に結びつけられるよう、講義と演習を行う。患者・家族に
対してのみならず、共に働く人々にもホスピタリティを豊かに発揮してもらうべく、情報や
ヒントを提供する。

学習者への期待
(含む準備学習)

　科目名はホスピタリティ論であるが、論を学び語るだけでは意味がない。学んだことや気
付いたことを日々の生活において実践するという心がまえで受講していただきたい。

15時間 ８回

担当者名 担当講義に関する実務経験

木島　上 ホテルで勤務し、接客業をした経験を有す

講義
演習

１年次 前期 １単位

領域 基礎分野 ホスピタリティ論 木島 上

開講年次 評価方法



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 1単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

2.運動器

１ 骨格・筋系総論

講義/尾形

２ 体幹の骨格

３ 上肢及び下肢の骨格

４ 体幹の筋とその働き

５ 上肢の筋とその働き

６ 下肢の筋とその働き

  単位認定試験・まとめ

教科書 系統看護学講座　専門基礎分野　人体の構造と機能[１]　解剖生理学　医学書院

参考文献

８ まとめ

学習者への期待
（準備学習含む）

　人体の構造と機能Ⅰでは、慣れない解剖学用語や生理学用語がたくさん出てきます。慣れる
ためには、予習はともかく、その日の復習をかかさないことが大事です。それを心がけてくだ
さい。

単元 授業内容 授業方法

1.解剖生理学総論

１ 人体の階層性、人体の器官系 講義/尾形

２ 人体をつくる細胞の構造

講義/山本

３ 細胞構成の物質とエネルギー生成

４ 細胞膜の構造と機能、細胞の増殖と染色体

５ 人体を構成する組織

６ 構造からみた人体；人体区分、人体部位の名称、
                    人体の腔所、方向用語

７ 機能からみた人体；体液、
                    内部環境及びホメオスタシス

山本　由似

到達目標
　人体の構造と機能の基礎について学ぶことを目的とする。人体の構造と機能Ⅰではまず人体
をつくる基礎である細胞の構造と機能を理解し、その上で構造と機能からみた人体を把握す
る。さらに骨格・筋系の構造と機能を理解する。

授業概要

　人体の基礎である細胞、細胞分裂。核の構造と機能、組織等について学び、人体の区分、人
体部位の名称、方向用言、体液とホメオスタシス等について熟知する。さらに人体各部の骨格
がどのように構成され、それぞれがどのように連関を持つか講義する。ついで骨に起始停止す
る筋について運動機能を関連付けて説明する。

1年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

尾形　雅君

領　域 専門基礎分野 人体構造・機能学Ⅰ
　山本 由似(16)
　尾形 雅君(14)

開講年次 評価方法



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 単位認定試験

教科書 系統看護学講座　専門基礎分野　人体の構造と機能[１]　解剖生理学　医学書院

参考文献

備考

講義

講義

3.泌尿器系

１ 泌尿器系の構成と構造 講義

２ 泌尿器系の構造とその機能
３ 尿の生成と体液の調整
４ 下部尿経路

講義

単元のまとめ 講義

2.循環器系

１ 血管系総論 講義

２ 心臓 講義

３ 血管と循環 講義

４ 心臓、血管の成長と老化 講義

５ リンパ系

1.呼吸器系

１ 外呼吸と内呼吸、上気道 講義

２ 下気道、肺 講義

３ 換気、外呼吸 講義

４ 血液中のガス運搬、呼吸調節

講義

講義

授業概要
　人体を構成する器官系、すなわち体内の流通システムとしての、呼吸器系・循環器系・泌尿
器系などの構造と機能について学ぶ。

学習者への期待
（準備学習含む）

　人間の体はさまざまな細胞や臓器からできており、それらが協力して働いている。全体を大
きく把握することからはじめて、細部に至る方が理解しやすいと思われる。

単元 授業内容 授業方法

到達目標
　解剖学と生理学を連携しながら、人体の構造と機能の基礎について学ぶことを目的とする。
人体構造と機能Ⅱでは、呼吸器系、循環器系、泌尿器科の構造と機能について理解する。

領　域 専門基礎分野 人体構造・機能学Ⅱ 齋藤　淑子

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

齋藤　淑子 血液・循環器専門とする医師。病院勤務経験を有する。



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

2.血液

１ 血液の組成と機能

備考

3.内分泌

１ 総論、自律神経での調整

講義・山本

２ 内分泌での調整
（1）視床下部、下垂体

３ 内分泌での調整
（2）松果体、甲状腺、副甲状腺（上皮小体）

４  内分泌での調整（3）副腎、性腺

まとめ

単位認定試験・まとめ

教科書 系統看護学講座　専門基礎分野　人体の構造と機能[１]　解剖生理学　医学書院

参考文献

講義・尾形２ 血球の構成

３ 血漿、血液凝固、血液型

学習者への期待
（準備学習含む）

　解剖用語や生理学的用語が次々と沢山出て、授業のペースが早くなって来ます。人体構造・機
能Ⅰの時以上に復習に熱心に取り組んで欲しいです。講義が終わったら、まずもって教科書を繰
り返し読んで、講義した内容をしっかりと把握することが肝要です。

単元 授業内容 授業方法・担当

1.消化器系

１ 総論

講義・香川

２ 口腔、咽頭、食道の構造と機能

３ 胃、小腸、大腸の構造と機能

４ 肝臓、胆嚢、膵臓の構造と機能

５ 腹膜

まとめ

山本　由似

到達目標
　解剖学と生理学を連携しながら、人体の構造と機能の基礎について学ぶことを目的とする。消
化器系、血液、内分泌系の構造と機能を理解する。

授業概要
　消化器系の各器官とその働きについて学び、次に血液を構成する血球と血漿について講義す
る。さらにホルモン分泌を行なう内分泌系についても理解を深めてゆく。

１年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

尾形　雅君

香川 慶輝

領　域 専門基礎分野 人体構造・機能学Ⅲ
香川 慶輝(12)
尾形 雅君（6)
山本 由似(12)

開講年次 評価方法



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

講義・宮崎

２ 特異的防御機能

３ 体温とその調整及び発熱の意義

3.生殖器

１ 男性生殖器の構成と構造

２ 女性生殖器の構成と機能

３ 女性生殖器とその機能的連携、受精と発生

2.免疫

１ 総論、非特異的防御機能

単位認定試験・まとめ

教科書 系統看護学講座　専門基礎分野　人体の構造と機能[１]　解剖生理学　医学書院

参考文献

学習者への期待
（準備学習含む）

　前期の時と同様に、復習を心がけることが大事です。もし神経や感覚器模型が用意されていたら
それらを使って、神経系や感覚器の構成や構造を理解することも試みてください。きっと役立つは
ずです。

単元 授業内容 授業方法・担当

1.神経系と感覚器

１ 神経系総論

講義・香川

２ 中枢神経系の構成と機能　①脊髄

３ 中枢神経系の構成と機能　②脳

４ 脊髄神経と脳神経の構造とその支配領域

５ 脳の機能、神経の伝導路

６ 自律神経の構造とその機能

７ 視覚器の構造とその機能

８ 平衡聴覚器の構成とその機能、皮膚構造と感覚

宮崎 啓史

到達目標
　解剖学と生理学を連携しながら、人体の構造と機能の基礎について学ぶことを目的とする。神経
系と皮膚を含めた感覚器の構造と機能を理解する。さらに生殖器系と免疫系について学ぶ。

授業概要
　神経系とそれと連関して機能する感覚器について講義をした後、人体の外部からの異物の侵入に
対して、どのような防御や免疫機構ができているかについて、さらに種の保存のための生殖器系に
ついて講義する。

１年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

香川 慶輝

領　域 専門基礎分野 人体構造・機能学Ⅳ
香川 慶輝(18)
宮崎 啓史(12)

開講年次 評価方法



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

生体内の物質代謝

糖質代謝
①糖質代謝について
②グルコースの分解・糖新生・グリコーゲンの代謝

脂質代謝
①脂質の消化と吸収
②脂肪酸の分解・ケトン体産出と利用
③脂肪酸・トリグリセリド・コレステロール再合成

タンパク質代謝
①タンパク質の消化と吸収　　②アミノ酸からの合成

代謝異常
①骨粗鬆症　②糖尿
③脂質異常症・高尿酸血症・痛風

遺伝情報とその発現 遺伝情報　　①遺伝情報とは　　②DNAの損傷と修復

単位認定試験・まとめ

教科書 シンプル生化学（南江堂）林、廣野、野口、五十嵐編

参考文献
コンパクト栄養学（南江堂）脊山、廣野、久保田、寺本編
系統看護講座　専門基礎分野　生化学　医学書院

講義・阿部

生体を構成する物質

代謝とは
代謝、異化と同化、物質代謝とエネルギー

生命維持に必要な栄養素の構造と性質・・・
　糖質・脂質・たんぱく質
生命維持に必要な栄養素の構造と性質・・・
　核酸・ビタミンと補酵素

到達目標
　基礎分野における生命現象の科学の学習に、生命活動を支える細胞や生体物質の構造及び,
生理機能と食物として外界から取り込んだ物質の利用、すなわち代謝とその調節について学
ぶ。

授業概要
　人々の健康増進のため、高度な医療に対応するため、また、豊かな健康・福祉生活を送る
ための、生化学の基礎知識を学ぶ。食事と栄養について、体内で消化されてから代謝されて
いくプロセスについての生化学的知識を習得する。

学習者への期待
（準備学習含む）

　理解できない点は、テキストを参考にしたり、質問したりすることで解決してほしい。毎
回でてくる用語が難しい場合は、予習して調べておくこと。

項目 授業内容 授業方法・担当

１年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

阿部 知顕

領　域 専門基礎分野 生化学 阿部 知顕

開講年次 評価方法



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

参考文献

備考

ウイルス感染症 講義

真菌・原虫感染症 講義

単位認定試験と解説

教科書 系統看護講座　専門基礎分野　　微生物学　医学書院

微生物と感染症

細菌感染症-1 講義

細菌感染症-2 講義

感染症の予防・治療

滅菌と消毒 講義

化学療法 講義

病原体の病原性 講義

免 疫

生体防御のしくみ 講義

獲得免疫 講義

腸管免疫 講義

感染と発症

病原体と生体 講義

感染経路 講義

微生物学の基礎

微生物学のあゆみ 講義

微生物学の概要 講義

授業概要
　われわれの生活にはさまざまな微生物が生育し、感染症を起こす可能性があることを理解
させ、微生物の性質、構造について解説する。感染症の成立には生体側の要因が、強く関係
することを免疫学の項で説明し、感染症の予防法を考えさせる。

学習者への期待
（準備学習含む）

　予習・復習をして授業に臨むこと。

項目 授業内容 授業方法

到達目標
　病原微生物の種類とそれぞれの相違を理解して感染症の起こり方を学び、感染症の予防に
関する専門的な知識・方法を修得する。

領　域 専門基礎分野 微生物 齋藤 紀行

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

齋藤 紀行



科目 担当教員

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 80% 授業態度 20%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考 20分以上の遅刻は欠席とみなす。

栄養管理の実際 栄養ケア・マネジメントの取り組みについて（病院） 講義

栄養指導の実際 入院・外来での栄養相談の取り組みについて（病院） 講義

単位認定試験・まとめ

教科書 系統看護講座　専門基礎分野　栄養学　医学書院

参考文献 授業時に必要に応じて推薦する。

ライフステージと栄養
妊娠・授乳期、乳幼児期、学童期、思春期
成人期、高齢期

講義

摂食嚥下障害と栄養
摂食・嚥下のメカニズムとその障害
摂食・嚥下機能に適した嚥下食の提供基準

講義

疾患別食事療法 循環器疾患、消化器疾患 講義

疾患別食事療法 腎臓疾患、食物アレルギー 講義

治療食と栄養補給法
経口栄養法、経腸栄養法、静脈栄養法の
選択と種類について

講義

疾患別食事療法 栄養・代謝疾患 講義

食品に含まれる栄養素
三色食品群、六つの基礎食品群
食事バランスガイド

講義

栄養ケア・マネジメント
栄養ケア・マネジメントとは？
栄養状態の評価・判定

講義

栄養素の種類と働き（１）三大栄養素と代謝 講義

栄養素の種類と働き（２）ビタミン、ミネラル、その他の栄養素 講義

授業ガイダンス 栄養学とは 講義

栄養素の消化と吸収
消化器のしくみ
五大栄養素の消化吸収

講義

授業概要

・ヒトが生きていくために必要な栄養素の種類や生理機能について概説し、どのような食品に含
まれているのかを学ぶ。
・傷病者の病態や栄養状態に基づいた食事・栄養補給法を理解し、各疾患及びライフステージに
おける栄養ケアマネジメントを行うための理論と方法を学修する。

学習者への期待
（準備学習含む）

　教科書や配付資料等用いて予習・復習し、要点をまとめておくこと。

項目 授業内容 授業方法

到達目標

１ 栄養素の機能と消化吸収について理解する。
２ 各食品における栄養価の特徴と食事バランスガイドについて理解し、バランスのとれた食事の
提案ができる。
３ 栄養ケア・マネジメントの目的と必要性を理解し、個々の状態に適した栄養補給の選択ができ
る。
４ 各疾患及びライフステージにおける栄養ケア・マネジメントの在り方について理解する。

領　域 専門基礎分野 栄養学 日野　美代子

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

日野　美代子 管理栄養士として病院勤務



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

参考文献

備考

【内分泌系、
  中枢神経系の疾患】

内分泌系、中枢神経系の疾患
①代表的な疾患の病理　　　②病態理解のための基礎知識

講　義

 単位認定試験

教科書 系統看護学講座　専門基礎分野　病理学　医学書院

【肝臓、胆道、脾臓の疾患】
肝臓・胆道・脾臓の疾患
①肝臓の疾患、胆道、胆嚢の疾患
②脾臓の疾患　　③腹膜の疾患

講　義

【腎・泌尿器の疾患】
腎・泌尿器の疾患
①腎臓の疾患、尿路の疾患　　　②膀胱・尿道の疾患
③生殖器の疾患　　　　　　　　④乳腺の疾患

講　義

呼吸器疾患
肺・胸膜・縦隔の疾患
①鼻腔・咽頭・喉頭の疾患
②気管・気管支・肺の疾患；肺炎、肺がん

講　義

【消化管の疾患】 ①口腔、食道の疾患  ②胃・腸・肛門の疾患 講　義

循環器の疾患 代表的な疾患の理解、血管の疾患、心臓の疾患 講　義

造血器・リンパ節・脾臓の疾患
造血器・リンパ節・脾臓の疾患
①骨髄と血管の疾患、リンパ節の疾患、脾臓の疾患
②血液疾患

講　義

感染症
感染症と病原体
①感染に対する生体防御のしくみ
②病原体と感染症

講　義

腫瘍
腫瘍の定義と分類
①腫瘍の転移と進行度、腫瘍の発生病理
②腫瘍の診断と治療

講　義

炎症

炎症・免疫・膠原病
①炎症、創傷の治療
②生体防御と免疫、Ｔ細胞による抗原認識と免疫応答
③移植と再生医療

講　義

アレルギーと自己免疫疾患
アレルギーの分類
①アナフィラキシー 　 ②免疫不全　  ③免疫疾患

講　義

代謝障害 代謝障害、細胞・組織とその障害 講　義

全身の循環障害
全身の循環障害
①リンパの循環障害　②血液の循環障害　③高血圧症

講　義

項目 授業内容 授業方法

病理学とは
病気の原因（内因、外因）
①外因：栄養障害、物理的因子、化学的因子、生物学的因子
②内因：素因、先天異常、遺伝子・染色体異常、免疫異常

講　義

到達目標
　対象を理解し、より良いケアを行うためには、病理学の知識を持つ必要がある。
　人体の構造と機能において正常から逸脱する場合のさまざまな症状・徴候のメカニズムに
共通する現象を理解する。主な症状・兆候のメカニズムを理解する。

授業概要

　病理学とはどんな学問か。その領域や健康を維持するための生体の回復力及び病気へのな
りやすさについて、その概要を学ぶ。また、病理解剖、診断病理学の医療における役割につ
いてや、細胞・組織とその障害。再生と修復。循環器障害、炎症。免疫とｱﾚﾙｷﾞｰ代謝異常。
老化。先天異常。腫瘍の概略を学ぶ。各論としては、循環器系、呼吸器系、消化器系、腎・
泌尿器系などの機能と主な障害の機序について学ぶ。

学習者への期待
（準備学習含む）

　病理学は医学の基本となる学問の一つである。疾患に関する基礎的な知識の理解、習得に
努めてほしい。

１年次 単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

日高 輝久

領　域 専門基礎分野 病態治療学Ⅰ 日高 輝久

開講年次 評価方法



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15 単位認定試験

教科書
【呼吸器】系統看護学講座　成人看護学２　呼吸器　医学書院
【循環器】系統看護学講座　成人看護学３　循環器　医学書院
【腎臓・泌尿器】系統看護学講座　成人看護学８　腎臓・泌尿器　医学書院

参考文献

備考

講義

3.腎臓・泌尿器のしくみと
　その異常

１ 腎臓・泌尿器系の病態・生理と診断学 講義

２ 各種腎炎・腎不全・透析 講義

３ 腎・泌尿器の腫瘍、前立腺疾患 講義

４ 排尿障害・神経因性膀胱 講義

2.循環器のしくみとその異常

１ 循環器系の構造と機能、高血圧症 講義

２ 虚血性心疾患

５ 心不全、先天性心疾患

1.呼吸器のしくみとその異常

１ 呼吸をするということは：肺の解剖
　　　　　　　　　　　　　呼吸器疾患の特殊性

講義

２ 肺癌、手術後の看護 講義

３ 慢性閉塞性肺疾患、その他の呼吸器疾患

講義

講義

４ 肺炎、誤嚥性肺炎（口腔ケア等、看護師の重要性） 講義

講義

３ 不整脈 講義

４ 心筋疾患、弁膜症、血管疾患 講義

授業概要

　呼吸機能障害、循環機能障害、排泄機能障害について理解する。
　呼吸機能障害では呼吸器感染症・肺癌・慢性閉塞性肺疾患・呼吸不全等、循環機能障害では
虚血性心疾患・不整脈・高血圧・心不全等、排泄機能障害は腎疾患・尿路系疾患・男性生殖器
の病態生理、診断、治療について学ぶ。

学習者への期待
（準備学習含む）

【呼吸器】ただ授業を受身で聞くのではなく、「なぜ？」「自分ならどうするか？」と自分の
頭で考えながら積極的に授業に参加してほしい。
【循環器】【腎臓・泌尿器】予習と復習を行い、知識を確実に身に付けること。

単元 授業内容 授業方法

到達目標

【呼吸器】呼吸器疾患の基礎的知識を理解する。口腔ケア、呼吸リハビリ、家庭生活の指導
等、看護師が呼吸器病の予防と管理に果たす役割が大きいことを理解する。
【循環器】循環器系の構造・機能、循環器疾患（高血圧症・虚血性心疾患・不整脈・心不全な
ど）の病態生理・診断・治療について学び、理解を深め、看護援助に活かす。
【腎・泌尿器】腎・泌尿器系の構造と機能、各種疾患の病態生理と診断学について学び看護援
助に生かす。

領　域 専門基礎分野 病態治療学Ⅱ 松木　琢磨

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

松木　琢磨 医師として病院勤務。小児科専門医、腎臓専門医。



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

参考文献

備考

講義・東海林 亙

下垂体－副腎系、副腎皮質ホルモンと副作用

甲状腺及び副甲状腺の機能とその異常

糖尿病をめぐる諸問題

脂質異常症と肥満、生活習慣病、痛風

単位認定試験

2.内分泌・代謝のしくみと
　その異常

内分泌・代謝学総論、フィードバック機構

教科書
【血液・造血器】系統看護学講座　　成人看護学４　血液・造血器　医学書院
【消化器】系統看護学講座　成人看護学５　消化器　医学書院
【内分泌・代謝】系統看護学講座　成人看護学６　内分泌・代謝　医学書院

単元 授業内容 授業方法・担当

1.消化・吸収のしくみと
　その異常

消化器疾患総論、構造と機能、消化器の症状と徴候と病態生理

造血器系疾患の病態、症状、検査、治療

膵外分泌と内分泌。急性膵炎、重症膵炎、慢性膵炎、
膵臓癌、膵内分泌腫瘍

胆嚢ポリープ、胆石症、胆嚢炎、胆管炎、胆道腫瘍、膵胆管合
流異常症

急性肝炎、肝炎ウイルス、慢性肝炎、アルコール性肝障害、
脂肪肝、NASH、自己免疫性肝炎

血液の正常性と血液の正常性と破綻

１．血液・造血のしくみとその異常

原発性胆汁性肝硬変、肝硬変、門脈圧亢進症、肝細胞癌、
胆管細胞癌

食道癌、アカラジア、逆流性食道炎
急性胃粘膜病変、消化性潰瘍、胃癌

感染性腸炎、虫垂炎、炎症性腸疾患、大腸癌、腹膜炎、
腸閉塞等

講義・齋藤 淑子

到達目標

【血液・造血器疾患】血液の生理としくみを理解し、血液の生理と造血器の診断と病候・
           病態生理、疾患と治療について理解する。
【消化器】消化器系の構造、機能について理解し、疾患の病態や基本的な治療法を身に付ける。
【内分泌】内分泌機能の生体内での役割につき理解し、内分泌疾患・糖尿病・生活習慣病に
　　　　　ついて学び、治療法や発症予防について理解を深める。

授業概要

　内部環境調節障害、消化・吸収機能障害について理解する。
　内部環境調節障害では甲状腺機能障害・乳腺疾患・副腎機能障害・糖尿病・痛風等の内分泌・
代謝系疾患の病態生理、診断、治療について理解する。消化・吸収機能障害では消化性潰瘍・消
化器癌・炎症性疾患・肝硬変・胆石症・イレウス等の病態生理、診断と治療について学ぶ。

学習者への期待
（準備学習含む）

【消化器】テキストや参考書を繰り返し読んで内容を比較しながら理解を深めてください。医学
は日進月歩のため新しい知識を得る。
【内分泌】ホルモンの産生部位とその主な作用などの基本を知る。ホルモン産生分泌や作用の異
常による疾患の病態について理解する。国民病である糖尿病の成因メカニズム、治療、合併症、
予防やセルフケアと脂質代謝、肥満、メタボリック症候群についても併せて学ぶ。指定の教科書
の当該項目につき事前に目を通して予習し、復習も怠らないこと。

東海林　亙 病院内科医師として勤務

領　域 専門基礎分野 病態治療学Ⅲ
齋藤 淑子(20)
東海林 亙(10)

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

齋藤　淑子 血液・循環器専門医師として病院勤務経験を有する



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

参考文献

備考

3.神経内科
１ 変性性神経疾患、脱髄疾患、末梢神経疾患及び
  認知症等について
  特に基本的事項について

講義・大沼 歩

単位認定試験

教科書

【運動器】系統看護学講座　成人看護学［10］運動器　　医学書院
【脳神経】系統看護学講座　成人看護学［７］脳・神経　医学書院
【神経内科】系統看護学講座　成人看護学［７］脳・神経　医学書院
　臨床外科看護総論　医学書院
　臨床外科看護各論　医学書院

2.脳・神経の働きと
　その異常

１ 救急現場での神経症状や画像診断 講義・矢澤 由加子

２ 脳血管障害、その他 講義・藤村 幹

３ 脳腫瘍 講義・齋藤 敦志

単元 授業内容 授業方法・担当

1.運動器のしくみと
　その異常

１ 運動器疾患総論

講義・佐藤 哲朗２ 外傷性運動器疾患

３ 非外傷運動器疾患

到達目標

【運動】スポーツ外傷、障害（靭帯、半月板損傷など）の増加、高齢者自立した生活を営むため
には運動器（骨、関節、筋、神経など）の健康の重要性が増しており、運動器に おこる疾患・治
療について理解する。
【脳神経】中枢神経の基本的な解剖と生理を学び、外傷や脳血管障害・脳腫瘍などの代表的な脳
神経外科疾患とその症状・症候との関係を理解できるようにする。
【神経内科】将来、療養の現場でそれぞれの症例において個々の基本的な問題を把握し、それに
対する基本的な看護ができる能力を得ることができることを目標とする。

授業概要  各科の診断、診察、病態の考え方、治療方法についてを概説する。

学習者への期待
（準備学習含む）

 各科の病態を理解したうえで、看護に取り組めるように学んでほしい。

矢澤　由加子 病院医師として勤務。専門分野：脳卒中の内科治療

斉藤　敦志 病院医師として勤務。専門分野：脳卒中の外科治療、脳腫瘍の外科治療

大沼　歩 病院顧問医師。専門分野：神経生理検査（脳波・大脳誘発電位・筋電図・末梢神経伝導検査など）

藤村　幹 副院長として勤務。専門分野：脳卒中の外科治療、もやもや病、良性脳腫瘍など脳神経外科全般

領　域 専門基礎分野 病態治療学Ⅳ
佐藤 哲朗(14)　 藤村 幹(４)
矢澤 由加子（４)
齋藤 敦志(２)　 大沼 歩(６)

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

佐藤　哲朗 病院長として勤務。日本整形外科学会専門医・脊椎脊髄外科指導医



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

　放射線治療
１ 放射線の基本的知識
２ 放射線治療

講義・稲葉　洋平

　臨床検査
１ 臨床検査の役割
２ 主な臨床検査

講義・阿部 裕子

単位認定試験

教科書
系統看護学講座　　成人看護学14　耳鼻咽喉　　医学書院
系統看護学講座　　成人看護学13　眼　　医学書院
系統看護学講座　　成人看護学12　皮膚　　医学書院
系統看護学講座　　成人看護学15　歯・口腔　　医学書院
系統看護学講座　　成人看護学９　女性生殖器　　医学書院
系統看護学講座　　臨床放射線医学別巻　　医学書院
系統看護学講座　　臨床検査　　医学書院

参考文献

講義・川村　仁

２ 口腔ケア 講義・佐々木　勝忠

講義・齋藤　淑子　6.女性生殖器

女性生殖器の病態生理構造、診断、検査、治療、予防①

4.歯・口腔疾患

１ 歯・口腔疾患、検査・治療・処置

女性生殖器の病態生理構造、診断、検査、治療、予防②

学習者への期待
（準備学習含む）

　各科の病態を理解したうえで、看護に取り組めるように学んでほしい。

単元 授業内容 授業方法・担当

1.皮膚疾患

１ 皮膚の構造・機能、各種皮疹疾患

講義・日高 輝久

２ 皮膚感染症、熱傷（分類と治療の基本）、褥瘡

2.耳鼻咽喉疾患

１ 耳・鼻・顔面神経痛

２ 咽喉、頭頸部腫瘍

3.眼科疾患

１ 眼科疾患

２ 検査、治療・処置、手術

佐々木　勝忠 歯科医師として診療所・病院勤務経験を有す

到達目標

【皮膚疾患】日常に遭遇する基本的な皮膚疾患についての治療を学ぶ。
【耳鼻咽喉疾患】耳・鼻・のどの解剖を理解し、関連疾患の病態・治療を学習する。
【眼科疾患】眼科全般への基礎的な理解を得ること。それらを踏まえた患者介護の知識を修得す
る。
【歯・口腔疾患】歯・口腔の機能を理解し、関連疾患の病態・治療を学習する。
【女性生殖器疾患】女性生殖器に関する基本的知識・病態と治療を学習する。
【放射線療法】放射線の基本的知識を理解し、放射線治療の基本について学ぶ。
【臨床検査】臨床検査の基礎的な知識を得て、病態・治療の理解に生かす。

授業概要 　各科の診断、診察、病態の考え方、治療方法についてを概説する。

稲葉　洋平 大学にて災害科学国際研究所 災害医学研究部門 災害放射線医学分野に携わっている

阿部　裕子 臨床検査技師として大学病院勤務

川村　仁 歯学医師として大学病院勤務経験を有す

領　域 専門基礎分野 病態治療学Ⅴ
日高 輝久(12)  川村 仁(2)
佐々木 勝忠(2) 齋藤 淑子(４)
稲葉 洋平（4）阿部 裕子（4）

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

齋藤　淑子 血液・循環器専門医師として病院勤務経験を有す



科　目 担当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

参考文献 　特になし

備考

がんを抑える薬
消毒薬と漢方薬

腫瘍とがんと肉腫、がん細胞、抗がん薬。
滅菌と消毒。漢方の基本の説明。

講義

　単位認定試験試験・まとめ

教科書 　超入門　新薬理学　小山岩雄　株式会社照林杜

体内環境を整える薬 ビタミン薬、ホルモン、ホルモンに関わる薬。 講義

病気の原因を抑える薬 抗生物質、合成抗菌剤、抗ウイルス薬、抗菌薬、ワクチンの説明 講義

呼吸器のはたらく薬 鎮咳薬，去痰薬，気管支喘息薬，結核薬の説明 講義

胃腸にはたらく薬 消化性潰瘍薬、鎮けい薬、鎮吐薬、止寫薬、寫下薬の説明。 講義

心臓・血管にはたらく薬 強心薬、抗不整脈薬、抗狭心症薬、降圧薬、高脂血症薬の説明 講義

血液はたらく薬 貧血治療薬、止血薬、抗凝固薬、抗血小板薬の説明。 講義

オータコイドに関連する薬 抗炎症薬。抗ヒスタミン薬、抗痛風薬、抗リウマチ薬の説明。 講義

痛みをとる薬
熱を下げる薬

痛みの原因、解熱鎮痛薬その作用機序。 講義

中枢神経にはたらく薬
向精神薬、鎮静睡眠薬、抗パーキンソン病薬、抗テンカン薬の説
明。

講義

末梢神経にはたらく薬
神経にはたらくその他

体性神経と自律神経。筋肉を弛緩させる筋弛緩薬の説明。 講義

交感神経・副交感神経、神経にはたらくその他薬の説明。 講義

項目 授業内容 授業方法

総  論

薬理学とは。薬理学の役割と目的。
薬物体内動態、薬理作用について説明。

講義

「なぜ薬が効くのか」その仕組みを全体的な視野でわかりやすく説
明する。

講義

到達目標

　教育を「学習者の行動（知識・技術・態度）に価値ある変化をもたらすこと」と捉えていま
す。そのため、学習者の到達すべき目標を設定し「学習者の行動に価値ある変化をもたらした
く」思います。まずは、薬という物質がどうやって体内で働いているかを知り、病態への薬の
選択ができることを目的とし、最終的には薬物療法への興味とその重要性を理解できた看護師
の養成を到達目標とする。

授業概要

　医薬品の作用機序、生体内動態、有効性、安全性や投与方法など、薬理学的知識とその活用
を学ぶ。総論では生体に対する薬物の作用の仕組み、薬理効果と副作用、薬物体内動態などを
学ぶ。各論では、感染性疾患や免疫系・神経系・内臓系などの疾患に用いられる薬物について
種類や特徴あるいはその用い方などを学ぶ。さらにがん患者に対する化学療法について認識を
深める。これらを学ぶことより、看護の実践の場で必要とされる臨床薬理学的基礎知識を習得
する。

学習者への期待
（準備学習含む）

　薬理学というとても難解な学問を、今回使用する教科書は非常にわかりやすく解説していま
す。従ってまずは、教科書を必ず読んで受講してください。薬の作用機序は講義を聞かないと
なかなか理解できません。わかりやすく説明しますので、まず、薬理学に親しみを持ち、好き
な教科となるよう期待します。

１年次 受講態度

担当者名 担当講義に関する実務経験

木村　勝彦 病院薬剤部勤務経験有り。

領　域 専門基礎分野 薬理学 木村 勝彦

開講年次 評価方法



科　目 担当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 15時間 8回 講義 単位認定試験 90% 受講態度 10%

回数

2

3

4

5

6

7

8

備考

A 科学技術の進歩と社会・生活の変化
B 現代医学と先端医療技術の最前線

第5章
現代医療の新たな課題

A 薬の副作用と手術の偶発症
B 医原病という考え方とケアの実践
C 先端医療がもたらす倫理上のジレンマ
D 生命倫理学と臨床倫理学の展開
E 産業社会の発展と地球環境問題
F 医療不信から｢賢い患者へ｣
G インフォームドコンセントと医療情報開示

第6章
医療を見つめ直す新しい視
点

A 臨床疫学　　　　　　B 患者の安全
C 医療の管理と評価　　D これからの先端医療開発
E 情報化社会と医療

第7章
保健・医療・福祉の潮流

A 医療変革の波と共に始まった21世紀
B 新時代の保健・医療の担い手
C プライマリケアの新たな展開
D 医療における視点
E 保健・医療の国際化
F 地域包括医療システムの新しい課題
G 保健・医療・福祉システムと地域住民の役割
H 地球時代におけるケア

　単位認定試験・まとめ

教科書 系統看護学講座　専門基礎分野　総合医療論　医学書院

参考文献

1

序章
医療コミュニケーションの
原点

第1章　医療と看護の原点

A 看護の｢心｣　　B 専門職としての医師と看護師
C 援助される者と援助する者
D 病める者の自立への援助

講義

A 命について考える　　B 健康とは
C 病の体験　　　　　　D 癒しの行為と癒しの知
E チーム医療とマネジメント

第2章
医療の歩みと医療観の変遷

A 現代医学の起源　　B わが国の医療がたどってきた道　C 20
世紀の医療　　　D 医療観の移り変わり

第3章
私たちの生活と医療

A もし病気やけがをしたら
B 私たちの生活と環境衛生、保健、福祉行政
C 疾病の一次予防と健康増進
D 少子高齢社会と世代間のきずな
E 障害者のノーマライゼーションと社会的包摂
F 心の健康と精神医療

第4章
科学技術の進歩と現代医療
の最前線

授業概要
　看護の｢心｣、医療と看護の原点、医療の歩みと医療観の変遷、私たちの生活と健康、科学技術の
進歩と現代医療の最前線、現代医療の新たな課題、医療を見つめ直す新しい視点、保健・医療・福
祉の潮流等について学ぶ。

学習者への期待
（準備学習含む）

　看護職とは医療技術の進歩と新しい社会規範に即応しつつも、人間心理の深い理解に裏打ちされ
た専門職であることを自覚し、よい看護とは、よい看護師にはどのような資質が必要か等、自らの
経験を振り返ることを通じて職業人として成長していけるようにしてほしい。

項目 授業内容 授業方法

到達目標
１ 医療や看護の原点、現代医療の実像と新しい展開、医療をめぐる今日の議論を学び、現代医療
 や介護の全体像を把握し、国民の求める医療や期待される医療人像が理解できる。
２ 幅広い視野を持ち、新時代に求められる看護師像について自分で考えるきっかけにできる。

領　域 専門基礎分野 総合医療論 日高 輝久

開講年次 評価方法

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

日高 輝久



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回 講義・GW 100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

到達目標

評価方法

太田　久子看護学概論専門分野Ⅰ領　域

開講年次

１年次

１ 看護の本質及び看護の理念が理解できる
２ 看護の対象を「生活・社会・環境」との関連から総合的に理解できる
３ 健康や障害の概念を知り、看護と関連付けて理解できる
４ 看護の機能について専門職業と関連付けて理解できる
５ 看護の担うべき社会的使命について考察できる
６ 看護における倫理を理解できる

単位認定試験

担当者名 担当講義に関する実務経験

太田　久子 臨床での看護実践、管理業務、看護教員と看護全般にわたる経験を有す

５ 看護における倫理

３ 国民の健康・生活の
  全体像の把握

４ 看護の提供者

講義

講義

講義

講義

講義

 ②看護実践における倫理問題への取り組み

 ①医療をめぐる倫理の歴史的経緯と看護倫理

 ④看護職の養成制度の課題

 ③看護職の就業状況と継続教育

 ①職業としての看護
 ②看護職の資格と養成

 ②国民のライフサイクルと健康生活

 ①健康のとらえ方

講義

講義・GW

講義

講義

講義

講義

講義

講義

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
基礎・臨床看護技術　　医学書院

・科学的看護論　著：薄井坦子　日本看護協会出版
・看護覚え書き　著：F.ナイチンゲール　訳：湯槇ます他　現代社
・看護の基本となるもの　著：V. ヘンダーソン　訳：湯槇ます他　日本看護協会出版社
・看護者の基本的責務　監修：手島 恵      日本看護協会出版社

　系統看護学講座　専門分野Ⅰ　看護学概論　医学書院

備考

６ 看護提供のしくみ

参考文献

教科書

 ①サービスとしての看護
 ②看護サービスの提供の場

単位認定試験・まとめ

２ 看護の対象の理解

講義

項目

１ 看護とは

　看護の歴史を概観するとともに「人間」「環境」「健康」「看護」の概念をもとに看護の対象で
ある人間理解、健康の概念、看護とは何かを学ぶ。また、看護の歴史的変遷を学び、現代医療にお
ける看護の役割について学ぶ。

授業方法授業内容

 ③人間の「暮らし」の理解

 ②生涯発達し続ける存在

 ①人間の「こころ」と「からだ」

 ③看護の継続と情報共有

 ②看護の役割と機能

 ①看護の本質

学習者への期待
（準備学習含む）

授業概要

　看護を学ぶ者の道標として看護概論がある。看護の道を志した動機はさまざまであるが、看護の
対象である人間を理解し、看護とはなにか「考え方」を身に付けてほしい。また、将来の自分の看
護師像を描きつつ、講義にご参加ください。



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

通年 １単位 30時間 15回
講義
演習

100%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

4.苦痛の緩和・安楽確保
の技術

体位保持、罨法、身体ケアを通じてもたらされる安楽 講義：宇野・桜場

罨法 演習：宇野・桜場

２．学習支援
看護における学習支援とは
様々な場面における学習支援
学習支援の実際

講義：宇野

3.創傷管理技術 創傷処置 演習：宇野・桜場

包帯法 演習：宇野・桜場

講義：宇野・桜場

宇野　由佳単位認定試験・まとめ

コミュニケーションの実際①　３つの側面へのアプローチ

創傷管理の基礎知識　創傷管理

講義／演習：宇野

1.コミュニケーション

関係構築のためのコミュニケーション 講義：宇野

効果的なコミュニケーション 講義：宇野

プロセスレコードの意味と実際 講義／演習：宇野

言葉の障害を持つ人への対応 講義：宇野

コミュニケーションの実際②
　看護場面におけるコミュニケーション 講義／演習：宇野

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ（基礎看護学②）　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ（基礎看護学③）　医学書院
根拠と事故防止からみた　基礎・臨床看護技術　医学書院

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
基礎・臨床看護技術　　医学書院

備考

参考文献

教科書

単位認定試験

評価方法

単元 授業内容 授業方法・担当

学習者への期待
（含む準備学習）

１年次

1.人間関係を成立し発展させるための技術の基本を理解する。
2.看護における学習支援の目的と意義を理解する。
3.創傷の観察により早期に異常を発見する方法を習得する。
4.ドレッシング材や包帯法の種類や特徴を理解し、創傷処置の方法を習得する。
5.対象の苦痛について理解し、緩和する技術を習得できる。

 「考え方」「向き合い方」を大事にしています。看護技術を提供する土台となる部分をしっかり理解した
うえで、実際の援助へと結び付けていきましょう。

・看護技術とは何か、看護技術の基盤となるものについて学ぶ。
・看護援助を提供する上で重要な人間関係を形成するためのコミュニケーション技術
　について学習する。
・健康にかかわる学習を支援する方法について、基礎的な知識と実際について学ぶ。
・苦痛の緩和および安楽の援助方法について学ぶ。
・創傷管理技術の基本知識と創傷の観察及び処置法の実際について学ぶ。

担当者名 担当講義に関する実務経験

宇野　由佳 臨床における看護実践経験、接遇指導経験を有す

桜場ゆかり 急性期、慢性期、臨床看護実践経験を有す。内視鏡技師（オペ室）資格有す。

宇野　由佳（20）
桜場ゆかり（10）

基礎看護学援助論
Ⅰ

専門分野Ⅰ

開講年次

領　域

授業概要

到達目標

コミュニケーションの意義、目的、構成要素と成立過程

看護技術を学ぶにあたって 講義：宇野

講義：宇野

１、基礎看護技術総論



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

通年 １単位 30時間 15回
講義
演習

回
数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

演習：宇野・守

講義：宇野

循環器系のフィジカルアセスメント

呼吸器系のフィジカルアセスメント

備考

参考文献

教科書

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
基礎・臨床看護技術　　医学書院
看護がみえる　Vol.３フィジカルアセスメント　メディックメディア

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ（基礎看護学②）　医学書院

講義：宇野

単位認定試験・技術課題：バイタルサインの測定 宇野 由佳

講義：宇野・守

神経系のフィジカルアセスメント

筋・骨格系のフィジカルアセスメント

単元

　ヘルスアセスメント

バイタルサインの観察とアセスメント 講義：宇野・守

演習：体温・脈拍・呼吸の測定と報告　記録の仕方 演習：宇野・守

演習：血圧の測定（触診法・聴診法）と報告 演習：宇野・守

心理･社会状態のアセスメント

講義：宇野・守

講義：宇野

頭頸部と感覚器のフィジカルアセスメント
外皮系のフィジカルアセスメント

ヘルスアセスメントとは
健康歴とセルフケア能力のアセスメント
フィジカルアセスメントに必要な技術

講義：宇野・守

講義：宇野・守

講義：宇野

担当者名 担当講義に関する実務経験

宇野　由佳 救急外来、ICU、HCUにおける臨床看護実践経験、呼吸療法認定士の資格を有す

演習：胸腹部のフィジカルイグザミネーション

腹部・乳房のフィジカルアセスメント

１対象の健康状態を評価するための技術を理解する。
２看護における記録･報告の意義と方法を理解する。

内科・外科病棟、外来にて臨床看護実践経験有す。デイケア、訪問看護ステーションにお
いて看護実践経験有す。

到達目標

守　花絵

　個別的で適切な看護援助を実施するためのフィジカルアセスメントについて学習する。授業概要

学習者への期待
（含む準備学習）

　人体の構造と機能をイメージしながら、理解していきましょう。分からないことは、そ
のままにせず確認しながら繰り返し練習し身に付けていきましょう。

授業方法・担当授業内容

領　域

開講年次

１年次

評価方法

宇野 由佳（10）
守　花絵（20）

基礎看護学援助論
Ⅱ

専門分野Ⅰ

単位認定試験（筆記） 70％
受講態度  10％ 提出物  10％
実課題  10％



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 30時間 15回
講義
演習

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1.活動と休息
演習：体位変換・ポジショニング 演習：鈴木

移乗・移送の援助 講義：鈴木

演習：移乗・移送 演習：鈴木

講義：鈴木基本的活動の援助　ボディメカニクス技術の原理

睡眠・休息の援助 講義：鈴木

備考

教科書 系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ（基礎看護学③）　医学書院

鈴木・武田単位認定試験・技術課題：ベッドメーキング

参考文献
看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
基礎・臨床看護技術　　医学書院

演習：武田

演習：環境整備・臥床患者のシーツ交換

病床を整える援助の実際②転倒･転落予防

演習：環境整備・ベッドメーキング2.安全･安楽な療養環境

病床環境調整の目的方法、病床を整える援助の実際
療養環境の意義、病室の環境アセスメントと調整

講義：武田

演習：武田

講義：武田

病床を整える援助の実際①・環境整備

講義：武田

到達目標

単位認定試験（筆記）70％
演習態度10％ 提出物10％
実技課題10％

評価方法

武田 藍（16）
鈴木久美子（14）

基礎看護学援助論Ⅲ専門分野Ⅰ

開講年次

領　域

１ 活動･休息・苦痛の緩和について基礎知識を理解し、基本的援助技術を修得する。
２ 環境の意義を理解し、対象にとって安全・安楽な環境を整えるための技術を修得する。

１年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

鈴木　久美子 急性期・慢性期病棟にて、臨床看護実践経験を有す

武田　藍
内科、外科病棟・外来にて臨床看護実践経験を有す。特別養護老人ホームにて看護実践経験
有

　活動・休息、苦痛の緩和に関わる基本的な技術を既習の知識と技術を活用しながら実践で
きる能力を身に付ける。
　看護の観点から生活行動を捉え、生活行動が健康に及ぼす影響を理解する。健康に資する
生活行動の看護技術の科学的根拠を理解し、基礎的な実践能力を身に付ける。

単元 授業内容
授業方法・担

当

 患者の療養生活に関わる基本的な技術の修得を目的としています。事前課題や事後課題、
自主学習時間を活用し技術獲得を目標に積極的に取り組みましょう。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

単位認定試験 50% 実技課題 20%

提出状況 10%
出席点

演習態度
20%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

講義
演習

学習者への期待
（含む準備学習）

　学習態度、技術の習得度など実践的な内容も大きな評価点となります。自己学習時間を
積極的に使用し、確実な看護技術を身につけていきましょう。看護技術を提供する土台と
なる部分なので、積極的に学習していきましょう。
　また援助方法を学ぶだけではなく人間の生活行動と関連付けて考えながら、主体的に学
習していきましょう。

単元

　清潔・衣生活

演習：口腔ケア

武田　藍

演習

講義

演習

演習

講義

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ（基礎看護学②）　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ（基礎看護学③）　医学書院
根拠と事故防止からみた　基礎・臨床看護技術　医学書院

参考文献

開講年次

領　域 専門分野Ⅰ

担当者名 担当講義に関する実務経験

基礎看護学援助論Ⅳ

評価方法

武田 藍

１年次 前期 1単位 30時間 15回

教科書

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
基礎・臨床看護技術　　医学書院

単位認定試験・実技課題：寝衣交換 武田　藍

清潔援助の実際⑥　整容　口腔ケア

演習：臥床患者の洗髪

清潔援助の実際⑤　洗髪

演習：陰部洗浄

演習：臥床患者の手浴
演習：臥床患者の足浴

授業内容

清潔援助の実際③　陰部洗浄　④ 手浴・足浴

演習：臥床患者の全身清拭
　　　寝衣交換（ガウンタイプ・セパレートタイプ）

清潔援助の実際② 全身清拭
衣生活援助の基礎知識・援助の実際（寝衣交換）

清潔援助の基礎知識
清潔援助の実際① 入浴・シャワー浴

内科、外科病棟・外来にて臨床看護実践経験を有す。特別養護老人ホームにて看護実践経
験有

講義

演習

講義

授業方法・教員

講義

授業概要

到達目標

演習

　看護の観点から生活行動を捉え、生活行動が健康に及ぼす影響を理解する。看護技術の
科学的根拠と正確な方法を理解し、安全・安楽に実施できる能力を身に付ける。
　清潔･衣生活に関わる生活過程を整えるための基本的な技術を既習の知識と技術を活用し
ながら実践できる能力を身に付ける。

１ 清潔と衣生活の意義を理解し、基本的援助技術を修得する。



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

通年 １単位 30時間 15回
講義
演習

回
数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

単位認定試験（筆記）80％
受講態度10％  提出物10％

演習：臥床患者の排泄援助（便器・尿器挿入）

浣腸、導尿、摘便の基礎知識

演習：浣腸 演習：鈴木・桜場

自然排尿及び排便を促す援助

排泄の基礎知識

演習：経管栄養

演習：臥床患者、視覚障害のある患者の食事介助

講義：鈴木食事援助の基礎知識    経鼻経管栄養法

授業方法・担当授業内容

急性期・慢性期病棟にて、臨床看護実践経験を有す

担当講義に関する実務経験

単元

専門分野Ⅰ

単位認定試験・まとめ 鈴木　久美子

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
基礎・臨床看護技術　　医学書院

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ（基礎看護学③）　医学書院教科書

参考文献

備考

講義：鈴木・桜場

講義：鈴木・桜場

1.食事

2.排泄
演習：鈴木・桜場

演習：鈴木

演習：導尿 演習：鈴木・桜場

食事援助の実際

講義：鈴木

講義：鈴木

摂食・嚥下障害　摂食・嚥下訓練   非経口的栄養摂取の援助

演習：鈴木

領　域

開講年
次

　人体の構造と機能をイメージしながら、理解していきましょう。分からないことはそのまま
にせず確認しながら繰り返し練習し身につけていきましょう。

　看護の観点から生活行動を捉え、生活行動が健康に及ぼす影響を理解する。看護技術の科学
的根拠と正確な方法を理解し、安全・安楽に実施できる能力を身に付ける。食事･排泄に関わ
る生活過程を整えるための基本的な技術を既習の知識と技術を活用しながら実践できる能力を
身に付ける。

１ 健康と栄養の関連について理解し、栄養状態を整えるための基本的援助技術を習得する。
２ 排泄の意義を理解し、基本的看護技術を修得する。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

到達目標

１年次

評価方法

鈴木久美子（16）
桜場ゆかり（14）

基礎看護学援助論
Ⅴ

担当者名

鈴木　久美子

桜場ゆかり 急性期、慢性期、臨床看護実践経験を有す。内視鏡技師（オペ室）資格有す。



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回
講義
演習

単位認定試験 70% レポート 30%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

太田　久子
基礎看護学援助論

Ⅵ
専門分野Ⅰ

講義

講義

 「考え方｣「向き合い方」を大事にしています。看護技術を提供する土台となる部分なので、
積極的に学習していきましょう。

　看護過程の意義や歴史的変遷を学びつつ、問題解決過程としての看護過程を具体的に展開
し、看護の思考過程を学ぶ。

　看護過程の意義を理解し、科学的思考のプロセスを用いて対象のニーズを満たし看護の質を
保証するケア提供の技術を修得する。

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

到達目標

１年次

授業方法

領　域

開講年次

授業内容

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
基礎・臨床看護技術　　医学書院

看護学原論講義【科学的看護論】　薄井坦子著　現代社
ナースが視る人体　薄井坦子著　講談社

科学的看護論　第3版　薄井坦子著　日本看護協会出版
系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ（基礎看護学②）　医学書院

備考

参考文献

教科書

演習

演習
事例演習：脳梗塞疾患患者の看護
看護計画(上位目標・中位目標・下位目標)まとめ

事例演習：脳梗塞疾患患者の看護
看護の視点【12項目】立体像から看護の方向性【生物体の必要条件・日常
生活の規制・生活体の反応】

事例演習：脳梗塞疾患患者の看護
オリエンテーション・全体像・立体像モデル【発達の段階・健康障害の特
徴・健康の段階・生活過程の特徴の事実を拾い出す⇒その事実がどのよう
な意味を持っているか思考する】・

評価方法

単位認定試験・まとめ

講義

看護過程

講義

講義

講義

問題解決過程としての看護過程　アセスメントとは

看護過程を展開させる際に基盤になる考え方

講義

科学的看護論
まとめ

演習：経管栄養

科学的看護論
看護一般論の骨組み

単元

科学的看護論導入

演習

看護記録

アセスメントの技術
問題の明確化・看護計画・実施・評価

講義

担当講義に関する実務経験

太田　久子 臨床での看護実践、管理業務、看護教員と看護全般にわたる経験を有す

担当者名



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

通年 １単位 30時間 15回
講義
演習

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

演習：口腔・鼻腔吸引

人工呼吸療法・体温管理の技術・末梢循環促進ケア 講義：大沼

演習：酸素吸入、ボンベの取り扱い 演習：大沼

排痰ケア 講義：大沼

単位認定試験（筆記）80％
受講態度10％ 提出物10％

　１.安全な医療環境

演習：衛生学的手洗い
　　　スタンダードプリコーション

演習：大沼・守

演習：滅菌手袋装着・滅菌ガウンの着用 演習：大沼・守

演習：無菌操作 演習：大沼・守

１年次

到達目標

講義：大沼・守

講義：大沼・守

講義：大沼・守

洗浄・消毒・滅菌、無菌操作

感染性廃棄物の取り扱い、カテーテル関連血流感染対策、
針刺し防止策

１ 感染防止の意義を理解し、安全を守る技術を修得する。
２ 人間にとって呼吸のもつ意義及び呼吸状態のアセスメントについて修得する。
３ 呼吸を楽にする姿勢・呼吸法の意義と方法について理解する。
４ 酸素吸入療法・胸腔ドレナージにおける援助方法を修得する。

基礎看護学援助論
Ⅶ

大沼　良美（14）
守　花絵（16）

担当者名 担当講義に関する実務経験

感染防止の基礎知識、標準予防策、感染経路別予防策

　医療従事者として、患者や家族、自分自身を守るために、感染防止に関する知識・技術
をしっかりと身につけましょう。積極的に学ぶ姿勢を期待しています。
　呼吸・循環を整える援助や救急対応に関する基礎知識と技術を習得して欲しい。

　感染防止の知識を学び、無菌操作･消毒の技術を身に付け安全に援助できるように習得す
る。
　呼吸・循環を整える援助や救急対応に関する基礎知識を理解し、医療機器やモデルを使
用し、援助方法について演習を通し看護の実践力を高める。

評価方法開講年次

大沼　良美

守　花絵
内科・外科病棟、外来にて臨床看護実践経験有す。デイケア、訪問看護ステーションにお
いて看護実践経験有す。

授業方法・担当授業内容単元

教科書

参考文献

備考

領　域 専門分野Ⅰ

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

演習：大沼

単位認定試験・まとめ 大沼　良美

系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅰ（基礎看護学③）　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ（基礎看護学③）　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅰ　臨床看護総論　（基礎看護学④）　医学書院

看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術　　医学書院
感染対策マニュアル　医学書院

　２.呼吸・循環を整える
　　　　　技術

酸素療法（酸素吸入療法）・胸腔ドレナージ・吸入 講義：大沼



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回
講義
演習

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

講義：鈴木久美子

単位認定試験・まとめ 鈴木久美子・大沼

教科書
系統看護学講座　専門分野Ⅰ　基礎看護技術Ⅱ（基礎看護学③）　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅰ　臨床看護総論　（基礎看護学④）　医学書院

参考文献
看護技術プラクティス　竹尾惠子監修　学研
決定版ビジュアル臨床看護技術　照林社
基礎・臨床看護技術　　医学書院

2.診察･検査に伴う看護

検体検査（尿、便検査、採血、血糖検査、喀痰検査） 講義：鈴木久美子

採血 演習：鈴木久美子

生体情報のモニタリング
心電図検査、心電図モニター、血管留置カテーテルモニター

講義：鈴木久美子

心電図検査 演習：鈴木久美子

診察・検査・処置の介助技術

静脈内注射　　輸液・輸血管理 講義：大沼

皮下注射　　筋肉内注射 演習：大沼

点滴速度調節　　アンプルからの薬剤吸い上げ　　側管注 演習：大沼

学習者への期待
（含む準備学習）

 人体の構造と機能の知識が必要となります。関連する臓器について、講義までに復習し理解してお
きましょう。

単元 授業内容 授業方法・担当

1.薬物療法と看護

与薬の基礎知識　　与薬方法と援助の実際 講義：大沼

筋肉内注射　　皮下注射　　皮内注射の方法と実際 講義：大沼

鈴木　久美子 急性期・慢性期病棟にて、臨床看護実践経験を有す

到達目標
１ 診療の補助技術である与薬が安全・安楽に行われるための基礎知識、技術を修得する。
２ 診察の補助技術である診察･検査が安全・安楽に行われるための基礎知識、技術を修得する。

授業概要
 臨床で必要となる看護技術について学ぶとともに、シュミレーターや機材を用いて演習し、看護の
実能力を高めていく。

1年次
単位認定試験（筆記）80％
受講態度10％
提出物10％

担当者名 担当講義に関する実務経験

大沼　良美

領　域 専門分野Ⅰ
基礎看護学援助論

Ⅷ
大沼　良美（14）

鈴木　久美子（14）

開講年
次

評価方法



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

90%

10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

教科書 系統看護学講座　専門分野Ⅰ　臨床看護総論　（基礎看護学④）　医学書院
参考文献
備考

演習：桜場

5.死の看取りの援助 死後の処置 講義・演習：武田

単位認定試験・まとめ 武田藍

1.健康状態の経過に
　基づく看護

2.主要症状別看護

4.救命救急処置技術

救命救急処置の基礎知識

心肺蘇生法・CPR

3.治療処置を受ける
　対象者への看護

呼吸器・循環器に関連する症状を示す対象者への看護

終末期における看護

慢性期における看護（リハビリテーション期も含む)

急性期における看護（手術療法、集中治療を含む）

健康の維持・増進を目指す看護

手術療法を受ける対象者の看護
集中治療を受ける対象者の看護

身体侵襲を伴う検査・治療を受ける対象者の看護

輸液療法を受ける対象者の看護
化学療法を受ける対象者の看護
放射線療法を受ける対象者の看護

安全･安楽や生体防御に関連する症状を示す対象者への看護

認知や知覚に関連する症状を示す対象者への看護
コーピングに関連する症状を示す対象者への看護

排泄に関連する症状を示す対象者への看護
活動や休息に関連する症状を示す対象者への看護

到達目標

１ 健康障害の「経過」からみた対象の特徴と看護が理解できる。
２ 主要な症状のメカニズムを基盤に、アセスメントの視点や看護援助が理解できる。
３ 救急対応の考え方を理解し、心肺蘇生法の技術を修得する。
４ 死亡による身体の変化、死後の処置の実際が理解できる。

授業概要
　臨床とは、医療を求める人に対して医療行為を行う場である。臨床看護総論は、臨床看護総論で
は対象（家族も含む）、健康状態の経過からみた特徴と看護、主要な症状を示す対象者への看護、
治療処置別の対象者への看護について学ぶ。

臨床看護実践経験を有す。高橋さくら

開講年次

単位認定試験

評価方法

齊藤恵理香（8）
高橋さくら（10）桜場ゆかり（4）
鈴木晴美（4）武田藍（2）

基礎看護学援助論 Ⅸ専門分野Ⅰ領　域

講義
演習

出席状況・演習態度

１年次 後期 １単位 30時間 15回

講義：高橋さくら

講義：高橋さくら

講義：高橋さくら

講義：齊藤恵理香

講義：齊藤恵理香

講義：桜場

講義：鈴木晴美

講義：鈴木晴美

講義：高橋さくら

講義：高橋さくら

栄養や代謝に関連する症状を示す対象者への看護

担当者名 担当講義に関する実務経験

齊藤恵理香 臨床看護実践経験を有す。

講義：齊藤恵理香

講義：齊藤恵理香

学習者への期待
（含む準備学習）

　健康障害をもつ対象を理解し、健康障害に応じた看護を提供できるよう、知識と技術を修得して
欲しい。

単元

内科、外科病棟・外来にて臨床看護実践経験を有す。

内科、外科病棟・外来にて臨床看護実践経験を有す。

武田　藍

鈴木晴美

授業内容 授業方法・担当



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

前期 １単位 45時間 ６日間 実習 100%

曜日

金

宇野　由佳基礎看護学実習Ⅰ専門分野Ⅰ領　域

評価方法

実習目標達成度(実習評価項目)

授業概要
コミュニケーションを通して看護の対象を理解するとともに、対象が療養する場の理解を
深め、医療の場における看護の役割と機能を学ぶ。

１年次

開講年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

宇野由佳 臨床における看護実践経験有

学習者への期待
（含む準備学習）

 対象の思いや体験していることに関心を向けながらコミュニケーションを図りましょう。
体調を整えて、積極的な姿勢で臨んでください。

実習内容

Ⅰ 実習目的

   病気を持つ対象を理解すると共に、対象の療養環境を知り、対象の療養生活を支える看護の役割と機能につい
て学ぶ。

Ⅱ 実習目標

１ 病気によって起こる対象のからだ、こころや生活の変化について理解することができる。

２ 対象の持てる力を活かせるように、環境、食事、清潔、排泄等の生活過程を整える看護援助を
　学ぶことができる。
３ 対象の生活の場・治療の場である療養環境を理解し、看護が医療チームの人々と協力しながら
　行われていることを知ることができる。
４ 実習での体験を通して看護への関心を高め、看護に対する自己の課題に気づき、今後の成長の
　方向性を描くことができる。

Ⅲ 実習計画

１ 病院施設で実習を行う。実習グループを編成し、１病棟に１グループ配置する。

２ 患者１名を受け持ち、コミュニケーションを通して対象の療養生活への理解を深める。

３ 看護師の行う看護援助の見学や看護師と共に一部援助を行い、看護の役割を学ぶ。

Ⅳ 実習時間　原則　８：30　～　15：30　（病棟：９：00～15：00）

＊詳細は実習要項を参照する

午前 午後

院内見学（指導者・教員・学生） 受持ち患者への挨拶

看護活動の見学 記録の整理

月

病院・病棟オリエンテーション 看護活動の見学

火

受持ち患者の選定と情報収集 カンファレンス30分

行動計画の発表 看護活動の見学

受持ち患者とのコミュニケーション カンファレンス30分（１日の振り返り）

水 帰校日（９：00～14：30）

木 受持ち患者への援助場面の見学及び一部援助
受持ち患者とのコミュニケーション

カンファレンス30分（１日の振り返り）
記録の整理

カンファレンス60分（基礎看護学実習Ⅰの学びを振り返り
今後の課題を明確にする）

行動計画の発表
受持ち患者への援助場面の見学及び一部援助
受持ち患者とのコミュニケーション

担当教員と共に実習の振り返りを行い、学習方法に

ついての助言を受けながら今後の実習課題を明確に
する

行動計画の発表 受持ち患者の援助場面の見学及び一部援助



科目 担当

単位数 時間数 授業回数 授業形態

回数

1

2

3

4

5

6

7

8 ヘルスプロモーションと看護

9

10

11

12

13

14

15

成人領域の看護実践、看護教員の経験を有す

レポート課題 10%

担当講義に関する実務経験

講義
単位認定試験 90%

　成人看護学は、範囲が広く、基本から積み重ねる学習が必要です。自分の学習動機・目標を明確
にし、継続的、主体的に学ぶ姿勢を育てましょう。常に、「考えること」「自分の考えを言葉にす
ること」「他者の考えを聞くこと」が大切です。授業を通して実践しながら身につけて下さい。。

授業計画 授業方法

　
　成人期にある人々を内的・外的環境に適応し生涯発達し続ける存在と捉え、その人生の歩み、社
会生活の営みについて学ぶ。また、ライフスタイルと成人の健康生活の相互関連性など成人の看護
アプローチの基本となるストレス・適応・危機理論、看護者と患者の相互関係について学び、看護
に応用する能力を養う。

授業内容

講義 

生涯発達　成人期の特徴

講義

成人と生活

成人期にある人の健康①

成人期にある人の健康②　

ガイダンス
成人期にある人の理解

成人への看護アプローチの
基本

看護アプローチの基本①

看護アプローチの基本②

領域

開講年次

担当者名

内田　祝子

達成目標

　
　生涯発達の特徴と現代の生活状況から成人の特徴を捉え、ライフスタイルがもたらす成人の健康
問題の特徴を理解する。
　成人の特性や能力、生活背景を踏まえ､成人の成長・発達・適応の可能性を引き出す看護援助につ
いて理解する。
　ストレス・危機理論、人間関係理論を活用し、 成人の健康レベルに応じた看護援助方法について
理解する。

内田祝子（30）

開講時期 評価方法

成人期にある人の理解
成人の健康と生活

専門分野Ⅱ 成人看護学概論

学習者への期待

成人の健康レベルに
対応した看護 講義 演習

健康をおびやかす要因と看護

健康生活の急激な破綻から回復を促す援助

障害がある人の生活とリハビリテーション

健康生活の慢性的な揺らぎの再調整を促す看護

人生の最期のときを支える看護

成人の健康生活を促すための看護技術

単位認定試験・まとめ

教科書 小松浩子他：系統看護学講座　専門Ⅱ　成人看護学１　成人看護学総論　医学書院

参考文献 黒田裕子監修：看護診断のためのよくわかる中範囲理論（第2版）学研

1年次 後期 1単位 30時間 15回



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

単位認定試験 70% レポート 20%

GW評価 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

領　域

開講年次 評価方法

本木 泉老年看護学概論専門分野Ⅱ

授業方法

担当者名

「系統看護学講座　専門分野Ⅱ　老年看護学」　医学書院
「生活機能からみた看護過程」医学書院　　　　「老年看護技術」医学書院

教科書

国民衛生の動向

備考

参考文献

講義

２章
「超高齢社会と社会保障」

授業内容

高齢者模擬体験　　 GW・発表

講義

講義

１章
「老い」を生きるということ

（３）身体拘束

講義
演習

１ 高齢者を取り巻く社会の動向が理解できる。
２ 高齢者の身体的、心理的、社会的側面の変化が理解できる。
３ 高齢社会における保健医療福祉制度や施策が理解できる。
４ 老年看護の役割と機能、看護活動の場を理解することができる。

　老いがもつ諸側面が、個々の高齢者の生命や生活にどのような問題をもたらしているかを
知り老年看護の在り方と高齢者の生活の質の確保に必要なさまざまな保健・医療・福祉制度
について紹介していく。

　老いに対するイメージを客観的に受け止め、「成熟」と「衰退」の２つの側面の意味を知
り高齢者の置かれている状況について理解し興味・関心を持ち、主体的に学んでほしい。

項目

学習者への期待
（含む準備学習）

授業概要

到達目標

担当講義に関する実務経験

本木 泉 臨床及び施設での老年看護実践・ケアマネジャー業務経験を有す

後期 １単位 30時間１年次 15回

Ｃ　高齢者の権利擁護
（１）スティグマと差別　　　（２）高齢者虐待

③高齢者医療のしくみ
（２)高齢者を支える多職種連携と看護活動の多様化

講義
演習

Ｃ　老いを生きるということ
①高齢者の定義　　　　②発達と成熟

Ａ　老年看護を学ぶ入り口
Ｂ「老いる」ということ
①加齢と老化　　　　　②老いのイメージ

Ｂ　高齢社会における保健医療福祉の動向
①保健医療福祉制度の変遷

②加齢に伴う身体的側面の変化
③加齢に伴う心理的・社会的側面の変化

Ａ　超高齢社会の統計的輪郭
①超高齢社会の現況　　②高齢者と家族
②健康状態　　　③死亡　　　④暮らし

講義

講義

講義

②介護保険制度

講義

Ｂ　老年看護の役割
Ｃ　老年看護における理論・概念の活用

単位認定試験　　　　まとめ単位認定試験

３章「老年看護の成立ち」

講義

講義

演習

試験
講義

演習高齢者体験

（４）権利擁護のための制度　①成年後見制度



科目 担当

開講時期 単位数 時間数 授業回数 授業形態

単位認定試験 80% 授業態度 10%

レポート 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

専門分野Ⅱ

授業概要
　心の働きと発達、心の健康問題を理解し、心の健康保持・増進と心を病む人を理解する
ための基礎知識と共に、保健・医療・福祉の視点から社会での生きづらさを感じながら生
活している心を病む人に対する看護の基礎を学ぶ。

１ 精神の健康を理解し、精神看護の目的・対象を理解する。
２ 心の健康の概念、心の健康に影響を及ぼす因子を理解する。
３ 精神障害の治療と歴史を踏まえ、精神保健医療の現状を理解する。
４ ストレスが心に与える影響を理解する。
５ リエゾン精神看護の活動を理解する。

現代社会と精神(心)の健康

「心のケア」と現代社会、精神看護学とその課題

精神の健康とは（「ふつう」というものさし、精神の健康と
障害の３つの側面、精神の健康の基準）、精神障害の体験と
精神看護、精神障害のとらえ方、

授業方法授業内容

後期

領域

開講年次 評価方法

阿部 利寿精神看護学概論

講義

備考

参考文献

客観テスト

系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護学（１）　精神看護の基礎　医学書院
系統看護学講座　専門分野Ⅱ　精神看護学（２）　精神看護の展開　医学書院

教科書

単位認定試験と解説

人間の心の諸活動

精神障害と治療と歴史、日本における精神医学・精神医療の
流れ

看護援助の基本構造、精神障害を持つ人のセルフケアの援
助、患者による自家管理メジカル

新体系看護学全書　精神看護学１　精神看護学概論 精神保健　メジカルフレンド社

講義

グループワーク

講義

講義

講義

講義
ＧＷ

講義

講義

自分について知ること

「ジョハリの窓」による自己分析のグループワーク

対象関係論、ボウルビーの愛着理論、コフートの自己心理
学、土井健郎の「甘え」理論

人格と気質、ライフサイクルとアイデンティティ、フロイト
の精神力動理論、心の成長発達と危機の防衛機制

到達目標

担当者名 担当講義に関する実務経験

がんと精神障害、看護カウンセリングの役割、
リエゾン精神看護

精神科以外での
精神看護

社会の中の精神障害

倫理と人権、ノーマライゼーション
「宇都宮病院」の事例に基づき、人権擁護について考える。

精神科領域で必要な法律と制度（基本的人権、成年後見人制
度、入院形態、精神障害者保健福祉手帳など）、法律・制度
における課題、主要な精神保健福祉対策

精神障害と文化、精神障害と社会学、精神科看護と法律(精
神保健福祉法、障害者総合支援法）

看護援助の展開

人間の心のはたらき（対人関
係と人格の発達について）

講義

講義

講義

社会の変化とメンタルヘルス

1年次 １単位 30時間 15回

講義

講義

講義

阿部　利寿 精神科救急を含む急性期から慢性期までの精神科全般の実務経験あり

精神の健康と障害

精神障害の考え方

項目

　精神看護学ではこころの障害とそのケアについて学びます。心の病は誰にでも起こり得
る身近な病気であることを、授業を通して理解してください。

学習者への期待
（含む準備学習）



科　目 担　当

開講時期 単位数 時間 授業回数 授業形態

後期 １単位 30時間 15回 講義 単位認定試験 90% 授業態度 10%

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

備考

伊藤　明美 臨床での内科、外科系、訪問看護STでの訪問看護実践経験、及びケアマネジャーの経験有

地域療養を支える制度

 (３）後期高齢者医療制度
（４）介護保険制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５）
生活保護制度

（６）障害者に関連する法律
（７）難病法

（８）子供の在宅療養を支える制度と社会資源
（９）在宅療養者の権利を擁護する制度と社会資源
         /高齢者施策

まとめ 単位認定試験 試験

教科書
 ナーシング・グラフィカ　在宅看護論　 地域を支えるケア　　　メディカ出版
 在宅療養を支える技術

参考文献
 新体系看護全書　在宅看護論　　　　　メヂカルフレンド社
 系統看護学講座　統合分野　在宅看護論　　　　  医学書院

講義

（１）社会資源の活用
（２）医療保険制度

講義

在宅看護の概念

（１)在宅看護の背景　　　　　（２）在宅看護の基盤
（３）地域療養を支える在宅看護の役割・機能

講義
（１）在宅看護を展開するための基本理念
（２）在宅看護における倫理

在宅療養者と家族の支援

（１）訪問看護の対象者
（２）在宅看護の対象者と在宅療養の成立要件

講義
（１）在宅療養の場における家族の捉え方
（２）在宅療養者の家族への看護

地域包括ケアシステムに
おける在宅看護

（１）地域包括ケア
（２）療養の場の移行に伴う看護

講義
（３）地域包括ケアシステムにおける多職種・他機関連携

（４）在宅看護におけるケースマネージメント
　　　　　　　　　　　　　　　　　/ケアマネジメント

授業概要

　在宅看護の変遷やその社会的背景をはじめ、在宅看護の目的・基本的な理念や関連する概念を学
ぶ。在宅看護の対象者の特性と支援の在り方、ならびにその支援の基盤となる訪問看護制度を学
ぶ・さらに在宅ケアにおけるケアマネジメントや地域包括ケアシステムの基本、関係機関・職種と
の連携の必要性、社会資源を学ぶ。

学習者への期待
（準備学習含む）

　在宅看護は、家庭から地域へ広がりを加えて対象を捉えていく地域看護の主要な領域を担う。
日々の生活の成り立ち、対象と家族成員の健康状態や地域社会とのつながりの中で理解することが
必要となる。看護師国家試験でも重点が置かれている領域でもあり、出題数も増えてきている。自
身の生活、社会情勢の変化、保健、医療、教育等の諸制度に関心を持って欲しい。

項目 授業内容 授業方法

到達目標

・日本の在宅看護の変遷とその社会的背景について説明できる。
・在宅看護の目的と基本理念、関連する概念について理解できる。
・在宅看護の対象者の特性とその支援の基本を理解できる。
・在宅ケアを支える制度や社会資源を説明できる。
・在宅ケアにおけるケアマネジメントや関係機関・関係職種間の連携を理解できる。
・現在の訪問看護制度の基本を理解できる

領域 統合分野 在宅看護概論 稲邊 照子・伊藤明美

開講年次 評価方法

1年次

担当者名 担当講義に関する実務経験

稲邉　照子
 臨床での看護実践、准看護学院教務班長、自衛隊部隊での衛生運用幹部、病院外来棟師長、医事
課長、老人保健施設での看護係長業務の経験を有す
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単位 1 

 

葵会仙台看護専門学校 単位認定会議規程 

 

 

（設置） 

第 1条 この規程は、仙台葵会看護専門学校（以下「本校」という。）の学生の単位授与及び既修得単位認

定に関する事項を判定するため、本校学則第 36条に規定する単位認定会議（以下「会議」という。）を

置く。 

（所掌事項） 

第 2条 会議は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

（1） 学科目の単位取得に関する事項 

（2） 学生の既修得単位認定に関する事項 

（3） 卒業判定に関する事項 

（4） その他学校長が必要と認めた事項 

（組織） 

第 3条 学校長、副学校長、教務主任、実習調整者、専任教員を以って組織する。 

（議長） 

第 4条 学校長は、会議の議長となる。 

2 議長は会議の会務を総理し、会議を代表する。 

（会議） 

第 5条 会議は議長が年 3回以上招集する。 

2 会議は構成員の 3分の 2の出席がなければ、会議を開催できない。 

3 議長は、必要があると認めるときは、会議に関係者の出席を求め、その意見または説明を聴くことがで

きる。 

（事務） 

第 6条 会議の事務は、本校事務において処理する。 

（雑則） 

第 7条 この規程に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は議長が会議に諮って定める。 

 

附則 

1 この規程は、平成 29年 4月 1日から施行する。 















 

事業報告書 

令和 2（2020）年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校法人医療創生大学 



1 

 

目次 

Ⅰ 法人の概要 ........................................................................................................................................... 2 

１．法人の沿革 ........................................................................................................................................... 2 

２．設置する学校・学部・学科等 （令和 2 年 4 月 1 日現在） .............................................................. 3 

医療創生大学の教育理念・目的 .................................................................................................................. 4 

医療創生大学方針 ....................................................................................................................................... 4 

教育方針 ...................................................................................................................................................... 6 

３．学部・学科等の入学定員及び在籍学生数の状況  （令和 2 年 5 月 1 日現在） .............................. 8 

４．教育課程（授業科目及び単位数、必修・選択必修・選択の別、履修年次等） ................................... 9 

５．卒業認定基準及び取得可能な学位 ....................................................................................................... 9 

６．組織 .................................................................................................................................................... 11 

７．役員・評議員の概要  （令和 2 年 5 月 1 日現在） ....................................................................... 13 

８．教職員数  （令和 2 年 5 月 1 日現在） ......................................................................................... 14 

９．学費  （令和 2 年度納入金） ........................................................................................................ 18 

Ⅱ 事業の概要 ......................................................................................................................................... 21 

１．基本方針 ............................................................................................................................................ 21 

（１）中期事業計画（平成 29（2017）年度～令和 3（2021）年度） ..................................................... 21 

（２）中期事業計画（経営改善計画）ロードマップ ................................................................................ 24 

（３）令和 2（2020）年度事業報告 ......................................................................................................... 34 

Ⅲ 財務の概要 ......................................................................................................................................... 45 

（１）令和２年度決算について ................................................................................................................ 45 

（３）学校法人の会計について（学校法人会計の特徴と企業会計との違い） ........................................ 52 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2 

 

Ⅰ 法人の概要 

１．法人の沿革 

昭和 62 年 いわき明星大学開学 理工学部・人文学部開設 

平成 4 年  大学院 理工学研究科・人文学研究科開設 

平成 13 年 理工学部を改組 

平成 17 年 科学技術学部開設（理工学部を改組）・人文学部を改組 

平成 19 年 薬学部開設 

平成 22 年 科学技術学部を改組 

平成 27 年 教養学部開設（人文学部を改組） 

      学校法人いわき明星大学 設立（学校法人 明星学苑より分離） 

平成 28 年 いわき明星大学の運営を学校法人 いわき明星大学へ移管 

平成 29 年 看護学部開設 

      いわき明星大学創立 30 周年 

平成 31 年 大学の名称を“医療創生大学”へ変更 

      学校法人葵会学園と合併し、学校法人名称を“学校法人医療創生大学”へ変更 

      健康医療科学部作業療法学科・理学療法学科開設 

      留学生別科開設 

人文学部現代社会学科を廃止 

令和 2 年  心理学部開設（教養学部を改組） 

生命理工学研究科開設（理工学研究科を改組） 

      人文学部表現文化学科を廃止 

      人文学研究科日本文学専攻（日本文学専攻（修士・博士）、英語英米文学専攻、社会学専 

攻）を廃止 

      科学技術学部科学技術学科を廃止 
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２．設置する学校・学部・学科等 （令和 2 年 4 月 1 日現在） 

（１）医療創生大学 

所在地：福島県いわき市中央台飯野 5-5-1 

学  長：新谷 幸義 

【学 部】 

学 部 学 科 

教 養 学 部（令和元年度より募集停止） 地域教養学科 

薬 学 部 薬 学 科 

看 護 学 部 看 護 学 科 

健康医療科学部 
作業療法学科 

理学療法学科 

心 理 学 部 臨床心理学科 

科学技術学部（平成 26 年度より募集停止） 科学技術学科（令和 3 年 3 月廃止） 

人 文 学 部（平成 26 年度より募集停止） 
表現文化学科（令和 2 年 5 月廃止） 

心 理 学 科 

 

【大学院】 

研 究 科 課 程 専 攻 

理工学研究科 
修士課程 

物質理学専攻（令和 2 年 4 月募集停止） 

物理工学専攻（令和 2 年 4 月募集停止） 

博士課程 物質理工学専攻（令和 2 年 4 月募集停止） 

生命理工学研究科 
修士課程 生命理工学専攻 

博士後期課程 生命理工学専攻 

人文学研究科 
修士課程 

日本文学専攻（令和 2 年 5 月廃止） 

英米文学専攻（令和 2 年 5 月廃止） 

社 会 学 専 攻（令和 2 年 5 月廃止） 

臨床心理学専攻 

博士課程 日本文学専攻（令和 2 年 5 月廃止） 
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医療創生大学の教育理念・目的 

「科学的根拠に基づいた術を備えた慈愛のある医療人の創生」 

 

医療創生大学方針 

【求める教員像及び教員組織の編成に関する方針】 

本学は、教育目標及び教育方針（３つのポリシー）を実現するため、次のとおり求める教員像及び教

員組織の編成に関する方針を定める。 

 

求める教員像 

1. 本学の教育方針を理解し、それを実現するための教育力を有する人材 

2. 教育の質の向上に努め、積極的に教育に関わることができる人材 

3. 学生支援に対し積極的に取り組み、学生の人間的成長を促すことができる人材 

4. 研究成果を地域社会に還元し、社会の発展に寄与する能力を有する人材 

 

教員組織の編成方針 

1. 大学設置基準及び大学院設置基準に基づいて、必要な教員を配置する。 

2. 組織的な教育研究を行うため、教員間の連携体制を確保し、役割分担を適切に行う。 

3. 教員の募集、任免及び昇格は、学内規則に基づき、公正かつ適切に行う。 

4. 教員の年齢及び性別の適正な構成に配慮する。 

 

求める職員像 

本学は、教育目標及び教育方針（３つのポリシー）を実現するため、次のとおり求める職員像を定める。 

1. 本学の教育方針を理解し、それを実現するための教育支援力を有する人材 

2. 教育の質の向上に努め、積極的に教育支援に関わることができる人材 

3. 学生支援に対し積極的に取り組み、学生の人間的成長を促すことができる人材 

4. 社会の発展に寄与する意欲を有する人材 

 

【人材育成の目標・方針】 

本学の教育研究活動及び教育研究等支援における資質向上・能力開発のために、以下のとおり人材育成

の目標・方針を定める。 

（教員） 

「求める教員像」を達成するために、以下の研修等を通じて能力を高める。 

1. 教育の質の向上に関する研修 

2. 学生支援力の向上に関する研修 

3. 研究に関する研修 

4. 大学の管理運営に関する研修 

 

（職員） 

「求める職員像」を達成するために人事異動、研修等を通じて能力を高める。なお、共通で必要な能力

やスキルの付与が必要な研修は集合研修とし、個別に獲得が必要な知識・スキルについては自ら学ぶこ

とを基本とする。 
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（人事異動方針） 

1. 一人ひとりの個性や適性、事務組織の将来性を踏まえて人事異動を行う。 

 

（研修方針） 

1. 教育支援力の向上に関する研修 

2. 学生支援力の向上に関する研修 

3. 大学の管理運営に関する研修 

 

【学生支援に関する方針】 

本学は、学生が学生生活を通して豊かな人間性を涵養し、自らの資質及び能力を十分に醸成するため、

次のとおり学生支援に関する方針を定める。  

 

修学支援 

1. 学生が修学を円滑に進めていくことができるよう、教職協働による相談、指導に取り組む。 

2. 留年者、休学者及び退学者の状況把握と分析を行い、多様な学生が充実した学生生活を送ることがで

きるよう、各部局が連携して適切な対応を行う。 

 

生活支援 

1. 学生が目的意識と自覚を持ち、スポーツ、文化、ボランティア等の自主的な活動を積極的に行うこ

とができるよう支援する。 

2. 学生の健全な心身を維持増進するため、学生が快適、安全、安心な生活を送ることができるよう支援

する。 

3. 学生が経済的に安定した学生生活を送ることができるよう支援する。 

 

就職支援 

1. 学生の多様な進路に対応し、卒業後も見通した柔軟で的確なキャリアサポートに努める。 

 

障がい学生支援 

1. 障がいのある学生に対し、各部局が連携し、主体的自律的な学修ができるよう支援する。 

 

【教育研究環境整備に関する方針】 

本学は、学生の学修及び教員の教育・研究が十分に行えるよう、環境を適切に維持管理するため、次

のとおり教育研究環境整備に関する方針を定める。 

1. 学生の学修活動を支援するために必要な施設、設備及び環境を整備する。 

2. 安心、安全な学生生活を送ることができるよう、施設、設備の計画的な整備、維持管理を行う。 

3. 学生の学修及び教員の教育研究活動のため、図書館及び情報ネットワークなどの学術情報サービスを

整備・運営する。 

4. 教育・研究の支援のため、ICT 等を活用した教育研究システム等を管理運用する。 

 

【社会連携・社会貢献に関する方針】 

本学は、社会に対し、本学がもつ人的・物的及び知的資源を還元するため、次のとおり社会連携・社

会貢献に関する方針を定める。 

1. 研究成果の社会への還元のため、公開講座などの生涯学習の場を広く提供する。 

2. 研究成果及び知的財産を社会に広く還元するため、産官学間の組織的連携を強化する。 
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3. 東日本大震災以降の被災地支援活動等を中心とした社会への貢献を継続的に行う。 

 

【管理運営に関する方針】 

本学は、本学の機能を円滑かつ十分に発揮するため、次のとおり管理運営に関する方針を定める。 

1. 教育研究の充実及び推進のため法令を遵守し、透明性、機能性を有した手続きのもと管理運営を行う。 

2. 学長のリーダーシップのもと、意思決定プロセスを継続的に見直し、教学ガバナンス改革を推進する。 

3. 社会への説明責任を果たすため、情報を積極的に公開する。 

4. 教職員の意欲・資質の向上を図るため、適正な方策を実施する。 

5. 教育研究を支える財務的基盤を安定させるために、中期事業計画の策定と見直しを適切に行い、効率

的・効果的な予算編成及び執行を促進する。 

 

【内部質保証に関する方針】 

本学は、教育目標の実現に向けて組織的かつ定期的な自己点検・評価を行い、恒常的に大学改革、

教育改善を推進する。機能的な自己点検・評価の実践のため、次のとおり内部質保証に関する方針を

定める。 

1. アセスメントポリシーに基づいて客観的で合理的なデータを収集し、学内の教育研究情報の適切な把

握と分析を行い、成果を可視化することで恒常的な点検・評価活動を行う。 

2. 自己点検・評価結果を積極的に公表して透明性を確保するとともに、社会への説明責任を果たす。 

3. 第三者評価機関による認証評価を受けることにより、自己点検・評価の妥当性と客観性を担保する。 

4. 内部質保証の実践が教職員の自律的、継続的な活動となるような施策を積極的に展開する。 

 

教育方針 
 

【ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）】 

医療創生大学（以下本学）は、教育理念に基づいて、以下のような能力を身につけ、かつ所定の単位

を修得した学生に卒業を認定し、学位を授与します。 

１． 幅広い教養と専門分野についての十分な知識を身につけ、それらを活用して保健医療人としての基

本的な問題を解決することができる。 

２． 多様な考えやニーズを理解し、他者と円滑なコミュニケーションをとることができる。 

３． 広い視野と判断力を身につけ、困難な課題や予測不能な事態にも適切に対処することができる。 

４． 社会に貢献できる保健医療人としてふさわしい関心・意欲・態度を示すことができる。 

 

【カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）】 

本学では、教育理念を達成するために、以下のような方針に基づいて教育課程を編成・実施します。 

1. 大学での学修の意義を理解し、大学生としての学修に必要な基礎的能力や生活習慣を身につけるこ

とができるよう、初年次教育科目を配置します。 

2. 幅広く多様な基礎的知識と基本的な学修能力を獲得するための全学共通カリキュラムとして、基礎

科目、教養科目、健康・スポーツ科目の３つの科目群を設置します。 

3. 各学部学科に専門教育科目を設置し、専門的な知識・技術や方法論を段階的・体系的に教授します。 

4. 社会との連携のもと、課題解決型の授業を展開して、知識・技術の活用能力、コミュニケーション能

力、課題探求力、判断力など、社会生活で必須となる能力を総合的に養います。 

5. キャリア教育を行い、社会人としてのキャリアを積むために必要な知識と考え方を身につけるとと

もに、働くことを通して社会に貢献する意欲を育みます。 



7 

 

6. 身につけた知識や技術を統合し集大成するために、発展的学修科目として卒業研究等の科目を配置

し、丁寧な個別指導を行います。 

 

【アドミッションポリシー（入学者受け入れの方針）】 

本学は、教育理念を理解するとともに、学ぶ意欲に溢れ、大学での専門教育を受けるうえでの基礎的

な能力を身につけている人の入学を希望します。 

 

（２）千葉・柏リハビリテーション学院 

所在地：千葉県柏市大井 2673 番地の 1 

学院長：新谷 正子 

 

【課程】 

課 程 学 科 

医療専門課程 
理学療法学科 

作業療法学科 

 

（３）岡山・建部医療福祉専門学校 

所在地：岡山県岡山市北区建部町福渡 408 番 20 

学校長：小河 郁恵 

 

【課程】 

課 程 学 科 

医療専門課程 看護学科 

 

（４）葵会仙台看護専門学校 

所在地：宮城県仙台市若林区伊在 2 丁目 14 番地 5 

学校長：新谷 幸義 

 

【課程】 

課 程 学 科 

医療専門課程 看護学科 

 

（５）葵会柏看護専門学校 

所在地：千葉県柏市小青田 1 丁目 3-4 

学校長：山崎 洋次 

 

【課程】 

課 程 学 科 

医療専門課程 看護学科 
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３．学部・学科等の入学定員及び在籍学生数の状況  （令和 2 年 5 月 1 日現在） 

【学 部】                                      （人） 

学 部 学 科 入学定員 収容定員 在 籍 者 

教 養 学 部 地域教養学科 ― 240 170 

薬 学 部 薬 学 科 90 540 382 

看 護 学 部 看 護 学 科 80 320 323 

健康医療科学部 
作業療法学科 40 80 60 

理学療法学科 60 120 128 

心 理 学 部 臨床心理学科 60 60 34 

科学技術学部 
（平成 26 年度より募集停止） 

科学技術学科 ― ― 1 

人 文 学 部 
（平成 26 年度より募集停止） 

表現文化学科 ― ― ― 

心 理 学 科 ― ― 1 

学 部 計 330 1,360  

 

【大学院】                                      （人） 

研 究 科 課 程 専 攻 入学定員 収容定員 在 籍 者 

理工学研究科 
修士課程 

物質理学専攻 ― 7 1 

物理工学専攻 ― 7 3 

博士課程 物質理工学専攻 ― 4 6 

生命理工学研究科 
修士課程 生命理工学専攻 5 5 3 

博士後期課程 生命理工学専攻 2 2 3 

人文学研究科 
修士課程 

日本文学専攻 ― 5 0 

英米文学専攻 ― 5 0 

社会学専攻 ― 5 0 

臨床心理学専攻 10 20 3 

博士課程 日本文学専攻 ― 4 0 

大学院計 17 64 19 

 

【千葉・柏リハビリテーション学院】                            （人） 

課程 学 科 入学定員 収容定員 在 籍 者 

医療専門課程 
理学療法学科 80 240 224 

作業療法学科 40 120 115 

 

 



9 

 

【岡山・建部医療福祉専門学校】                              （人） 

課程 学 科 入学定員 収容定員 在 籍 者 

医療専門課程 看護学科 80 240 194 

 

【葵会仙台看護専門学校】                                （人） 

課程 学 科 入学定員 収容定員 在 籍 者 

医療専門課程 看護学科 120 320 318 

 

【葵会柏看護専門学校】                                 （人） 

課程 学 科 入学定員 収容定員 在 籍 者 

医療専門課程 看護学科 80 240 239 

 

４．教育課程（授業科目及び単位数、必修・選択必修・選択の別、履修年次等） 

本学公式サイト参照（シラバス） 

https://www.isu.ac.jp/syllabus/ 

 

本学公式サイト参照（カリキュラム） 

教養学部 

http://www.isu.ac.jp/media/files/liberalarts/curriculum.pdf 

 

薬学部 

https://www.isu.ac.jp/department/pharm/curriculum.html 

 

看護学部 

https://www.isu.ac.jp/department/nursing/model.html 

 

健康医療科学部 

https://www.isu.ac.jp/department/hs/curriculum.html 

 

心理学部 

 https://www.isu.ac.jp/media/files/department/psychology/2020curriculum_tree_psy.pdf 

 

５．卒業認定基準及び取得可能な学位 

【学 部】（卒業要件） 

本学を卒業するためには、教養学部・看護学部・健康医療科学部・心理学部・科学技術学部・人文学

部は 4 年以上以上、薬学部は 6 年以上在学し、本学の教育課程に従って授業科目を系統的に履修し、所

定科目について教養学部・看護学部・健康医療科学部・心理学部・科学技術学部・人文学部は 124 単位

https://www.isu.ac.jp/syllabus/
http://www.isu.ac.jp/media/files/liberalarts/curriculum.pdf
https://www.isu.ac.jp/department/pharm/curriculum.html
https://www.isu.ac.jp/department/nursing/model.html
https://www.isu.ac.jp/department/hs/curriculum.html
https://www.isu.ac.jp/media/files/department/psychology/2020curriculum_tree_psy.pdf
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以上、薬学部は 186 単位以上を修得したとき、卒業が認められます。 

 

≪取得可能な学位≫ 

学 部 学 科 学 位 

教 養 学 部 地 域 教 養 学 科 学士（教養） 

薬 学 部 薬 学 科 学士（薬学） 

看 護 学 部 看 護 学 科 学士（看護学） 

健康医療科学部 
作 業 療 法 学 科 学士（作業療法学） 

理 学 療 法 学 科 学士（理学療法学） 

心理学部 臨 床 心 理 学 科 学士（心理学） 

人 文 学 部 

（平成 26 年度より募集停止） 
心 理 学 科 学士（心理学） 

 

【大学院】（修了要件） 

◎修士課程 

2 年以上在学し、専攻の定める所要授業科目について 30 単位以上修得し、更に学位論文を提出し、そ

の審査及び最終試験に合格すること。 

◎博士課程 

3 年以上在学し、専攻の定める所要授業科目について、物質理工学専攻では 16 単位以上、日本文学専

攻では 14 単位以上を修得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出し、その審査及び最終試験

に合格すること。 

 

≪取得可能な学位≫ 

研 究 科 課 程 専 攻 学 位 

理工学研究科 
修士課程 

物質理学専攻 修士（物質理学） 

物理工学専攻 修士（物理工学） 

博士課程 物質理工学専攻 博士（理工学） 

生命理工学研究科 
修士課程 生命理工学専攻 修士（生命理工学） 

博士後期課程 生命理工学専攻 博士（生命理工学） 

人文学研究科 
修士課程 

日本文学専攻 修士（日本文学） 

英米文学専攻 修士（英米文学） 

社 会 学 専 攻 修士（社会学） 

臨床心理学専攻 修士（臨床心理学） 

博士課程 日本文学専攻 博士（日本文学） 
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評議員会

理事長

理事会

（常務理事）

法人事務局

監査部

秘書室

医療創生大学

大学事務局

企画課

総務課

教務課

学生課

図書館事務室

心理相談センター事務室

理工学研究科

生命理工学研究科

科学技術学部

薬学部

看護学部

健康医療科学部

心理学部

人文学研究科

教養学部

人文学部

図書館

地域連携センター

心理相談センター

健康科学リサーチセンター

千葉・柏リハビリテーション学院

事務

作業療法学科

理学療法学科

岡山・建部医療福祉専門学校
事務

看護学科

葵会仙台看護専門学校

事務

教務事務

看護学科

葵会柏看護専門学校

事務

教務事務

看護学科

監事

６．組織 

【学校法人医療創生大学組織図】 
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医療創生大学

（学長）

図書館

地域連携センター

心理相談センター

健康科学
リサーチセンター

大学院

理工学研究科

物質理学専攻

（修士課程）

物質理工学専攻

（修士課程）

物質理工学専攻

（博士課程）

生命理工学研究科

生命理工学専攻

（修士課程）

生命理工学専攻

（博士後期課程）

人文学研究科

日本文学専攻

（修士課程）

英米文学専攻

（修士課程）

社会学専攻

（修士課程）

臨床心理学専攻

（修士課程）

日本文学専攻

（博士課程）

学部

科学技術学部 科学技術学科

薬学部 薬学科

看護学部 看護学科

健康医療科学部

作業療法学科

理学療法学科

心理学部 臨床心理学科

教養学部 地域教養学科

人文学部

表現文化学科

心理学科

【医療創生大学組織図】（令和 2 年 5 月 1 日現在） 
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７．役員・評議員の概要  （令和 2 年 5 月 1 日現在） 

【理 事】理事定数 5～8 名以内、監事：2 名以上 3 名以内 

区 分 氏 名 常勤・非常勤の別 就任年月 

理事（理 事 長） 新谷 幸義 非 常 勤 平成 29 年 11 月就任 

理事（常務理事） 新谷 正子 非 常 勤 平成 31 年 1 月就任 

理事（常務理事） 白井 康正 非 常 勤 令和 2 年 4 月就任 

理 事 池坊 保子 非 常 勤 平成 27 年 8 月就任 

理 事 山本 晴康 非 常 勤 平成 31 年 4 月就任 

監 事 関口 武司 常 勤 平成 29 年 1 月就任 

監 事 森 保彦 非 常 勤 令和 2 年 4 月就任 

 

【評議員】評議員定数 11～17 名以内（法人の職員で理事会において推薦された者 2 名以上、法人の設

置する学校を卒業した 25 歳以上の者 2 名以上、学識経験者 7 名以上） 

区 分 氏 名 現 職 就任年月 

1 号評議員 新谷 幸義 
医療創生大学 学長 

学校法人医療創生大学 理事長 
平成 29 年 11 月就任 

1 号評議員 久米 美代子 医療創生大学 看護学部長 平成 30 年 4 月就任 

2 号評議員 猪狩 明宏 同窓会長 平成 30 年 8 月就任 

2 号評議員 政本 正志 同窓生（桜会病院） 平成 31 年 4 月就任 

3 号評議員 新谷 正子 
学校法人医療創生大学 理事 

医療法人社団葵会 副理事長 
平成 31 年 1 月就任 

3 号評議員 池坊 保子 

元文部科学副大臣 

特定非営利活動法人萌木 理事長 

学校法人医療創生大学 理事 

平成 27 年 8 月就任 

3 号評議員 白井 康正 医療法人社団葵会 南八王子病院名誉院長 平成 30 年 3 月就任 

3 号評議員 山本 晴康 
千葉・柏リハビリテーション病院 院長 

学校法人医療創生大学 理事 
平成 31 年 4 月就任 

3 号評議員 大内 和子 元いわき明星大学 副学長 平成 29 年 1 月就任 

3 号評議員 川口 基一郎 元いわき明星大学 薬学部長 平成 27 年 4 月就任 

3 号評議員 川合 述史 
千葉・柏リハビリテーション病院 

精神神経センター長 
平成 31 年 4 月就任 
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８．教職員数  （令和 2 年 5 月 1 日現在） 

（１）医療創生大学 

【教員】                                       （人） 

学 部 等 
教 授 准 教 授 講 師 助 教 助 手 合 計 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

教養学部 10 1 11 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 11 1 12 

薬学部 20 1 21 7 1 8 1 0 1 1 0 1 0 0 0 29 2 31 

看護学部 2 5 7 1 3 4 3 6 9 1 2 3 2 3 5 9 19 28 

健康医療科学部 4 1 5 3 1 4 3 1 4 5 0 5 0 0 0 15 3 18 

心理学部 2 4 6 1 2 3 1 0 1 1 0 1 0 0 0 5 6 11 

地域連携センター 3 0 3 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 4 1 5 

心理相談センター 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

合 計 41 12 53 13 8 21 10 7 17 8 2 10 2 3 5 74 32 106 

外国人内数 4 0 4 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 5 1 6 

 

【教員年齢構成】                                   （人） 

職 位 
66 歳 
～ 

72 歳 

61 歳 
～ 

65 歳 

56 歳 
～ 

60 歳 

51 歳 
～ 

55 歳 

46 歳 
～ 

50 歳 

41 歳 
～ 

45 歳 

36 歳 
～ 

40 歳 

31 歳 
～ 

35 歳 

26 歳 
～ 

30 歳 

25 歳 
以下 

計 

教授 
15 14 8 12 4 0 0 0 0 0 53 

28% 26% 15% 23% 8% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 

准教授 
0 1 2 3 5 6 1 2 1 0 21 

0% 5% 10% 14% 24% 29% 5% 10% 5% 0% 100% 

講師 
0 3 2 2 3 3 1 3 0 0 17 

0% 18% 12% 12% 18% 18% 6% 18% 0% 0% 100% 

助教 
0 1 1 1 2 0 1 4 0 0 10 

0% 10% 10% 10% 20% 0% 10% 40% 0% 0% 100% 

助手 
0 0 0 1 0 1 1 2 0 0 5 

0% 0% 0% 20% 0% 20% 20% 40% 0% 0% 100% 

合 計 
15 19 13 19 14 10 4 11 1 0 106 

14% 18% 12% 18% 13% 9% 4% 10% 1% 0% 100% 

 

【教員の保有学位・業績等】（令和 2 年 5 月 1 日現在） 

本学公式サイト参照 https://www.isu.ac.jp/ed/staff/ 

 

 

 

 

https://www.isu.ac.jp/ed/staff/
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【学外からの兼任教員数】                                （人） 

 男 女 計 

非 常 勤 講 師 等 37 14 51 

外 国 人 内 数 0 1 1 

 

【職 員】                                       （人） 

 男 女 計 

法 人 職 員 1 0 1 

事 務 職 員 16 9 25 

パート職 員 0 1 1 

合 計 16 4 27 
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（２）専門学校 

【教員】                                        （人） 

学校学科 

学校長・ 

学院長 

副学校長・ 

副学院長 

教務主任・ 

学科長 
専任教員 

実習指導 

教 員 
合 計 

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 

千葉・柏リハ 0 1 1 0 0 0 2 0 2 10 3 13 0 0 0 12 4 16 

理学療法学科 0 0 0 0 0 0 １ 0 １ 7 1 8 0 0 0 8 1 9 

作業療法学科 0 0 0 0 0 0 １ 0 １ 3 2 5 0 0 0 4 2 6 

看護学科（岡山） 0 1 1 0 0 0 0 1 1 1 11 12 0 2 2 1 15 16 

看護学科（仙台） 1 0 1 0 1 1 0 1 1 3 19 22 0 0 0 4 21 25 

看護学科（柏） 1 0 1 0 2 2 0 1 1 2 10 12 0 0 0 3 13 16 

合 計 2 2 4 0 3 3 2 3 5 16 43 59 0 2 2 20 53 73 

外国人内数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

休職者内数 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

【教員年齢構成】                                    （人） 

職 位 
66 歳 
～ 
歳 

61 歳 
～ 

65 歳 

56 歳 
～ 

60 歳 

51 歳 
～ 

55 歳 

46 歳 
～ 

50 歳 

41 歳 
～ 

45 歳 

36 歳 
～ 

40 歳 

31 歳 
～ 

35 歳 

26 歳 
～ 

30 歳 

25 歳 
以下 

計 

学校長・学院長 
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

100% 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5％ 

副学校長・ 

副学院長 

2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 

67% 0% 33% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4％ 

教務主任・ 

学科長 

0 1 2 0 1 1 0 0 0 0 5 

0% 20% 40% 0% 20% 20% 0% 0% 0% 0% 7％ 

専任教員 
1 5 7 11 6 7 11 9 2 0 59 

2％ 8％ 12％ 19％ 10％ 12％ 19％ 15％ 3％ 0% 81％ 

実習指導教員 
1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

50% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 3％ 

合 計 
8 7 10 11 7 8 11 9 2 0 73 

11％ 10％ 13％ 15％ 10％ 11％ 15％ 12％ 3％ 0% 100％ 

 

【学外からの兼任教員数】                                （人） 

 学校名 男 女 計 

非 常 勤 講 師 等 

千葉・柏リハビリテーション学院 14 7 21 

岡山・建部医療福祉専門学校 24 19 43 

葵会仙台看護専門学校 33 18 51 

葵会柏看護専門学校 39 25 64 

外 国 人 内 数 0 0 0 
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【職 員】                                       （人） 

 学校名 男 女 計 

法 人 職 員 0 0 0 

事 務 職 員 

千葉・柏リハビリテーション学院 7 5 12 

岡山・建部医療福祉専門学校 4 4 8 

葵会仙台看護専門学校 5 3 8 

葵会柏看護専門学校 5 4 9 

パート職 員 

千葉・柏リハビリテーション学院 0 6 6 

岡山・建部医療福祉専門学校 6 0 6 

葵会仙台看護専門学校 0 2 2 

葵会柏看護専門学校 0 4 4 

合 計 27 28 55 
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９．学費  （令和 2 年度納入金） 

【教養学部】                                   （単位：円） 

教養学部 1 年次 2 年次以降 

年 額 入 学 時 後 期 年 額 前 期 後 期 

入 学 金 100,000 100,000 0 0 0 0 

授 業 料 750,000 375,000 375,000 750,000 375,000 375,000 

施設拡充費 300,000 150,000 150,000 300,000 150,000 150,000 

小 計 1,150,000 625,000 525,000 1,050,000 525,000 525,000 

上記の他 
学友会費 7,000 7,000 0 6,000 6,000 0 

父母会費 10,000 10,000 0 10,000 10,000 0 

合 計 1,167,000 642,000 525,000 1,066,000 541,000 525,000 

 

【薬学部】                                    （単位：円） 

薬学部 1 年次 2 年次以降 

年 額 入 学 時 後 期 年 額 前 期 後 期 

入 学 金 400,000 400,000 0 0 0 0 

授 業 料 1,300,000 650,000 650,000 1,300,000 650,000 650,000 

施設拡充費 500,000 250,000 250,000 500,000 250,000 250,000 

小 計 2,200,000 1,300,000 900,000 1,800,000 900,000 900,000 

上記の他 
学友会費 7,000 7,000 0 6,000 6,000 0 

父母会費 10,000 10,000 0 10,000 10,000 0 

合 計 2,217,000 1,317,000 900,000 1,816,000 916,000 900,000 

 

【看護学部】                                   （単位：円） 

看護学部 1 年次 2 年次以降 

年 額 入 学 時 後 期 年 額 前 期 後 期 

入 学 金 300,000 300,000 0 0 0 0 

授 業 料 1,100,000 550,000 550,000 1,100,000 550,000 550,000 

施設拡充費 400,000 200,000 200,000 400,000 200,000 200,000 

小 計 1,800,000 1,050,000 750,000 1,500,000 750,000 750,000 

上記の他 
学友会費 7,000 7,000 0 6,000 6,000 0 

父母会費 10,000 10,000 0 10,000 10,000 0 

合 計 1,817,000 1,067,000 750,000 1,516,000 766,000 750,000 

 

 

 

 



19 

 

【健康医療科学部】                                （単位：円） 

健康医療科学部 1 年次 2 年次以降 

年 額 入 学 時 後 期 年 額 前 期 後 期 

入 学 金 300,000 300,000 0 0 0 0 

授 業 料 1,200,000 600,000 600,000 1,200,000 600,000 600,000 

施設拡充費 450,000 225,000 225,000 450,000 225,000 225,000 

小 計 1,950,000 1,125,000 825,000 1,650,000 825,000 825,000 

上記の他 
学友会費 7,000 7,000 0 6,000 6,000 0 

父母会費 10,000 10,000 0 10,000 10,000 0 

合 計 1,967,000 1,142,000 825,000 1,666,000 841,000 825,000 

 

【心理学部】                                   （単位：円） 

心理学部 1 年次 2 年次以降 

年 額 入 学 時 後 期 年 額 前 期 後 期 

入 学 金 200,000 200,000 0 0 0 0 

授 業 料 1,000,000 500,000 500,000 1,000,000 500,000 500,000 

施設拡充費 200,000 100,000 100,000 200,000 100,000 100,000 

小 計 1,4000,000 800,000 600,000 1,200,000 600,000 600,000 

上記の他 
学友会費 7,000 7,000 0 6,000 6,000 0 

父母会費 10,000 10,000 0 10,000 10,000 0 

合 計 1,417,000 817,000 600,000 1,216,000 616,000 600,000 

※教養学部・看護学部・健康医療科学部・心理学部は 4 年生、薬学部は 6 年生に同窓会費として 20,000

円を別途納入。 

※薬学部は 5 年生に実施される実務実習費用（400,000 円）を 5 年生進級時に別途納入。 

 

【千葉・柏リハビリテーション学院】             （単位：円） 

内訳 1年次 2年次 3年次 

入学金 300,000 － － 

授業料 800,000 800,000 800,000 

施設設備費 350,000 350,000 350,000 

実験実習費 350,000 400,000 400,000 

合 計 1,800,000 1,550,000 1,550,000 
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【岡山・建部医療福祉専門学校】      （単位：円） 

項目 １年次 ２年次以降 

入学検定料 30,000 ― 

入学金 200,000 ― 

授業料 420,000 570,000 

施設設備費 50,000 130,000 

実験実習費 20,000 100,000 

合計 720,000 800,000 

 

【葵会仙台看護専門学校】         （単位：円） 

項目 1 年次 2 年次以降 

入学検定料 30,000 ― 

入学金 300,000 ― 

授業料 700,000 700,000 

施設設備費 200,000 200,000 

実験実習費 200,000 200,000 

合計 1,430,000 1,100,000 

 

【葵会柏看護専門学校】                   （単位：円） 

項目 1 年次納入金 2 年次納入金 3 年次納入金 

入学金 200,000 ― ― 

授業料 680,000 680,000 680,000 

施設管理・健康管理費 400,000 400,000 400,000 

実習費 150,000 150,000 150,000 

合計 1,430,000 1,230,000 1,230,000 
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Ⅱ 事業の概要 

１．基本方針 

（１）中期事業計画（平成 29（2017）年度～令和 3（2021）年度） 

学校法人医療創生大学（以下「法人」という。）は、平成 31 年 4 月 1 日より、学校法人いわき明星大

学から学校法人の名称を変更し、学校法人葵会学園との合併により、組織規模を拡大し、経営基盤を強

固なものとし、新たに出発した。 

理事会の主たる責務は、設置校である医療創生大学（以下、「大学」という。）、千葉・柏リハビリテー

ション学院、岡山・建部医療福祉専門学校、葵会仙台看護専門学校、葵会柏看護専門学校（以下、「専門

学校」という。）の永続的な教学発展に資する管理運営のため、その資源となる基本財産を始めとする学

校法人の財産を適正に管理し運用することにあり、必要に応じて経営判断による的確な先行投資を行っ

ていくことにある。 

また、令和元年度に導入された修学支援新制度、私立学校法の改正等法人を取り巻く環境が変化して

いく中で、永続的に発展するための施策を実行していかなければならない。 

大学は、令和 2 年 4 月より、心理学部を設置し、既設の健康医療科学部、薬学部、看護学部と合わせ

て 4 学部体制となる。国家資格が取得できる（薬剤師、看護師、作業療法士、理学療法士）、もしくは取

得を目指す（公認心理師）学部構成とすることにより、18 歳人口の減少や東日本大震災以降の風評被害

等による学生確保が困難な状況から脱却できる状況となった。 

加えて、学部への進学を前提とした留学生別科を設置したことにより、海外からの入学生を確保し、

収入の増加を図っている。 

専門学校においては、学生の確保施策を実行し、収入の安定化を図っている。 

支出面においては、大学では、平成 30 年 1 月 8 日開催の理事会において承認された経費の削減施策

を継続しており、各専門学校においても経費の削減を実施している。 

また、今後の 18 歳人口の減少等、学校法人を取り巻く環境を予測し、令和 2 年 4 月に「理工学研究

科」を「生命理工学研究科（仮称）」へ改組改編、令和 3 年 4 月には、現「葵会柏看護専門学校」を「国

際看護学部（仮称）（千葉県柏市）」へ改組改編すべく準備をすすめているところである。 

以上のことを踏まえ、令和 2 年度の事業方針を策定することとする。 

 

【医療創生大学】 

平成 31 年度より薬学部・看護学部・健康医療科学部と学部構成を医療系へと転換し、大学名称を医

療創生大学へ変更したことに伴い、本学の教育理念・目的を「科学的根拠（サイエンス）に基づいた術

（アート）を備えた慈愛（ハート）のある医療人の創生」へと変更した。 

令和 2 年 4 月には、心理学部の開設、及び大学院「理工学研究科」を「生命理工学研究科」へと改組

改編することを計画している。 

本学の教育理念・目的を達成するために、引き続き、経営と教学が協働し収支均衡を図りながら大学

経営改革を実施する。 

なお、平成 31 年度以降、平成 28 年度の中期事業方針策定時点で計画されていなかった「学部構成の

変更（教養学部の平成 31 年度募集停止、令和 2 年度の心理学部の設置）」、「学校法人の合併」等の実施
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に伴い、中期事業方針の内容を一部変更・集約している。 

 

１．新たな大学のあり方の検討 

① 大学の学部・学科構成についてあり方を検討する。 

② 大学院の研究科・専攻の構成についてあり方を検討する。 

 

２．収支改善策の検討・実施 

① 定員充足を目指した入試改革を検討・実施することを目的に、学生募集活動の見直しと広報改革を

行う。 

② 人件費比率抑制のための制度の検討・実施、補助金増加策の検討・実施、固定費の効率化の推進を

図る。 

 

３．教育改革の実施 

 教育の質向上を図るために、教育課程、教員組織の適切性、学修成果、教育支援体制、社会ニーズと

の適合性、教育資源の適切性等を検証し、教育のＰＤＣＡサイクルを回しながら教育改革を実施する。 

 

４．学生満足度の向上 

① 学生が納得する進路の実現を可能とする支援体制を構築し、就職実績の向上、及び学生生活を充実

させるための学友会活動、ボランティア活動等の活性化を図るための体制を強化し、学生満足度を

向上させる。 

② 効果的な奨学金制度の確立など学生の満足度を向上させる施策を検討・実施する。 

 

５．地域連携の推進 

地域に根ざした特色ある教育・研究の実施や教育資源を提供することで地域社会に貢献していく。 

 

【専門学校】 

平成 31 年 4 月に学校法人医療創生大学と合併し、専門学校の教育・研究における質の向上、多様な

教育環境の提供、業務の合理化に向けたさまざまな施策を実施していく。 

専門学校 4 校の合計の入学定員は 360 人だったが、平成 31 年 4 月より 400 人となった。多くの医療職

業人を養成し、広く医療福祉の発展に寄与していく。 

 

１．収支改善策 

（１）認可等の準備 

 ・理学療法士、作業療法士養成校指定規則の改定に伴う変更承認申請 

 ・高等教育段階の負担軽減新制度の期間要件確認申請 

 

（２）管理・運営体制の整備 

 ・専門学校 4 校の業務の共通化・効率化 

 ・共通学科（看護学科）の学科運営の相互協力体制の制度の整備 
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 ・第三者評価実施に向けた基準等の整備 

 

【千葉・柏リハビリテーション学院】（平成 31 年 4 月合併のため、平成 31 年度より追加） 

１．学生の確保施策の実施 

今後、厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよう、広報活動を

強化・検証していく。 

 

２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、合格率の向上に繋がる教育体制を整える。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

 

【岡山・建部医療福祉専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、平成 31 年度より追加） 

１．学生の確保施策の実施 

立地条件から、さらに厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよ

う、募集地域を広げた広報活動を強化・検証していく。 

 

２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、合格率の向上に繋がる教育体制を整える。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

 

【葵会仙台看護専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、平成 31 年度より追加） 

１．学生の確保施策の実施 

入学定員を増やしても、確実に学生が確保できるよう、広報活動を強化・検証していく。 

 

２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、高い合格率を確保できる施策を実施する。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

 

【葵会柏看護専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、平成 31 年度より追加） 

１．学生の確保施策の実施 

今後、厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよう、広報活動を

実施・検証していく。 

 

２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、高い合格率となる施策を実施する。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

３．専門学校の学部化に向けた準備 

令和 3 年 4 月に専門学校を学部化するための準備、申請を行う。  
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（２）中期事業計画（経営改善計画）ロードマップ 

【医療創生大学】 

１．新たな大学のあり方の検討 

① 大学の学部・学科構成についてあり方を検討する。 

② 大学院の研究科・専攻の構成についてあり方を検討する。 

   H29 H30 H31（R1） R2 R3 

看護学専攻 

大学院の 

設置検討 

具体的な 

実施内容 

設置検討（教員・備

品・図書・施設・設

備） 

設置申請書作成 

設置準備 

工事・購入 
開設 履行状況報告 履行状況報告 

数値目標 設置認可申請 工事等完了 
履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

進捗状況 引き続き検討 検討保留 ― ― ― 

新学部学科の 

設置検討 

具体的な 

実施内容 

新学部学科検討 

設置認可申請 

ﾆｰｽﾞ調査実施 

設置準備 

工事・購入 

新学科開設 

（健康医療科学部） 
履行状況報告 履行状況報告 

数値目標 
設置認可申請 

ﾆｰｽﾞ調査報告書 

工事等完了 

事前相談提出 

履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

進捗状況 
健康医療科学部設置

認可申請書完了 

工事等完了 

事前相談結果着 

設置届出完了 

収容定員増加認可 

設置履行状況 

報告書提出完了 
 

具体的な 

実施内容 

教養学部新学科検討 

ﾆｰｽﾞ調査実施 

設置認可申請 

心理学部設置準備 

設置申請準備 

工事・購入 

心理学部設置届出・

収容定員変更申請 

新学科開設 履行状況報告 

数値目標 ﾆｰｽﾞ調査報告書 設置認可申請 
工事完了(3 月） 

備品納品(3 月） 

履行状況 

報告書提出 

履行状況 

報告書提出 

進捗状況 
教養学部廃止 

新学科検討 

事前相談完了 

（届出で可） 

工事完了（3 月） 

備品納品（3 月） 

設置履行状況 

報告書提出完了 
 

看護学部の 

定員増の検討 

具体的な 

実施内容 
検討 検討 検討 届出申請準備 届出申請準備 

数値目標 検討結果報告 検討結果報告 

検討報告書提出 

事前相談 

収容定員変更申請 

千葉看護学部 

設置届出 

千葉看護学部 

開設 

進捗状況 引き続き検討 
千葉に看護学部の 

設置検討 

事前相談完了 

（届出で可） 

収容定員変更申請 

国際看護学部 

設置届出完了 
 

創立 30 周年記

念事業の実施 

具体的な 

実施内容 

30 周年記念事業の 

実施 
― ― ― ― 

数値目標 ― ― ― ― ― 

進捗状況 

・記念式典実施 

・寄付金募集 

・30 周年誌発行 

― ― ― ― 
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２．収支改善策の検討・実施 

① 定員充足を目指した入試改革を検討・実施することを目的に、学生募集活動の見直しと広報改革

を行う。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

高大接続改革

を見据えた入

試改革の検討 

具体的な 

実施内容 

AO･推薦に代わる多

面的評価入試の実施

案策定 

多面的評価入試設定･

大学入学希望者評価

テスト導入検討 

大学入学希望者評価

プレテストの分析･

学部別選抜規定作成 

大学入学希望者評価

テスト導入による選

抜と最終分析 

高大接続改革入試の

本格的導入 

数値目標 ― ― ― ― ― 

進捗状況 
新入試実施案検討完

了・次年度導入 

新制度入試（入試種

別新制度･主体性分

野ポートフォリオ）

導入･検証実施 

検証に基づいた新制

度入試の基本設計完

了･外部資格英語利

用､全入試学力評価

基準設定･導入 

大学入学共通テスト

実施に伴う選抜方法

を導入･実施。DNC

出願数との年度対比

傾向を分析 

 

募集活動の検

証と新たな施

策の検討 

具体的な 

実施内容 

学部志願から見た募

集エリア活動履歴分

析、「強み」におけ

る募集力強化 

固定志願層の安定と

高偏差を見据えた志

願･募集方法のクロ

ス分析 

学部定員の充足と偏

差値向上を見据えた

志願高校帯分析と募

集活動 

学部定員の充足と偏

差値向上を見据えた

志願高校帯分析と募

集活動 

コロナ禍における募

集広報活動の検討と

実施 

学部定員の充足と偏

差値安定を見据えた

志願高校帯分析と募

集活動 

数値目標 

教養入学者：100 

薬入学者：95 

看護入学者：85 

教養入学者：110 

薬入学者：98 

看護入学者：88 

健康入学者：100 

教養入学者：110 

薬入学者：98 

看護入学者：88 

健康入学者：100 

心理入学者：60 

教養入学者：110 

薬入学者：98 

看護入学者：88 

健康入学者：100 

心理入学者：60 

千葉看護入学者：80 

教養入学者：110 

薬入学者：98 

看護入学者：88 

健康入学者：100 

心理入学者：60 

千葉看護入学者：80 

進捗状況 

教養入学者：73 

薬入学者：84 

看護入学者：80 

薬入学者：57 

看護入学者：100 

健康入学者：60 

薬入学者：98 

看護入学者：88 

健康入学者：100 

心理入学者：60 

薬入学者：61 

看護入学者：83 

健康入学者：98 

心理入学者：35 

国際看護入学者：88 

 

広報改革の検討 

具体的な 

実施内容 

教養･医療系広報施

策の検証と試行導

入、長期的広報コン

テンツの導入再調査 

利用媒体単位での資

料請求～入学までの

受験生プロセス調査 

志願･入学に直結し

た媒体の確定、志願

獲得拡大につながる

広報の整理 

全学部完成年度･教

育実績をブランドと

する広報コンテン

ツ･新 WEB 系制作 

SNSおよびYouTube

を活用した広報活動 

募集広報が大学広報

へ転機していく「統

合的広報」を実績よ

り最終分析、大学の

広報手段を確定 

数値目標 
資料請求数 

前年比：110% 

資料請求数 

前年比：105% 

資料請求数 

前年比：105% 

資料請求数 

前年比：105% 

資料請求数 

前年比：105% 

進捗状況 
資料請求数 

前年比：110% 

資料請求数 

前年比：101% 

資料請求数 

前年比：107% 

資料請求数 

前年比：127% 
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② 人件費比率抑制のための制度の検討・実施、補助金増加策の検討・実施、固定費の効率化の推進

を図る。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

職員の人事制
度の円滑な実

施 

具体的な 

実施内容 
導入 検証 検証 検証 検証 

数値目標 
職員人件費比率

23％ 

職員人件費比率

20％ 

職員人件費比率

18％ 

職員人件費比率

16％ 
職員人件費比率 16％ 

進捗状況 
職員人件費比率

22％ 

職員人件費比率

12％ 
職員人件費比 8.7％ 職員人件費比 7.8％  

教員の人事制
度の検討 

具体的な 

実施内容 
検討 導入 検証 検証 検証 

数値目標 
教員人件費比率

62％ 

教員人件費比率

55％ 

教員人件費比率

45％ 

教員人件費比率

39％ 
教員人件費比率 39％ 

進捗状況 
教員人件費比率

69％ 
教員人件費比 54％ 

教員人件費比率

49％ 

教員人件費比率

47％ 
 

補助金増加策
の検討・実施 

具体的な 

実施内容 

要件確認 

対応検討・実施 

要件確認 

対応検討・実施 

要件確認 

対応検討・実施 

要件確認 

対応検討・実施 

要件確認 

対応検討・実施 

数値目標 
補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比 100％ 

進捗状況 
補助額 

H28 比 110％ 

補助額 

H28 比▲32％ 

補助額 

H28 比▲50％ 

補助額 

H28 比▲52％ 
 

施設・設備維
持のための長
期計画の策定 

具体的な 

実施内容 
長期計画の策定 実施・見直し 実施・見直し 実施・見直し 実施・見直し 

数値目標 完成 ― ― ― ― 

進捗状況 長期計画案策定 ― ― ― ― 

経費の効率化
の検討 

具体的な 

実施内容 

ﾜｰｷﾝｸﾞ・ｸﾞﾙｰﾌﾟによ

る経費効率化の検討 
実施・見直し 実施・見直し 実施・見直し 実施・見直し 

数値目標 検討報告書 
管理経費 14％ 

教育経費 35％ 

管理経費 12％ 

教育経費 32％ 

2018 決算対比 

管理経費+2％ 

教育経費 +10％以

内（＊収容定員 60

名増加による） 

管理経費 9％ 

教育経費 30％ 

2019 決算対比 

管理経費+5％ 

教育経費 +15％以

内（＊収容定員 120

名増加による） 

管理経費 9％ 

教育経費 30％ 

2020 決算対比 

管理経費+2％ 

教育経費 +10％以

内（＊収容定員 40 名

増加による） 

進捗状況 

事務管理経費削減

（業務委託の見直

し、消耗品の削減、

各種機器の選定） 

H28 比 

管理経費▲5% 

教育経費▲19% 

＊学部設置経費除く

(教:65,033 千円) 

2018 決算対比 

管理経費▲26％ 

教育経費▲12％ 

＊学部設置経費除く

（教：11,000 千円） 

2019 決算対比 

管理経費▲19％ 

教育経費▲4％ 

 

法人業務の 
体制の確立 

具体的な 

実施内容 

前年度業務の検証、

改善 

事務組織改編による

体制の再構築 

業務の確立、検証 

業務の検証、改善 業務の検証、改善 業務の検証、改善 

数値目標 ― ― ― ― ― 

進捗状況 
法人業務の体制整備

完了 
法人業務の確立 ― ― ― 

業務分掌の見
直しと業務の
効率化の検討 

具体的な 

実施内容 

各部署業務の棚卸し、

業務分掌の見直し 

各部署業務の整理、

効率化策の検討、 

協議 

業務効率化をめざし

ＷＧによる業務削減

の推進 

各部署業務の検証、

改善 

各部署業務の検証、

改善 

数値目標 ― ― ― ― ― 

進捗状況 

事務組織の改編案を

検討、H30 に事務組

織改編 

事務組織改編の実施 
現状の効率化実施策

を共有した 

各部署の事務業務の

一部を電子化し、翌

年度より開始する電

子化業務の説明会を

おこなった 
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３．教育改革の実施 

教育の質向上を図るために、教育課程、教員組織の適切性、学修成果、教育支援体制、社会ニーズと

の適合性、教育資源の適切性等を検証し、教育のＰＤＣＡサイクルを回しながら教育改革を実施する。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

教育課程の見

直し・検討 

－教養学部完

成年度後を見

据えて－ 

具体的な 

実施内容 

DP、CP に基づく体

系的な教育課程の再

編成（学則変更） 

DP、CP に基づく体

系的な教育課程の再

編成(学則変更) 

教員の共通理解 

GPA、CAP、成績評

価等の分析による効

果の検証、見直し 

GPA、CAP、成績評

価等の分析による効

果の検証、見直し 

GPA、CAP、成績評

価等の分析による効

果の検証、見直し 

数値目標 
ｶﾘｷｭﾗﾑﾂﾘｰ、ｶﾘｷｭﾗﾑﾏｯ

ﾌﾟの再設定 

共通理解のための説

明会、研修会の実施 
― ― ― 

進捗状況 

検討した後、志願状

況を踏まえ教養学部

募集停止 

― ― ― ― 

授業参観制度

の導入、アク

ティブラーニ

ングへの転換

推進 

具体的な 

実施内容 

授業参観制度の構築 

AL の実態把握と定義

化 

授業参観制度の導入 

AL の努力義務化 

授業参観制度の実施

と評価検証 

AL の義務化 

授業参観制度の検証

と見直し 

AL の実施内容の検証 

授業参観制度の検証

と見直し 

AL の実施内容の検証 

数値目標 
構築・定義化（12 月） 

周知・共通理解（3 月） 

参観科目 30％ 

AL 実施率 50％ 

参観者率 90％ 

参観科目 40％ 

AL 実施率 80％ 

参観者率 95％ 

参観科目 50％ 

AL 実施率 100％ 

参観者率 100％ 

参観科目 60％ 

AL 実施率 100％ 

進捗状況 実施の検討 
参観者率 80.8％ 

AL 実施率 47.0％ 

参観者率前期 75.8％ 

参観者率後期 61.6％ 

参観者率前期 ― 

※コロナ禍により実

施せず 

参観者率後期 96.2% 

 

学修総合支援 

センターの見

直し 

具体的な 

実施内容 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

討、実施 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

証、見直し 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

証、見直し 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

証、見直し 

課外学修の充実・向

上のための施策の検

証、見直し 

数値目標 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

60％ 

教職支援講座：70％ 

公務員講座：70％ 

資格取得支援講座：

70％ 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

70％ 

教職支援講座：80％ 

公務員講座：80％ 

資格取得支援講座：

80％ 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

75％ 

教職支援講座：85％ 

公務員講座：85％ 

資格取得支援講座：

85％ 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

80％ 

教職支援講座：90％ 

公務員講座：90％ 

資格取得支援講座：

90％ 

対象者に対する参加

者数 

リメディアル学習：

80％ 

教職支援講座：90％ 

公務員講座：90％ 

資格取得支援講座：

90％ 

進捗状況 

教養学部の募集停止

により学修総合支援

センター廃止 

― ― ― ― 

教職員の共同

研修を通じて

学部目標の設

定と PDCA サ

イクルの構築 

具体的な 

実施内容 

教職員合同による定

期的な研修実施の検

討・実施 

教職員合同研修によ

る学部目標の設定 

教職員合同研修によ

る学部目標達成状況

の検証と見直し 

教職員合同研修によ

る学部目標達成状況

の検証と見直し 

教職員合同研修によ

る学部目標達成状況

の検証と見直し 

数値目標 
検討（8 月） 

実施（9 月） 

検証・見直し（8 月） 

実施（9 月） 

検証・見直し（8 月）

実施（9 月） 

検証・見直し（8 月）

実施（9 月） 

検証・見直し（8

月）実施（9 月） 

進捗状況 
9 月実施完了 

学部目標を学長に答申 

３つのポリシーの新

たな策定を実施 

― ― ― 

PDCA サイク

ル及び教学マ

ネジメントの

確立 

具体的な実

施方法 
― ― 

GPA 制度、CAP 制

度等の教学上の諸制

度の評価・検証 

GPA 制度、CAP 制

度等の教学上の諸制

度の見直し 

GPA 制度、CAP 制

度等の教学上の諸制

度の見直し 

数値目標 ― ― 評価・検証 見直し 見直し 

進捗状況 ― ― 
GPA 分布の公表検討 

（R2 より公表予定） 

GPA 分布を HP 公表 

CAP は学部科目を勘

案し、現状(45 単位)

とする。ただし継続

的に検討を行う。 
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４．学生満足度の向上 

① 学生が納得する進路の実現を可能とする支援体制を構築し、就職率を向上させること、及び学生

生活を充実させるための学友会活動、ボランティア活動等の活性化を図るための体制を強化し、

学生満足度を向上させる。 

② 効果的な奨学金制度の確立など学生の満足度を向上させる施策を検討・実施する。 
  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

離籍率減少へ向

けた具体的施策

の検討・実施 

具体的な

実施内容 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の検討 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の実施 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の実施、見直し 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の実施、見直し 

離籍データ検証、他

大学事例研究による

施策の実施、見直し 

数値目標 離籍率 4％ 離籍率 3％ 離籍率 2.5％ 離籍率 2.5％ 離籍率 2.5％ 

進捗状況 離籍率 5.9％ 離籍率 6.3％ 離籍率 5.3％ 離籍率 3.3％  

奨学金制度の見

直し 

具体的な

実施内容 

補助要件に対応する

効果的な奨学金制度

の検討、実施 

効果の検証と見直し 効果の検証と見直し 効果の検証と見直し 効果の検証と見直し 

数値目標 離籍率 4％ 離籍率 3％ 離籍率 2.5％ 離籍率 2.5％ 離籍率 2.5％ 

進捗状況 離籍率 5.9％ 離籍率 6.3％ 離籍率 5.3％ 離籍率 3.3％  

学友会活動等の

課外活動活性化

施策の検討 

具体的な

実施内容 

満足度調査等によるﾆ

ｰｽﾞ検証、学友会再

編、経費支援策の検

討 

学友会再編、定例会

開催、経費支援の実

施 

定例会開催、経費支

援の実施による参加

率、活動実績の検証 

学外指導者の採用や

環境整備による活動

実績向上施策の検討 

学外指導者の採用や

環境整備による活動

実績向上施策の実

施、検証 

数値目標 課外活動参加率 50％ 課外活動参加率 55％ 課外活動参加率 60％ 課外活動参加率 65％ 課外活動参加率 70％ 

進捗状況 課外活動参加率 41％ 課外活動参加率 46％ 課外活動参加率 39％ 課外活動参加率 25％  

就職率の向上と

地場優良企業へ

の就職者数の増

加 

具体的な

実施内容 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

地元金融機関深耕に

より、地場優良企業

からの内定獲得者数

の増加 

数値目標 
就職率 100％ 

地場優良内定 5 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 7 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 10 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 12 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 15 名 

進捗状況 
就職率 99.4％ 

地場優良内定 6 名 

就職率 96.5％ 

地場優良内定 4 名 

就職率 100％ 

地場優良内定 10 名 

就職率 93.8％ 

地場優良内定 27 名 
 

企業開拓の拡大

による就職先・ 

インターンシッ

プ先の増大 

具体的な

実施内容 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

訪問頻度・接触回数ｱ

ｯﾌﾟで就職先・ｲﾝﾀｰﾝｼ

ｯﾌﾟ先の開拓、派遣数

増加 

数値目標 5 社開拓、80 名派遣 5 社開拓、85 名派遣 5 社開拓、90 名派遣 5 社開拓、95 名派遣 
5 社開拓、100 名派

遣 

進捗状況 
11 社開拓 

88 名派遣 

3 社開拓、25 名派遣 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ科目受講生

激減のため、次年度

以降は取りやめ 

― ― ― 

教職協働による

就職支援体制の

強化 

具体的な 

実施内容 

教職連携で就職困難

学生の入学時からの

把握と対策の強化 

教職連携で就職困難

学生対策を推進、ｶｳﾝ

ﾝｾﾘﾝｸﾞ力向上 

教職連携及びﾊﾛｰﾜｰ

ｸ・外部機関の活用で

就職困難学生の人間

力ｱｯﾌﾟ 

就職困難学生の人間

力ｱｯﾌﾟ達成により地

場企業へ就職斡旋・

人材輩出 

就職困難学生の人間

力ｱｯﾌﾟ達成により地

場企業へ就職斡旋・

人材輩出 

数値目標 
困難学生 

対策強化 5 名 

困難学生 

対策強化 7 名 

困難学生 

対策強化 7 名 

困難学生 

対策強化 10 名 

困難学生 

対策強化 10 名 

進捗状況 
困難学生 

対策強化 2 名 

困難学生 

対策強化 7 名 

困難学生 

対策強化 6 名 

困難学生 

対策強化 4 名 
 

企業の採用ニー

ズの把握 

具体的な 

実施内容 

地域連携協議会の活

用及び企業訪問時に

企業ｱﾝｹｰﾄを実施 

地域連携協議会の活

用及び企業訪問時に

企業ｱﾝｹｰﾄを実施 

企業ｱﾝｹｰﾄ調査対象の

地場有力企業数の増

大 

地場有力企業への調

査をﾍﾞｰｽとした内定

獲得の促進 

地場有力企業への調

査をﾍﾞｰｽとした内定

獲得の促進 

数値目標 調査 50 社 調査 70 社 調査 80 社 調査 90 社 調査 100 社 

進捗状況 調査 22 社 調査 98 社 コロナのため未実施 調査 162 社  
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５．地域連携の推進 

地域に根ざした特色ある教育・研究の実施や教育資源を提供することで地域社会に貢献していく。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

地域連携協議会

による企業、高

校、行政との連

携強化 

具体的な 

実施内容 

企業との連携事業に

よる連携協定締結 

高大連携事業実施高

校の拡大 

企業向けｾﾐﾅｰの拡大

（中堅社員研修追

加） 

企業向けｾﾐﾅｰの拡大

（管理職研修検討） 

高大連携事業実施高

校の拡大 

地域連携協議会開設

5 周年記念ｲﾍﾞﾝﾄ開催 

企業向けｾﾐﾅｰの拡大

（管理職研修検討） 

高大連携事業実施高

校の拡大 

数値目標 研修受講者数：30 名 研修受講者数：40 名 研修受講者数：40 名 研修受講者数：45 名 研修受講者数：60 名 

進捗状況 研修受講者数：61 名 研修受講者数：37 名 研修受講者数：56 名 

コロナ禍の影響によ

書面による報告会と

した。 

 

市民への学び直

しのニーズ把握

と教育機会提

供、大学教育へ

の接続検討 

具体的な 

実施内容 

生涯学習ｱｶﾃﾞﾐｰ 

講座数増加 

生涯学習ｱｶﾃﾞﾐｰ 

通年開催検討 

生涯学習ｱｶﾃﾞﾐｰ 

通年開催 

講義形態を多様化し

地域の課題に対応 
通信制教育の検討 

数値目標 

受講者数:150 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施(12

月) 

受講者数:150 名 

受講者数:200 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施 

（12 月） 

受講者数:220 名 

受講者数:250 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施 

（12 月） 

進捗状況 

受講者数:99 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施、講

座 4 ｺｰｽ追加） 

受講者数:88 名 

受講者数:487 名 

ﾆｰｽﾞ調査の実施 

生涯学習ｱｶﾃﾞﾐｰ廃止 

コロナ禍の影響によ

り次年度に向け開催

方法を再検討 
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【専門学校】 

１． 認可等の準備 

    H29 H30 H31（R1） R2 R3 

理学療法士、作

業療法士養成校

指定規則の改定

に伴う変更承認

申請 

具体的な 

実施内容 
― ― 

千葉・柏リハビリテーショ

ン学院において変更承認申

請 

― ― 

数値目標 ― ― 申請・承認 ― ― 

進捗状況 ― ― 承認 ― ― 

高等教育段階の

負担軽減新制度

の機関要件確認

申請 

具体的な 

実施内容 
― ― 

各専門学校における機関要

件の申請 

各専門学校における機関要

件の継続申請 

各専門学校における機関要

件の継続申請 

数値目標 ― ― 申請・承認 申請・承認 申請・承認 

進捗状況 ― ― 専門学校 4 校 承認 専門学校４校 継続承認  

 

２． 管理・運営体制の整備 

    H29 H30 H31（R1） R2 R3 

専門学校 4 校の

業務の共通化・

効率化 

具体的な 

実施内容 
― ― 効率化の検討・協議 効率化の検討・実施 効率化の検証・実施 

数値目標 ― ― 
業務内容の整理と共通化に

向けた協議 
事務業務の共通化の実施 事務業務の共通化の検証 

進捗状況 ― ― 
経理業務の共通化・効率化

の協議 

経理業務の共通化・効率化

の協議継続、順次実施 
 

共通学科（看護

学科）の学科運

営の相互協力体

制の制度 

具体的な 

実施内容 
― ― 

国家試験対策の関係専門学

校の相互協力 

国家試験対策の関係専門学

校の相互協力 

国家試験対策の関係専門学

校の相互協力 

数値目標 ― ― 
国家試験隊対策の情報共

有・整理 
国家試験隊対策の業者統一 

国家試験隊対策の検証・改

善策の策定 

進捗状況 ― ― 
遠隔合同対策講座 

開講準備 

国家試験対策業者を 

一部統一 
 

学校評価実施に

向けた基準等の

整備 

具体的な 

実施内容 
  

学校評価委員の選任 

自己評価の実施 

学校評価委員の選任 

自己評価の実施 

学校評価委員の選任 

自己評価の実施 

数値目標   学校評価結果の公表 学校評価結果の公表 学校評価結果の公表 

進捗状況   
学校関係者評価の 

公表 

学校関係者評価の 

公表 
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【千葉・柏リハビリテーション学院】（平成 31 年 4 月合併のため、当年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

今後、厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよう、広報活動を

強化・検証していく。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

学生確保施策の

実施 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・高校訪問 

・高校ガイダンス参加 

・高校訪問 

・高校ガイダンス参加 

・高校訪問 

・高校ガイダンス参加 

数値目標 ― ― 
・訪問数 300 校（実数） 

・参加数 150 件 

・訪問数 305 校（実数） 

・参加数 160 件 

・訪問数 310 校（実数） 

・参加数 170 件 

進捗状況 ― ― 
・訪問数 336 校（実数） 

・参加数 156 件 

・訪問数 319 校（実数） 

・参加数 109 件 
 

 

２． 国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、合格率の向上に繋がる教育体制を整える。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

国家試験合格率

の向上 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・組織的な支援体制によ

る合格率の向上 

・組織的な支援体制によ

る合格率の向上 

・組織的な支援体制によ

る合格率の向上 

数値目標 ― ― 

・作業療法士合格率平均

合格率以上 

・理学療法士合格率平均

合格率以上 

・作業療法士合格率平均

合格率以上 

・理学療法士合格率平均

合格率以上 

・作業療法士合格率平均

合格率以上 

・理学療法士合格率平均

合格率以上 

進捗状況 ― ― 

・作業療法学科 

 合格率：93.9％ 

・理学療法学科 

 合格率：91.9％ 

・作業療法学科 

合格率：84.4％ 

・理学療法学科 

 合格率：70.5％ 

 

 

【岡山・建部医療福祉専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、当年度より追加） 

１．学生の確保施策の実施 

立地条件から、さらに厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよ

う、募集地域を広げた広報活動を強化・検証していく。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

学生確保施策の

実施 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・県外高校生の確保 

・県内高校生の安定確保 

・サテライト入試の導入

準備 

・県外高校生の確保 

・県内高校生の安定確保 

・サテライト入試の導入 

・県外高校生の確保 

・県内高校生の安定確保 

・サテライト入試の検証 

数値目標 ― ― 
・県外高校入学者数：40 人 

・県内高校入学者数：40 人 

・県外高校入学者数：50 人 

・県内高校入学者数：30 人 

・県外高校入学者数：50 人 

・県内高校入学者数：30 人 

進捗状況 ― ― 
・県外高校入学者数 41 人 

・県内高校入学者数 22 人 

・県外高校入学者数 23 人 

・県内高校入学者数 25 人 
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２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、合格率の向上に繋がる教育体制を整える。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

国家試験合格率

の向上 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・国家試験対策の見直

し、施策の実施 

・国家試験対策の見直

し、施策の実施 

・国家試験対策の見直

し、施策の実施 

数値目標 ― ― 
看護師国家試験合格率 

平均合格率以上 

看護師国家試験合格率 

平均合格率以上 

看護師国家試験合格率 

平均合格率以上 

進捗状況 ― ― 
看護師国家試験合格率：

79.3％ 

看護師国家試験合格率： 

92.3％ 
 

 

【葵会仙台看護専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、当年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

入学定員を増やしても、確実に学生が確保できるよう、広報活動を強化・検証していく。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

学生確保施策の

実施 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・定員を確保するための

募集活動の実施 

・定員を確保するための

募集活動の実施 

・定員を確保するための

募集活動の実施 

数値目標 ― ― 入学者：120 人 入学者：120 人 入学者：120 人 

進捗状況 ― ― 入学者：122 人 入学者：123 人  

 

２．国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、高い合格率を確保できる施策を実施する。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

国家試験合格率

の向上 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・国家試験に向けた教育

支援の実施 

・国家試験に向けた教育

支援の実施 

・国家試験に向けた教育

支援の実施 

数値目標 ― ― 国家試験合格率 100％ 国家試験合格率 100％ 
国家試験合格率 

100％ 

進捗状況 ― ― 国家試験合格率 97.5％ 国家試験合格率 95.8%  
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【葵会柏看護専門学校】（平成 31 年 4 月合併のため、当年度より追加） 

１． 学生の確保施策の実施 

今後、厳しい学生募集環境になることが想定されるため、確実に学生が確保できるよう、広報活動を

実施・検証していく。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

学生確保施策の

実施 

具体的な 

実施内容 
― ― 

・社会人入試志願者数の増

加 

・高校新卒志願者数の増加 

・オープンキャンパス内容

の再検討 

・高校訪問地域の拡大 

・社会人入試志願者数の増

加 

・高校新卒志願者数の増加 

・オープンキャンパス内容

の再検討 

・高校訪問地域の拡大 

・社会人入試志願者数の増

加 

・高校新卒志願者数の増加 

・オープンキャンパス内容

の再検討 

・高校訪問地域の拡大 

数値目標 ― ― 

・社会人入試志願者数 45

人 

・高校新卒志願者数 85 人 

・社会人入試志願者数 45

人 

・高校新卒志願者数 85 人 

・社会人入試志願者数 45

人 

・高校新卒志願者数 85 人 

進捗状況 ― ― 

・社会人入試志願者数 

44 人 

・高校新卒志願者数 

180 人 

・専門学校を学部化したた

め募集を停止した。 

・国際看護学部の入試志願

者数：198 人 

 

 

２． 国家試験合格率の向上 

国家試験の合格率が教育の成果と捉えられることから、高い合格率となる施策を実施する。 

また、卒業後の教育支援を充実させる。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

国家試験合格率

の向上 

具体的な 

実施内容 
― ― ― 

・教育支援の検討、実施 

・国家試験対策の実施 

・教育支援の検討、実施 

・国家試験対策の実施 

数値目標 ― ― ― 国家試験合格率 100％ 国家試験合格率 100％ 

進捗状況 ― ― ― 国家試験合格率 87.8％  

 

３． 専門学校の学部化に向けた準備 

令和 3 年 4 月に専門学校を学部化するための準備、申請を行う。 

  H29 H30 H31（R1） R2 R3 

葵会柏看護専門

学校の学部化 

具体的な 

実施内容 
― ― 検討 開設準備 開設 

数値目標 ― ― 
事前相談 

収容定員変更申請 
指定申請 ― 

進捗状況 ― ― 

事前相談により学部設置届

出可 

収容定員変更申請書 

提出 

国際看護学部設置届出済 

指定申請認可 
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（３）令和 2（2020）年度事業報告 

本法人は、平成 31（2019）年 4 月 1 日より、学校法人医療創生大学として、医療創生大学、千葉・

柏リハビリテーション学院、岡山・建部医療福祉専門学校、葵会仙台看護専門学校、葵会柏看護専門

学校を設置校として運営している。 

令和 2（2020）年度は、医療創生大学に心理学部臨床心理学科、及び生命理工学研究科生命理工学

専攻（修士課程・博士後期課程）が開設し、新たな学部・研究科構成でスタートする年度であったが、

新型コロナウイルスの影響により、授業、課外活動、研究活動、新入生の募集活動など、多くの活動

が一部制限され、計画通りに施策を実施することが困難な年度になった。 

大学では、いわき市内の感染状況や近隣の学校の状況等を踏まえて、教職員、学生の活動基準を設

け、教育・研究活動を実施した。年度当初は、各学部の ICT 技術が高い教員が団結し、講義科目にお

けるオンライン授業を導入することで、比較的４月末から教育活動を実施することができた。技能を

身につけるための演習科目においては、教室内の換気や学生同士の距離を確保するなど、新型コロナ

対策を十分に行った上で実施した。実践力を培うための学外実習においては、医療機関の状況等を踏

まえ、一部を学内の演習に代えて実施した。 

また、部活動・サークル等の課外活動においても一部活動時間を制限し、短時間で実施するととも

に、通学中、及び学外での行動についても注意を促した。 

これらの各種取組と、教職員、学生の個々人の努力の結果、令和 2（2020）年度中において感染者

は発生しなかった。 

なお、各専門学校においても新型コロナウイルスの影響下においても、各校で学生の実態等を踏ま

え、教育活動を実施した。 

このような状況の中、中期計画に基づき、令和 2 年度の各事業について、各学校で以下のとおり実

施した。 

 

法人・大学 

１．新たな大学のあり方の検討 

・新学部学科の設置検討（令和 2 年度事業計画「4.永続的に大学が発展するための今後の学部学科構成

および定員に関する検討」） 

令和 2 年度は、生命理工学研究科生命理工学専攻（修士課程）、生命理工学研究科生命理工学専攻

（博士後期課程）、心理学部臨床心理学科が開設し、これにより、本学は４学部５学科、２研究科 3 専

攻となった。 

生命理工学研究科生命理工学専攻（修士課程）は、修士課程で 2 人（入学定員充足率 40％）、博士

後期課程で 1 人（入学定員充足率 50％）、心理学部は 34 人（入学定員充足率 56.7％）の入学者を得

て、教育・研究活動を開始することとなった。 

生命理工学研究科においては、昇格等による教員組織の変更、心理学部では、科目担当者の一部追

加等の変更はあったものの、基本的には設置計画のとおりに教育研究活動を実施することができたが、

文部科学省より心理学部に対して「教育内容の充実等を通じ，入学定員未充足の改善に努めること。

（心理学部臨床心理学科）（令和 3 年 3 月 26 日）」との意見が付された。 
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令和 2 年度に完成年度を迎えた看護学部に対しても、「多くの専任教員が就任辞退又は辞任してい

ることから，原因分析とその結果に基づく改善策を適切に講じることにより，教育研究水準の維持向

上等に配慮した安定的な教員組織の編制に努めること。（看護学部看護学科）」「専任教員数が設置計

画から減少しているため，提示された教員の採用計画を確実に履行するよう努めるとともに，今後，

新たに教員の採用及び昇格の選考を行う際には設置計画履行状況等調査における教員審査を受審す

ること。（看護学部看護学科）」との意見が付され、履行状況報告が一年延長されることとなった。 

令和 2 年度事業計画に提示した今後の学部学科構成及び定員に関する検討については、学部学科の

統廃合として、健康医療科学部に臨床心理学科を統合することを検討したが、教養学部の設置時と同

様に、心理学部が学べることについて印象が薄れ、学生の確保が困難になることが想像できるため、

見送ることとした。定員の見直しについては、近年、入学者が減少傾向にあった薬学部薬学科の入学

定員を 90 人から 60 人へと減少させることについて検討がなされ、令和 2 年度 3 月に開催された理事

会で承認された。 

また、通信制学部設置検討委員会が設置され、今後の学部学科の設置についての検討がなされ、看

護学研究科（仮称）の設置については担当教員と事務局において検討されたが、どちらも見送られる

こととなった。 

 

・看護学部の定員増の検討（千葉看護学部（仮称））（令和 2 年度事業計画「1．国際看護学部」（仮称）

の設置準備）） 

千葉県柏市に設置している葵会柏看護専門学校の学生募集を停止し、新たに医療創生大学の看護系

学部として設置するべく、令和 2（2020）年 3 月 28 日付けで収容定員変更（増加）の認可申請を行

っていた国際看護学部は、令和 2 年 8 月 5 日付けで認可が得られた。 

国際看護学部は看護学科（入学定員 80 人）を擁し、学位は、「学士（看護学）」とし、教育課程上に

は、「国際看護学」の科目区分を設け、「グローバルな視点をもった社会に有為な保健医療人材の養成」

を目的としている。 

国際看護学部の施設・設備は、本館・東館を持つ葵会柏看護専門学校の施設・設備を流用しつつ、

新たに 897.41 ㎡の西館を増築した。 

専門学校の学生が卒業するまで、施設・設備が使用できる状況を担保しつつ、国際看護学部の学生

が使用する計画である。 

設備等の整備計画については、現在専門学校で使用している機器備品に加え 研究環境として増設

する西館の実験室へ新たに骨密度計、指尖容積、脈波計、連続血圧計、心拍・血圧リアルタイム解析

プログラム、時系列データ解析プログラム、非侵襲脳酸素モニタ、汎用超音波画像診断装置、体組成

計、レーザー血流計、暗視野顕微鏡システム、酸化還元分析装置等の実験実習機器を設置し、大学と

しての教育研究環境の拡充を図る。 

特に、演習・実習教育における環境を充実させるため、西館を含めた各実習室において、基礎、成

人、老年、母性小児、精神、在宅の各領域での演習ができるよう、高齢期擬似体験システムやシミュ

レーション教育のための多職種連携ハイブリッドシミュレータ、SCENARIO 等を既存の備品に追加

して整備する。西館１階には、MMPI 人格検査・WAIS 知能検査を含む精神看護学関連の備品と演習

室を整備した。 

また、教育課程や学部内委員会については、開設準備委員会を設置し、十分に検討を行った。広報
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活動においては、新型コロナウイルスの影響を受ける中で、オープンキャンパスや高校訪問等を実施

し、88 人の入学者を得ることができた。 

なお、国際看護学部の運営を行うため、いわきキャンパスの事務局と連携し、4 月の柏キャンパス

の始動に間に合うよう、諸規程の整備や業務の引継ぎを行った。 

今後、事務がきちんと運用されていることについて点検し、改善していく。 

 

２． 収支改善策の検討・実施 

・高大接続改革を見据えた入試改革の検討 

高校教員とのヒアリング、志願希望者の経過や資料請求者の分析を基本として、入試志願状況、文

部科学省大学入試室答申に基づき、入試判定基準や入試種別、募集定員の配分を入試･広報委員会に

て検討し、本学のアドミッションポリシーに基づいた入試改革を検討、導入した。 

総合型選抜入試や学校推薦型選抜入試においては、調査書の他、受験生自身が高校３年間の活動内

容を記入する「活動記録記入票」の提出を課し、大学進学の理由を高校教員、受験生のそれぞれから

高校 3 年間の活動を記載させ、面接の際にも活用し、「ルーブリック評価基準」に基づき選抜を実施

した。 

また、全ての入試において「学力」試験を課し、「学力の 3 要素」を高校教育で確実に身につけ、本

学教育で更なる伸長を図るために、多面的・総合的に選抜を行ってきた。 

 

・募集活動の検証と新たな施策の検討（令和 2 年度事業計画「2.募集・広報ターゲットの拡大」） 

本学は、高校訪問、オープンキャンパス、進学相談会・高校ガイダンス、ホームページ等、受験媒

体により、高校教員や高校生、保護者に対して情報の提供を行っている。 

令和 2 年度より、広報業務を企画課が担当し、入試業務を教務学生課が担当する２部署体制で募集

活動を行った。広報活動を実施するにあたっては、事務局内で募集・広報ワーキング・グループ（以

下、「WG」という。）において、過去の入試実績や募集活動（イベント、ホームページの内容等）に

ついて検証しながら、広報活動に関する内容等について協議し、「高校生の不安を解消する広報」を念

頭において、募集活動を行った。 

令和 2 年度は、新型コロナウイルスの影響により、本学の広報活動が大きく制限された。 

広報活動の主軸としていた高校訪問は、県をまたぐ移動が制限されていたことから、高校によって

は敬遠されることとなったため、国による制限が緩和された 7 月に広報の重点エリアとして設定した

山形県、宮城県、茨城県に加え、秋田県の各高校を訪問した。 

なお、茨城県においては、国際看護設置準備室と調整のうえ、訪問活動を実施した。 

期中に、薬学部のスカラシップ入試を実施することが決定したが、移動が制限されていたことから、

全国約 5,000 校にダイレクトメールを郵送し、情報の提供に努めた。 

オープンキャンパスにおいても、イベントの自粛等の風潮により、従来どおりの来場型オープンキ

ャンパスではなく、感染拡大防止の観点から、午前・午後入替制、事前申し込み制とし、入替制のた

め、短時間で学部理解や相談が受けられるように企画し実施するとともに、オープンキャンパスとは

別に 6 月～9 月に個別見学会の機会を設け、情報の提供を行った。 

また、移動の制限により来場できない高校生がいることを想定し、自宅でも大学の雰囲気や学部の
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理解ができるように、動画の公開、YouTube による生放送の実施、個別相談に代わる LINE 相談の実

施など、新たな取り組みとして WEB オープンキャンパスを実施した。 

高校生と直接接触する機会として重要視していた「進学相談会」「高校ガイダンス」の多くが中止と

なったため、資料請求者に対して、こまめにダイレクトメールを送付し、学部理解に努めた。 

オンライン相談会の機会を新たに設けたが、申込者が 0 人であった。この結果を受け、高校生は長

時間の相談よりも、LINE 等による短時間の相談の方が相談しやすいと仮定し、次年度は一定期間（6

～7 月）に LINE 相談会を実施することを計画している。 

また、WEB による広報を強化するため、ホームページに公開する情報を検討し、大学の活動が日々

確認できるよう「今日の大学」（WEB 上の大学の日記として位置づけたもの）を設置するとともに、

作業療法学科や公認心理師等の職業理解、本学の教員の紹介を図るため、医療従事者、教員によるコ

ラムリレーを実施した。 

その他、認知度向上のためにいわき市内の書店の協力を得て、書籍購入者への本学名称入りのしお

りの配付や薬剤師に関するテレビドラマ放映の機会に乗じてテレビコマーシャルや SNS 等による薬

学部に特化した広報を実施した。 

上述のとおり、新型コロウイルスにより活動の制限を受けた中であったが、いわきキャンパスにお

ける入学者数は 266 人から 277 人へ増加した。 

 

・広報改革の検討（令和 2 年度事業計画「2.募集・広報ターゲットの拡大」） 

令和 2 年度は、中期事業計画では教育実績による広報コンテンツ、新たな WEB 媒体の検討をする

年度として位置づけられている。 

上述の「・募集活動の検証と新たな施策の検討（令和 2 年度事業計画「2.募集・広報ターゲットの拡

大」）」に詳述したとおり、新型コロナウイルスの影響により、WEB オープンキャンパスの実施や動画

の作成、ホームページの内容の見直しなど、WEB による広報を強化する年度になった。 

特に、令和 2 年度は、昨今の高校生の動向、及び新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、遠方か

らでも、気軽に簡単に学部の理解ができるように、各種動画を作成し、YouTube で公開し、積極的に

情報を公開した。 

また、Twitter や Instagram による広報を実施した。各学部でも SNS や YouTube を活用し、情報

の提供に励んだ。 

WEB 媒体による広報の他、高校訪問や進学相談会に代わる手段として、ダイレクトメールに改め

て着目し、年間 11 回にわたり資料請求者に送付し定期的に情報を発信した。 

上記の中で、YouTube による動画配信、ダイレクトメールについては、認知度、及び興味・関心度

の向上に一定の効果があったと考えている。 

なお、各種取組の結果、資料請求者数は、令和元年度の 4,549 人から 5,772 人へ増加した。次年度

においても継続して実施する計画である。 

 

・補助金増加策の検討・実施 

（私立大学等改革総合支援事業採択、及び競争的外部資金の積極的な獲得を目指す） 

平成 30 年 7 月 17 日理事会決定し、令和元年 7 月 26 日、令和 2 年 7 月 28 日に理事会で内容が更

新された「学校法人医療創生大学経営改善計画（平成 29 年度～令和 3 年度）（5 カ年）」を基礎資料と
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した「私立大学等経営強化集中支援事業」に申請し、昨年度に引き続き、採択された。 

 

・経費の効率化の検討（部署間共有の検討、費用対効果の検証、光熱水費の削減など） 

教職員人件費の削減策は平成 30 年 1 月以降継続して実施している。また、電力契約先の見直し、

調達方法の見直し、照明の LED 化、ペーパーレスの推進、ICT 化の推進、講義用什器類の新規購入

を修繕や流用で代用し、大学運営の維持管理にかかる経費の削減を行った。事務効率化として、電子

決済を導入し、事務業務の取り扱いを軽減した。 

 

・法人業務の体制の確立（学校法人葵会学園との合併に伴う業務の見直し・効率化（会計システムの導

入促進など）） 

令和 3 年 4 月に国際看護学部が開設することに伴い、総務課関係業務（人事関連、調達関連、会計

システム、資産管理、研究費管理、図書館など）、教務学生関係業務（教務系システム、シラバス、教

授者便覧、履修の手引き、各種委員会、学習支援システム、学生証作成、学割など）を、令和２年 12

月末までに各担当者へ業務説明をおこない、3 月末まで支援を継続実施した。 

 

・業務分掌の見直しと業務の効率化の検討 

物品・消耗品等の調達及び図書調達について、現行の紙による調達申請から電子による調達申請方

式への改善検討、出張命令書及び報告書の電子化への改善検討をおこない、Garoon のワークフロー

機能を利用した方式を2月末までに制作した。また、計算ミスを軽減する旅費精算の仕方も改良した。

これらの電子方式を令和 3 年 4 月からの運用開始に向けて 3 月 24 日に全教職員向けのオンライン説

明会を開催した。 

 

３． 教育改革の実施 

・授業参観制度の導入（令和 2 年度事業計画「3.教育の質の向上」） 

FD・SD 委員会を中心に、今年度全教員による授業参観制度の導入を計画してきた。前期はコロナ

禍の影響により、リモート授業対応や実習･実技優先により直接的な授業参観ができない状況下にあ

ったが、新たな授業形態においても参観可能な方法を委員会で検討し、年度内での授業参観率は

96.2%（専任教員 104 名中 100 名）であり、次年度に向けた自他授業改善につなげることができたと

考える。参観できていない 4 名については特任教員が占めており、学部授業科目担当がなかったとは

いえ、他者授業改善につなげるため、次年度以降は参観実施を図っていく。 

 

・PDCA サイクル及び教学マネジメントの確立（令和 2 年度事業計画「3.教育の質の向上」） 

教学マネジメントの確立に向け、学生の入学前から卒業後までの一連の学びの実態をデータ化し、

特に「保有学生データ、GPA 制度、CAP 制度等の教学上の諸制度」の分析を行ってきた。本学学生

の標準モデルを構築するため、離籍者・留年者の特徴を把握、また毎年同様の検証を可能とするため

の PDCA サイクル確立を目標とし、教務委員会を中心に活動してきた。 

医療系学部は、国家試験合格を目指す教育支援を行っているため、専門科目の成績データを分析す

ることで、国家試験合格に必要な「授業レベル」「成績評価」に、科目や教員単位で適した授業・評価
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が行えているかを「ヒストグラム」を活用し適正性の検証、科目単位での成績平均点から履修者全体

の理解度、標準偏差から履修者全体の理解度のばらつき度合いがを視覚的に把握できるようになった。 

また、プレイスメントテスト等による基礎学力が定着していない学生に対し、土曜日を中心に「学

内学習塾「クラムスクール」を薬学部・健康医療科学部にて実施した。結果、前期基礎科目の成績向

上につなげることができ、今後「学力不振からの離籍防止」にも大いに期待できると考える。 

しかし、最終成績については、再試験の結果が反映され、合格ラインに集中する科目も散見されて

いるため、今後、再試験前の成績データから、最終成績までを追うことができるよう、教務委員会を

中心に継続した活動を行っていく。 

 

・遠隔授業の実施 

2020 年度の新型コロナウイルス感染症対策として、遠隔授業を実施した。 

本学では、これまでに学修環境の中に遠隔授業実施が可能な次の設備を整備していた。 

・インターネットを介して利用できるＬＭＳ(Learning Management System)の全学的利用 

・ワープロ、表計算、プレゼンテーションおよび Web 会議（Microsoft Teams）等のソフトウェアを

学生の個人機器で利用可能な包括ライセンスの締結 

・全学生へのタブレットＰＣ配布 

これらの資源を利用し、４月末より遠隔授業を試験的に開始し５月上旬には全科目に範囲を広げた。

授業形態はＬＭＳおよび Web 会議システムを利用した同時双方向型およびオンデマンド型とし、教

員は研究室または自宅からＰＣを使い配信を行った。 

また、実施前（４月）に、次のような準備・実施に臨んだ。 

・全学生への PC 貸与と不具合機器対応 PC の準備。 

・学生の通信環境に関するアンケート調査により、遠隔授業の実施可否の確認。 

・教員向けマニュアルの作成、研修と授業のシミュレーションの実施 

・学部毎の教員間の支援体制の整備 

さらに、面接形式の受講生と、教室外での受講生（移動制限のある地域に居住する学生や感染の疑

いのある学生、留学生）が混在するハイブリット型の授業に対応できるよう施設整備補助金「遠隔授

業の環境構築の加速による学修機会の確保に係る補助事業」を使用し配信用機材３教室と、スタジオ

設備１教室を整備した。 

 

４． 学生満足度の向上 

・離籍率減少へ向けた具体的施策の検討・実施（令和 2 年度事業計画「3.教育の質の向上」） 

令和 2 年度の離籍率は 3.9％で、前年度に比べて 2.1％の減少が見られた。離籍の要因やプロセスを

把握するため、過去の離籍状況について分析を行うと共に、チューターガイドラインの内容改定、全

学生へのチューター面談のスケジュール化および全学離籍防止システムを構築し、実施した。今後、

学部長によるチェック体制を強化し、さらなる徹底を図る。 

離籍へのアラートを早期に抽出することが重要であり、情報共有ツールとしてキャンパスプランの

学生カルテ運用方法について見直し、記入者による危険度の判断差異が極力少なくなるよう、離籍危

険度の数値化を行うよう改善した。また、学生カルテへの記入をチューターだけではなく、全学的な
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出席状況や学費納入状況等、事務局からの情報を加えることにより、多角的な視点から離籍アラート

を抽出することができるようになった。 

また、4 月上旬に発令された緊急事態宣言の影響により、休校措置を余儀なくされ、大学への登校

が制限されたことにより、就学意欲を失ってしまわないよう、感染予防措置を十分に取り 6 月から段

階的に対面授業を開始した。感染予防措置のひとつとして、LMS を利用した毎朝の体調チェックがあ

り、体温測定をはじめとした体調を報告することで、体調確認の習慣をつける施策を行った。 

 

・奨学金制度の見直し 

本学における日本学生支援機構の奨学金を利用する学生は、近年増加傾向にあり、令和 2 年度には

全学生の 7 割にあたる学生が利用している。また、令和 2 年度から新たに導入された高等教育の修学

支援新制度の受給者は全学生の約 1 割が対象という状況下にある。 

制度について知らなかったということが発生しないよう、Web サイトおよび LMS での告知やガイ

ダンスでの周知を行った。修学支援新制度における給付奨学金の採用に伴い、一種奨学金受給者は一

種の支給額が減額されるなど、個別の受給状況ごとに異なる複雑な対応が必要となった。 

また、コロナ禍における修学支援措置として、「学びの継続」のための学生支援緊急給付金が実施さ

れ、本学でも 2 回の対応を行った。スピードを重視した給付制度であり、支援対象となる学生につい

ては各大学の判断に任せられるという内容だったため、本学では申請された内容に対して、収入減少

の状況、奨学金の受給状況、GPA などを判断基準として 73 人の学生に受給した。 

 

・学友会活動等の課外活動活性化の検討 

急速に拡大したコロナ禍の影響により、学友会活動については大幅な制限をかけざるを得なくなり、

団体によっては部員の減少により活動の継続が困難になるところも現れた。部活動等学生活動の活発

化は、学生生活の活性化につながる重要な要素であるため、当初 4 月に予定していた学友会の各団体

個別の説明会を、コロナ禍の状況が一段落した 8 月に、3 日間に日程を分けて講堂ロビーで実施する

ことで密集状態を回避しながら新入部員獲得のサポートを行った。 

また、学友会活動の集大成と言える学園祭においては、コロナ禍で開催が危ぶまれる中だったが、

学園祭実行委員の学生と協働して大学事務局員で構成された学生支援ワーキンググループのメンバ

ーが企画に加わり、例年行われてきた学外からの集客型のイベントを一新し、本学学生のみを対象と

し、学生同士のコミュニケーションに主眼を置いた企画を新たに立ち上げ、広い空間を確保できる体

育館と講堂を利用したイベントとして実施した。 

全学生の約 3 割にあたる学生が参加を得ることができ、開学から綿々と引き継がれてきた学園祭の

灯を絶やさずに、新たな形でのイベント実施の可能性を示すことができたことは大きな成果であった。 

 

・就職率の向上と地場優良企業への就職者数の増加 

完成年度を迎えた看護学部から初めての卒業生を輩出した年となったが、大学全体としての就職率

は 93.8％に留まった。就職活動の解禁とコロナ禍による休校や行動制限の時期が重なり、厳しいスタ

ートとなった一年であったが、ビデオ会議システムを利用したオンラインによる遠隔就職サポートを

5 月から開始し、就活期間の空白ができないようこまめなケアを行った。企業側も会社説明会や面接

をオンラインで行う動きがあり、結果的にはオンライン面接に対する練習機会となった。 
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看護学部の内定率は早い段階で 97.1％と高い数値を示していたが、国家試験の不合格による未就職

者があり、結果として 91.4％であった。しかし、看護学部初の卒業生という期待は大きく、地域の基

幹病院への就職件数が 21 件と高い数値を示した。また、薬学部は開設以来初めてとなる新卒全員が

国家試験合格を果たし、就職率 100％を達成した。 

 

・教職共同による就職支援体制の強化 

各学部に就職委員会が設置されており、大学事務局に集まる求人情報や内定報告を学部と共有しな

がら学生サポートに当たっている。例年実施している合同企業説明会はコロナ禍により昨年度末は中

止を余儀なくされ、今年度は初めての試みとしてオンライン環境での実施となったが、各学部教員の

積極的な参画により、トラブル無く実施することができた。 

 

・企業の採用ニーズの把握 

コロナ禍により企業等と大学の相互の訪問が制限されている中であったが、学外の求人情報サービ

スを利用した求人情報の集約化を進め、特に地元企業での利用を推進してきた。 

また、本学学生に求める人材像を把握するため、就職先企業に対するアンケート調査を実施し、得

られたデータを分析することで、企業の採用ニーズと本学学生のマッチングを図れるよう、取り組み

を進めていく。 

 

５． 地域連携の推進 

・地域連携協議会による企業、高校、行政との連携強化 

地域連携協議会での活動はコロナ禍の中、ほとんどできない状況であった。役員会、総会について

は集まりを避け、書面表決による連絡・審議として実施した。 

 

・市民への学び直しのニーズ把握と教育機会提供、大学教育への接続検討 

開学以来、毎年継続していた公開講座であったが、コロナ禍の影響下で実施することができず、空

白の一年間となった。次年度に向けてニーズ拡大により急速に進歩したオンライン環境を利用し、今

後新たな形での公開講座を計画している。従来受講していた年齢層は高齢者が主であったが、今後は

若年層への広がりも視野に入れた展開をしていく予定である。 

 

専門学校 

１． 認可等の準備 

・2021 年度高等教育段階の負担軽減新制度の機関要件確認継続申請 

専門学校 4 校が設置する県に、高等教育段階の負担軽減新制度の機関要件確認継続申請を行い、専

門学校 4 校ともに適用機関の継続承認を受けた。 
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２． 管理・運営体制の整備 

・専門学校 4 校の業務の共通化・効率化を図る 

経理業務の共通化・効率化に向けた協議を前年度から継続して行った。 

各学校の経理担当者間での情報共有、勘定科目を統一、学生納付金管理台帳を統一するなど順次業

務の共通化を図っている。 

学生募集については、パンフレット配布協力、高校訪問の対象地域分け、高校ガイダンス参加担当

者の調整、オープンキャンパスの実施支援などの相互協力を継続して実施し、学生確保に、より実効

性のある効率化を図っている。 

 

・共通学科（看護学科）の学科運営の相互協力体制の整備 

Web 国家試験対策講座の実施が大半となった業者による対策講座ではあったが、３校共通実施には

いたらなく、複数校のスケールメリットを生かし一部業者統一による経費の削減を行った。 

遠隔国家試験対策講座開講のための検討会は、実施に向けた各学校の施設設備の整備について、継

続して検討している。 

 

・第 3 者評価実施に向けた基準等の整備 

前年度に引き続き専門学校 4 校ともに学校関係者評価を実施した。 

学部に改組した葵会柏看護専門学校と閉校を決めた岡山・建部医療福祉専門学校の 2 校が募集停止

を決めたことから、千葉・柏リハビリテーション学院と葵会仙台看護専門学校の 2 校が第 3 者評価実

施に向けた基準等の整備を図っていく。 

 

千葉・柏リハビリテーション学院 

１． 学生の確保施策の実施 

新型コロナウィルス感染症の影響により、令和２年３月～６月における進路説明会やオープンキャ

ンパスの中止が相次いだ。また、オンラインでの開催についても受け手の環境整備が間に合わず、実

施困難な場面が続いた。 

非常事態を乗り切るために、６月中旬からは毎日少人数の見学者を受け入れる体制を取り、365 日

の見学会及び説明会を実施してきた。その結果、入学試験開始直後から多くの受験者が希望し、全 8

回の入学試験中、前半の 4 回で理学療法学科及び作業療法学科の定員を確保した。 

また、入学者の学力についても前年度を上回り、学生募集活動の目標として掲げている定員の確保

と入学者の質の向上の両方を達成した。 

 

２． 国家試験合格率の向上 

理学療法学科については、当初から合格圏内の学生が多く、国家試験直前までその傾向が続いてい

た。しかし、試験結果は下位層の不合格が多くなってしまった。学習内容の不足があったと見られる。 
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作業療法学科については、国家試験合格水準に達している学生が極端に少ない状態から毎日の学修

を経て、学力の向上を図ることができ、合格者を多く出すことができた。 

両学科共に全員合格を心がけ、最後まで全力で学修の支援を実施してきた。また、在学中に不合格

となった場合の次年度受験に向けた学修支援コースも２年前より実施しており、更に注力することと

している。 

 

岡山・建部医療福祉専門学校 

１． 学生確保施策の実施 

前年度、定員を確保できなかった反省から 2021 年度入学者の学生募集活動については、学校の地

域環境を考え、2 つの寮を活用した県外高校生の確保を更に進めるという方針を決め、山陰地区・中

国地区・四国地区に焦点を絞り学校訪問等、募集活動を展開した。 

また、2 年以上前から大阪、京都等の関西地区は学生確保が非常に厳しい状況であったが、兵庫県

だけは過去の実績から募集活動は例年以上に訪問した。しかしながら、今後学生確保がより一層困難

になり回復が見込めないという判断から学生募集停止を決定した。 

2021 年 1 月に岡山県、岡山市担当課、在校生、各高等学校・予備校、地域住民等に学生募集停止の

通知（ホームページにも掲載）を行い、2021 年 2 月以降は 2021 年 4 月入学予定者の出身校、在校生

の出身校、過去指定校を出していた高等学校を重点的に訪問し、学生募集停止の理解を求めた。 

結果、2021 年 4 月の入学生は 48 名と大きく定員を下回った。 

 

２． 国家試験合格率の向上 

国家試験合格率を上げるために、昨年同様 1 年生から模試を実施し、３年生は従来の夏季休暇・冬

期休暇期間に業者・非常勤講師並びに専任教員による補講を行い国家試験対策の徹底を図る。 

2020 年度看護師国家試験の結果は、受験者 39 名中 36 名（92.3％）の合格となった。 

 

葵会仙台看護専門学校 

１． 学生確保施策の実施 

令和 3 年４月に、定員 120 名に対して 123 名を受け入れた。志願者数 407 名と前年度から 90 名増

加した。 

今年度は志願者 500 名を目標とする。昨年度 AO 受験者は 134 名（前年度 88 名）で、その内最終

Ⅴ期までに延べ 213 名が受験している。今年度 AO 受験者の目標を 200 名に設定し、その内最終Ⅴ期

までに延べ 300 名（AO 受験者）の受験者を目指す。そのため例年７月上旬から８月初旬に実施され

る高等学校の進路に関する３者面談に向け地元宮城県内の高等学校を中心に、受験実績のある東北圏

内の高等学校を重点的に広報する計画である。 
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２． 国家試験合格率の向上 

学生募集活動に大きな影響を与える令和３年国家試験合格率は、学年 71 人が受験（受験率 100％）

し、68 人が合格（95.8％）となった。不合格者となった 3 名も准看護師試験は合格しており、就職率

は 100％であった。今年度は定員を 120 名に増加した初回の国家試験となり、「全員受験・全員合格・

全員就職」に向けたきめ細やかな支援を引き続き推進する。 

具体的には 4 月時点で模擬試験等の結果から合格圏外レベルの学生を小グループ化し、重点的に弱

点対策を実施していく。また、全教職員が「国家試験 100％合格」を実現するために、個々の強みを

最大限に発揮できる組織つくりを行っていく。 

 

葵会柏看護専門学校 

１． 学生確保施策の実施 

令和３年４月に専門学校を学部化にするため、令和２年度に行う令和３年度専門学校入学生の募集

を停止した。 

 

２． 国家試験合格率の向上 

学年担当教員が中心となり、各学年の学生の学修状況と学修効果の把握に努め、国家試験対策担当

教員と学年担当教員が連携し、学生の科目修得レベル別（模試の結果等を参考にして）に国家試験対

策を進めた。学修効果が表れない学生は、空き時間や授業時間後に個別指導を行い、自宅での学修の

継続につながる支援を実施した。また、保護者との連絡を密にし、自宅での学修の継続の必要性を促

した。 

このような教育支援の結果、第１期生の国家試験合格者は、受験者 74 名に対して 65 名の合格率

87.8％となった。不合格９名の内８名は准看護師試験を受験し合格して准看護師として内定先に就職

した。また、１名は内定先で介護職として就職となり、就職率は 100％であった。 
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Ⅲ 財務の概要 

（１）令和２年度決算について 

 2019（平成 31）年 4 月に１大学４専門学校を有する学校法人医療創生大学として教育事業を開始し

て２年目を迎え、2020（令和 2）年 4 月には心理学部が新たに開設した。また、2021（令和 3）年 4 

月に千葉県柏市の葵会柏看護専門学校敷地内に医療創生大学国際看護学部が開設する。 

 

資金収支計算書 

学校法人は、毎会計年度に当該会計年度の諸活動に対応するすべての（収益事業会計以外）収入・

支出の内容、支払資金の収入・支出の顛末を明らかにしている。 

当年度の収入においては、学生生徒等納付金収入のほかに、借入金等収入（835 百万円）、修学支援

新制度により学生の授業料等減免費交付金として大学は国庫補助金収入、専門学校は地方公共団体補

助金収入で計 148 百万円を計上している。 

当年度の経常外経費は、2020 年度は、経常外経費として、医療創生大学柏キャンパス国際看護学部

にかかる準備経費として 965 百万円、テレビ会議費用として 1 百万円を支出した。  

資金収支差額▲136 百万円のうち、経常外支出の 966 百万円、退職金支出の 29 百万円を除外する

と 859 百万円となる。これには、大学のＩＣＴ活用を促進する学習環境更新整備の①大学情報システ

ム機器の更新（124 百万円）、②学習支援システムＣラーニングの導入（3 百万円）、③教室プロジェ

クタ更新費（13 百万円）、④学生寮増室（85 百万円）、⑤学生駐車場（10 百万円）、⑥文科省大学遠隔

授業活動推進事業（10 百万円、1/2 補助）、専門学校では、教務システムの導入経費（7 百万円）が含

まれている。修学支援新制度により大学及び専門学校で奨学金支出が増加している。また、未完成学

部（健康医療科学部・心理学部）にかかる支出も含まれており、今後の学年進行に伴い経常経費上の

収支バランスはさらに向上する。なお、大学では人件費および管理経費の削減策を継続実施した。 
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事業活動収支計算書 

学校法人は、毎会計年度の 3 つの活動（教育活動、教育活動以外の経常的な活動、それ以外の活

動）に対応する事業活動収入・事業活動支出の内容を明らかにし、基本金に組み入れる額を控除した

会計年度の諸活動に対応するすべての事業活動収入と事業活動支出の均衡の状態を明らかにするた

めに作成している。なお、資金収支計算書にはみられない非資金取引科目がある。 

専門学校の減価償却費については、過年度修正として減価償却額の累計額を修正している。これに

伴い、「その他の特別支出」として 162 百万円を計上している。また、特別収入として、文部科学省

私立学校情報機器整備費（遠隔授業活用推進事業）補助金 4.8 百万円が計上されている。 

2020予算 2020決算 差異

3,243 3,139 104
58 59 ▲ 1
11 9 2

410 421 ▲ 11
64 71 ▲ 7
40 61 ▲ 21

1,000 835 165
1,728 1,156 572

▲ 1,369 ▲ 1,141 ▲ 228
1,832 1,832 0
9,130 6,445 2,685

人件費支出 2,090 1,978 112
　教員人件費 1,697 1,565 132
　職員人件費 367 375 ▲ 8
　役員報酬支出 13 9 4
　退職金支出 11 29 ▲ 18
教育研究費支出 1,302 1,122 180
管理経費支出 518 493 25

64 99 ▲ 35
施設関係支出 854 864 ▲ 10
設備関係支出 164 351 ▲ 187

420 318 102
資金支出調整勘定 ▲ 306 ▲ 479 173
翌年度繰越支払資金 3,971 1,696 2,275

50 - -

9,130 6,445 2,685
2,139 ▲ 136 2,275

雑収入

予備費
支出の部合計

収入の部合計

資金収支差額

資産運用支出・その他の支出

借入金利息・返済支出

借入金等収入

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

付随事業・収益事業収入

前受金収入・その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
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貸借対照表 

財政状態を明らかにするために作成されるもので、資産の部、負債の部及び純資産の部からなり、

資産、負債及び純資産の科目ごとに当該会計年度末の額を前会計年度末の額と対比して記載してい

る。 

資産の部の総額は、平成 31（2019）年度末に対し 326 百万円の増加となり、19,351 百万円となっ

た。固定資産が 441 百万円増加して 17,531 百万円となり、流動資産が 115 百万円減少して 1,819 百

万円となった。固定資産の増加理由は、令和 3 年 4 月に開設する国際看護学部の建物、設備、図書の

取得によるものである。 

負債の部においては、1,037 百万円の増加となり 4,217 百万円となった。 

基本金においては、第 1 号基本金にて 467 百万円の組み入れとなった。また、第 4 号基本金は、

大学および専門学校の令和元年度決算数値をもとに算出し組み入れを行った。 

科目 2020予算 2020決算 差異
学生生徒等納付金 3,243 3,139 104
手数料 58 59 ▲ 1
寄付金 12 10 2
経常費等補助金 410 416 ▲ 6
付随事業収入 64 71 ▲ 7
雑収入 40 46 ▲ 6

収入計 3,828 3,744 84
人件費 2,165 2,026 139
　教員人件費 1,697 1,565 132
　職員人件費 367 375 ▲ 8
　役員報酬 13 9 4
　退職金・退職給与引当金繰入 87 73 14
教育研究費 1,840 1,710 130
　減価償却費 537 586 ▲ 49
管理経費 592 562 30
　減価償却費 73 70 3

支出計 4,598 4,299 299
教育活動収支差額 ▲ 769 ▲ 554 ▲ 215

教育活動外収支差額 0 0 0
経常収支差額 ▲ 782 ▲ 554 ▲ 228
特別収支差額 2 13 ▲ 11

予備費 50 - -
基本金組入前当年度収支差額 ▲ 829 ▲ 706 ▲ 123

基本金組入額合計 151 ▲ 1,108 1,259
当年度収支差額 ▲ 677 ▲ 1,815 1,138

3,832 3,772 60
4,661 4,478 183

教
育
活
動
収
支

事業活動支出計
事業活動収入計
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（２）財務比率 

●法人全体の状況 

法人全体の事業活動収支計算書をもとに、財務比率を算出した。 

令和２（2020）年度は、平成 31（2019）年 4 月に学校法人葵会学園と学校法人いわき明星大学が

合併し、１大学４専門学校を有する学校法人医療創生大学として、教育研究活動を開始して２年目

である。 

これまでの法人の活動は、平成 27（2015）年度は学校法人明星学苑から分離し新法人として法人

活動のみを運営した 6 か月となった。平成 29（2017）年度は、周年事業寄付金による経常収入の増

加により各種比率に大きな影響を及ぼし、近年の財務比率との比較が困難な結果となった。平成 31

（2019）年度は学校法人葵会学園との法人合併、多額の寄付金収入により経常収入が増加した。こ

のような状況からみて、財務比率による法人全体の検証は難しい状況である。 

しかし、この数年にわたる大学の収容定員充足率の回復に伴い、学生生徒等納付金比率が安定し

ていること、運営経費のうち、管理経費割合が 15%程度に抑えられていることは望ましい状況であ

るといえる。また、経常費補助金比率は若干増加しているが、今後は、大学運営を通常化するため

の補助金獲得という点から転換し、先進的な大学教育研究活動を推進させる施策や国際化に向けた

体制等を構築しさらに補助金収入増加を目指すこととなる。 

科目 2020年度末 2019年度末 増減
固定資産 17,531 17,090 441
　有形固定資産 16,940 16,536 404
　特定資産 562 516 46
　その他の固定資産 28 37 ▲ 9
流動資産 1,819 1,934 ▲ 115

資産の部合計 19,351 19,025 326
固定負債 2,527 1,674 853
流動負債 1,689 1,506 183

負債の部合計 4,217 3,180 1,037
基本金 27,528 27,061 467
　１号基本金 27,205 26,738 467
　４号基本金 323 323 0
繰越収支差額 ▲ 12,394 ▲ 11,217 ▲ 1,177

純資産の部合計 15,133 15,844 ▲ 711
負債及び純資産の部合計 19,351 19,025 326
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R02決算
法人合併
H31決算

H30決算 H29決算 H28決算
新法人設立

H27決算

2020 2019 2018 2017 2016 2015

学生生徒等納付金比率 83.5% 73.4% 75.8% 46.4% 71.4% 0.0%

（学生生徒等納付金/経常収入）％

補助金比率 11.1% 6.4% 17.0% 15.4% 22.7% 0.0%

（教育活動収入補助金/経常収入）％

寄付金比率 0.3% 15.2% 1.0% 34.7% 0.5% 100.0%

（教育活動収入寄付金/経常収入）％

人件費比率 53.9% 47.4% 77.2% 56.2% 86.2% 0.1%

（人件費/経常収入）％

人件費比率（退職金関係除く） 51.9% 45.4% 67.1% 53.2% 81.8% 0.1%

（人件費/経常収入）％

教育研究費比率 45.5% 42.0% 55.7% 36.0% 66.9% 5.3%

（教育研究費/経常収入）％

教育研究費比率（減価償却額除く） 29.9% 27.6% 35.3% 20.7% 39.7% 0.0%

（教育研究費/経常収入）％

管理経費比率 15.0% 13.4% 15.1% 11.1% 16.7% 2.3%

（管理経費/経常収入）％

管理経費比率（減価償却額除く） 13.1% 11.6% 12.2% 9.6% 13.0% 1.4%

（管理経費/経常収入）％

減価償却額比率 15.2% 15.6% 15.7% 16.3% 18.2% 80.9%

（減価償却額/経常支出）％

教育活動収支差額比率 -14.8% -3.1% -48.0% -3.3% -69.8% 92.3%

（教育活動収支差額/教育活動収入）％

経常収支差額比率 -14.7% -3.6% -47.9% -3.3% -69.8% 92.3%

（経常収支差額/経常収入）％

事業活動収支差額比率 -18.7% -3.1% -48.4% -3.5% -71.1% 98.5%

（基本金組入前当年度収支差額/事業活動収入）％

収
入
構
成

支
出
構
成

経
営
状
況
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●大学の状況 

大学の状況を経年でみていくと下記のグラフのとおりとなる。 

① 主な収入の推移 

   

学生生徒等納付金比率及び補助金比率は、大学の重要な自己財源であるため、安定していることが望

ましい。令和 2（2020）年度は、平成 31（2019）年度と比較し、学生数の微増により、学生生徒等納付

金比率は若干上昇した。充足率の回復に伴い学生生徒等納付金比率が継続して安定している。補助金比

率の増加は、修学支援新制度による学生の授業料等減免費交付金によるものである。 

② 人件費の推移 

  

 

平成 31（2019）年度と比べ、令和 2（2020）年度の人件費比率および人件費依存率が低下している。

平成 30（2018）年 2 月から実施している人件費削減策は、令和 2（2020）年度においても継続実施した

効果がでており、特に、人件費依存率（学生生徒等納付金に占める人件費の割合）をみれば顕著である。

未完成学部（健康医療科学部、心理学部）を２つ抱えている状況から見て、人件費依存率が増加すると

予測していたが、大学全体の定員充足率が回復傾向にあることも良い影響を及ぼしている。 
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③ 主な経費の推移 

   
令和 2（2020）年度は、平成 31（2019）年度の教育研究経費比率および管理経費比率は減少してい

る。学生数増により上昇することを想定していたが、コロナによる遠隔授業の実施と活動制限がおこな

われたため経費比率が減少した。 

教育研究経費比率は、教育研究活動の維持向上を支え、経常費補助金の配分と密接な関係を持つ費用

であるため、比率は高い方がよい。また、施設設備が老朽化してきているため更新や修繕を計画的に実

施し施設設備の延命も視野に入れ、大学を長期に反映させ維持していくことは重要である。 

 

下表は 2012 年からの大学の状況を各種比率で表したものである。なお、平成 25（2013）年度から平

成 27（2015）年度までは、学校法人明星学苑の設置校時のいわき明星大学部門の数字を使用している。

また、学部設置にかかる経費は、法人部門へ計上している。平成 29（2017）年度は周年事業寄付金によ

る経常収入の増加により、一時的に収入が増加している。令和２（2020）年度は事業活動収支差額比率

が３か年に渡り回復していることをみても経費削減策の効果が表れている。 

 

 

 

比    率 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

1 人件費比率 68.3 79.7 62.2 69.8 78.6 54.6 76.3 61.7 59.2

2 人件費依存率 90.9 92.7 99.8 130.1 108.6 116.4 98.3 74.8 71.0

3 教育研究経費比率 42.8 49.8 47.1 44.9 60.9 36.4 49.8 51.0 49.0

4 管理経費比率 11.0 11.4 9.6 12.1 9.6 7.4 6.4 9.8 8.5

5 借入金等利息比率 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

6 事業活動収支差額比率 ▲ 22.6 ▲ 33.9 ▲ 19.0 ▲ 309.7 ▲ 50.4 1.4 ▲ 33.0 ▲ 21.2 ▲ 16.3

7 事業活動収支比率 122.6 133.9 119.0 409.7 150.4 98.6 133.0 121.2 116.3

8 基本金組入後収支比率 122.6 133.9 119.0 409.7 150.4 98.1 108.5 121.2 110.3

9 学生生徒等納付金比率 75.1 78.4 62.3 53.6 72.3 46.9 77.6 82.6 83.3

10 寄付金比率 0.4 1.1 0.4 0.3 0.7 35.2 1.0 1.5 0.6

11 経常寄付金比率 0.2 0.5 35.1 0.8 1.4 0.4

12 補助金比率 18.3 15.6 19.5 20.0 23.0 15.6 17.4 10.6 13.1

13 経常補助金比率 20.1 23.0 35.1 17.5 10.9 13.0

14 基本金組入率 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲ 0.6 ▲ 22.5 0.0 ▲ 5.4

15 減価償却額比率 17.0 17.9 18.1 11.4 20.5 17.1 17.3 18.9 17.6

16 経常収支差額比率 ▲ 26.8 ▲ 49.0 1.6 ▲ 32.5 ▲ 22.6 ▲ 16.7

17 教育活動収支差額比率 ▲ 26.8 ▲ 49.0 1.6 ▲ 32.5 ▲ 22.7 ▲ 17.2
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（３）学校法人の会計について（学校法人会計の特徴と企業会計との違い） 

私立学校は、建学の精神に基づく教育と教育研究活動を将来にわたり継続的に実施していくこと、そ

してその会計処理についても収益事業を目的とした一般事業会社のような企業会計の原則とは異なり、

継続的な運営を可能とする収支の均衡がはかられているかどうかを把握することが求められている。 

また、私立学校の教育条件の維持、向上そして経営の健全性を高め、在学する学生等の修学上の経済

的負担の軽減をはかるため、経常的経費に対する補助を国から受けている（私立学校振興助成法第 4条）。

ここでは、その補助を受けるために定められた学校会計基準の特徴について 6 つに分けて説明する。 

なお、主な収入は学生生徒納付金や経常費補助金であり、この額は年初にほぼ確定されているため、

支出管理は企業以上に重要と位置付けられており、この支出を制御することを目的として、厳格な予算

書作成（予算主義）が行われている。 

 

【企業会計との違い】 

 学校法人会計 企業会計 

目的 非営利目的 営利目的 

活動 教育研究活動 利益獲得のための経済活動 

会計基準 学校法人会計基準 企業会計原則 

会計年度 4 月～翌年度 3 月 さだめられていない 

作成書類 資金収支計算書 

活動区分資金収支計算書 

キャッシュ・フロー計算書 

事業活動収支計算書 損益計算書 

貸借対照表 貸借対照表 

 

【学校会計の特徴】 

①一般原則 

 ４つの原則により会計処理を行い、計算書類を作成している。 

 ・真実性の原則： 

財政及び経営の状況について真実な内容を表示すること。 

 ・複式簿記の原則： 

すべての取引について複式簿記の原則によって正確な会計帳簿を作成すること。 

 ・明瞭性の原則： 

財政及び経営の状況を正確に判断することができるように必要な会計事実を明瞭に表示するこ

と。 

 ・継続性の原則： 

採用する会計処理の原則及び手続きならびに計算書類の表示方法については毎会計年度に継続

して適用し、みだりにこれを変更しないこと。 
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②勘定科目及び教育研究経費と管理経費の区分 

 各計算書における記載科目が学校法人会計基準に定められている。特に資金収支計算書における教育

研究経費支出と管理経費支出の区分は経常費補助金算定の基礎となっており、また、その区分につい

ては、文部省通知により管理経費に限定列挙されている 7 つの項目以外は、その主たる使途に従い、

それぞれ直接把握するか、その使用割合など合理的な配分基準により按分することで処理することと

されている。 

 管理経費となるものは以下の７つである。 

 ・役員の行う業務執行のために要する経費及び評議員会のために要する経費 

 ・総務・人事・財務・経理その他これに準ずる法人業務に要する経費 

 ・教職員の福利厚生のための経費 

 ・教育研究活動以外に使用する施設、設備の修繕、維持、保全に要する経費（減価償却費含む） 

 ・学生生徒等の募集のために要する経費 

 ・補助活動事業のうち食堂、売店のために要する経費 

 ・附属病院業務のうち教育研究業務以外の業務に要する経費 

 

③部門別内訳表の作成 

 学校法人会計基準第 13 条において、学校法人、各学校、研究所、各病院、農場、演習林などの部門ご

とに資金収支内訳表を作成することとなっている。また、学校法人会計基準第 24 条に基づき、同様の

部門ごとに事業活動収支内訳表を作成している。なお、資金収支内訳表及び人件費内訳表の部門の記載

にあたっては、2 以上の学部を置く大学にあっては学部、2 以上の学科を置く短期大学にあっては学科、

2 以上の課程を置く高等学校にあっては課程にそれぞれ細分するものと定められている。 

 

④総額表示と純額表示 

 計算書類に記載する金額は、総額表示であるから、収入と支出、貸借対照表科目の資産と負債・基本

金・繰越収支差額を相殺していない。ただし、預り金に係る収入と支出（例えば源泉徴収された所得税・

社会保険料等）、また、その経過的な収入と支出（例えば仮受金・仮払金等）及び食堂に係る収入と支

出、教育活動に付随する活動に係る収入と支出（例えば売店や寮等）については純額をもって表示して

いる。 

 

⑤収益事業会計 

 私立学校の教育に支障のない限り、その収益を経営に充てるために私立学校法第 26 条において、収

益を目的とする事業（18 の業種）を行うことが認められている。これらは、一般に公正妥当と認められ

る企業会計の原則に従って計算書類の作成を行っている。学校法人会計基準による受託事業収入・施設

利用料収入・補助活動収入・雑収入などについても、法人税法上の収益事業（34 業種）に該当する場合

は、それが教育活動に係るものであっても収益事業として課税対象となる。学校では教育研究活動の一

環として実施しているもので、決して利益の獲得を目的にしていなくとも、税務上は収益事業として課

税される場合もある。 
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⑥財務諸表 

 学校法人が作成しなければならない計算書類は以下のとおりである。 

・安全性をみるもの 

「資金収支計算書、資金収支内訳表、人件費支出内訳表、活動区分資金収支計算書」 

学校法人は、毎会計年度に当該会計年度の諸活動に対応するすべての（収益事業会計以外）収入・支

出の内容、支払資金の収入・支出の顛末を明らかにするために作成している。 

 

 

・採算性をみるもの 

「事業活動収支計算書、事業活動収支内訳表」 

学校法人は、毎会計年度の 3 つの活動（教育活動、教育活動以外の経常的な活動、それ以外の活動）

に対応する事業活動収入・事業活動支出の内容を明らかにし、基本金に組み入れる額を控除した会計年

度の諸活動に対応するすべての事業活動収入と事業活動支出の均衡の状態を明らかにするために作成

している。なお、資金収支計算書にはみられない非資金取引科目がある。 

 

・年度末の財産をみるもの 

「貸借対照表、固定資産明細表、借入金明細表、基本金明細表」 

財政状態を明らかにするために作成されるもので、資産の部、負債の部及び純資産の部からなり、資

産、負債及び純資産の科目ごとに当該会計年度末の額を前会計年度末の額と対比して記載している。 

 

【勘定科目の説明】 

①資金収支計算書 

№ 勘定科目名称 内容 

1 学生生徒等納付金収入 学生からの授業料、実験実習料、入学金等 

2 手数料収入 入学検定料、学内試験料、成績証明書等の発行手数料 

3 寄付金収入 個人・企業等からの寄付金 

4 補助金収入 国、地方公共団体、日本私立大学振興・共済事業団からの補助金 

5 資産売却収入 学校の資産等の売却による収入 

6 付随事業・収益事業収入 企業からの受託事業収入、収益事業 

7 受取利息・配当金収入 預金等の利息 

8 雑収入 施設設備利用料収入、廃品売却収入他 

9 前受金収入 翌年度入学生の学生生徒等納付金収入 

10 その他の収入 前年度の未収入金収入 

11 資金収入調整勘定 資金収入を伴わないもの（当年度の未収入金、前年度の前受金） 

12 前年度繰越支払資金 前年度末に繰り越した支払資金総額 

13 人件費支出 教職員の給与、役員の報酬、退職金 

14 教育研究経費支出 教育研究活動（奨学金含む）など 

15 管理経費支出 理事会、学生募集、広報など教育研究以外のもの 
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16 施設関係支出 建物、構築物など固定資産に関する支出 

17 設備関係支出 備品、図書など諸活動に使用するもの 

18 資産運用支出 特定資産の積立など 

19 その他の支出 前年度の未払い金、前払い金など 

20 資金支出調整勘定 資金支出を伴わないもの（当年度の未払金、前年度の前払金） 

21 翌年度繰越支払資金 次年度へ繰り越す支払資金の総額 

 

②事業活動収支計算書 

№ 勘定科目名称 内容 

1 学生生徒等納付金 学生からの授業料、実験実習料、入学金等 

2 手数料 入学検定料、学内試験料、成績証明書等の発行手数料 

3 寄付金 資金収支計算書の寄付金収入に現物での寄付を加えた収入 

4 経常費等補助金 国、地方公共団体、日本私立大学振興・共済事業団からの補助金 

5 付随事業収入 企業からの受託事業収入 

6 雑収入 施設設備利用料収入、廃品売却収入他 

7 人件費 教職員の給与、役員の報酬、退職金（財団交付金と引当金の相殺） 

8 教育研究経費 教育研究活動（奨学金含）、減価償却費など 

9 管理経費 理事会、学生募集、広報、減価償却費など教育研究以外のもの 

10 資産処分差額 資産処分時の除却損など 

11 その他の特別支出 臨時の場合の支出（災害損失・過年度修正額など） 

 

③貸借対照表 

№ 勘定科目名称 内容 

1 固定資産 有形固定資産（土地・建物）、特定資産（積立金）、固定資産 

2 流動資産 現金・預金等の資産 

3 固定負債 支払期限が長期のもの（長期未払金、退職給与引当金） 

4 流動負債 支払期限が短期のもの（未払金、前受金、預り金） 

5 第１号基本金 設立当初に取得した固定資産で教育の用に供されるものの価額、規

模の拡大や教育の充実のために取得した固定資産の価額 

6 第４号基本金 恒常的に保持すべき資金として文部科学大臣が定める額 

7 繰越収支差額 累積された当年度収支差額の収入または支出の超過額 

 

 

 





2020年度 学校自己評価 

文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」にそって昨年度に続き、２

回目の教職員による学校自己評価を実施しました。また今年度より卒業生に対して、教育評価と

して満足度・到達度のアンケート結果を追加評価としました。集計結果を基に学校運営上の課題

を明確にし、改善につなげるとともに、外部委員の参画による意見を取り入れ、受益者である学

生の学習環境改善に努めてまいります。 

【大項目評価】 

評価は右記の４段階とした  ４：良い ３：やや良い ２：やや不十分  １：不十分 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

教育理念・ 

目  標 
教育課程 教育体制 教育活動 学生生活支援 

組  織・ 

管理運営 

3.0 3.0 2.9 3.0 3.4 2.9 

 

Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ Ⅺ Ⅻ 

施設設備 学生受け入れ 卒業生の状況 社会への貢献 
研  究・ 

研修活動 
学校評価 

2.6 3.1 3.1 2.1 2.0 2.9 

 

【大項目評価のレーダーチャート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

Ⅰ 教育理念・目的・目標

Ⅱ 教育課程

Ⅲ 教育体制

Ⅳ 教育活動

Ⅴ 学生生活への支援

Ⅵ 組織・管理運営

Ⅶ 施設設備

Ⅷ 学生の受け入れ

Ⅸ 卒業生の状況

Ⅹ 社会への貢献

Ⅺ 研究・研修活動

Ⅻ 学校評価

2020年度 自己点検・自己評価

評価平均



【大項目評価の自己評価の要約と評価】 

Ⅰ 教育理念・目標 

教育目標は、「学生便覧」に明示し入学時オリエンテーションで説明しているが、教員としては

入学後日常の場面で、教育目標に具体的に触れ、意識した行動を促す機会は少ないと感じている。

コロナ禍で双方向の指導や関わる機会が少なくなる中、学生・保護者への情報ツール（インフォ

クリッパー）を活用しながら、教育に対する姿勢を伝えていく必要がある。 

卒業生満足度の「教育方針は明確に示されている」に対する評価は 3.9「そう思う」となってい

る。 

 

Ⅱ 教育課程 

来年のカリキュラム改正のための準備作業を機に、教育目標・卒業時到達目標・科目の関連を

話し合い、科目の位置付けを改めて再確認できた。次年度は現行のカリキュラムに対しても、委

員会を有効に機能させ、教育課程を評価する体系を構築する必要がある。 

卒業生満足度からは各分野の教育内容に関して 3.8～４「そう思う」となっている。 

 

Ⅲ 教育体制 

今年度、内部教員は講義・演習に対してすべての科目の授業評価を実施することができた。そ

れぞれの教員は授業の効果を上げる努力がなされ、学生からの評価はいずれも高い評価となっ

た。外部講師に関しては、授業評価実施の理解を得、次年度からの実施が計画されている。この

項目は昨年度と比較し、0.1ポイント低くなっていた。最も低い細目は「効果的な教育方法の検

討の場：2.6」となっており、次年度は領域毎に授業研究や模擬授業を開催し評価や助言をもら

える機会を持つことが有効と考える。 

 

Ⅳ 教育活動 

シラバス等の見直しは、領域毎に検討し授業計画や改善につなげている。今年度も新型コロナ

対策のため、学生の主体的学習を十分サポートできたとはいえない。次年度は教材研究や視聴覚

教材数の拡大を図り、効果的な授業を目指したい。最も低い細目は「日常的な教材研究の実施：

2.6」であった。実習やコロナによる対応業務から講義前の十分な時間の確保が難しい状況が考

えられる。 

 

Ⅴ 学生生活支援 

 学生に対する支援は他の項目と比較すると高い評価となった。健康管理に対する支援が細やか

に提供されていることが伺える。最も低い細目は「中途退学者を少なくする支援：2.8」となっ

ており、学習困難となる前に早めに察知し支援するために、次年度よりは”教育アドバイサー”と

して経験豊富な教員が個別にサポートする体制を計画している。 

 

  



Ⅵ 組織・管理運営 

学校運営上の決定は週１回の運営会議で、適時迅速な対応に努めている。教職員は、業務分掌

に従って役割を実施し、検討事項は教員会議等で検討している。タブレットの導入や遠隔授業に

向けた準備のために、プロジェクトチームを結成し、教員・学習が混乱なく導入できるように活

動した。また、教員や学生が実習などで所在が分散状況であるため、情報共有のために学校情報

ツール（インフォクリッパー）を活用して、学生への周知情報も確認できるようになった。前回

同様、最も評価が低かった細目は「教員ラダーの活用：1.9」であった。キャリアアップを目指す

ために、個々の目標を明確にし、小さなステップであっても、達成できるためのサポートを職場

として示していく必要がある。 

 

Ⅶ 施設設備 

設備は指定規則に則り、学生数に応じた数が準備され、モデル人形やシミュレーター教材は充

実しているが、コロナ禍によって教室環境の見直しが必要となり、１F ホールや４F ホールを教

室として使用せざる得ないこととなった。ゆとりの空間が減少したことで、「憩いの場作り：1.9」

と前回より、1.5ポイントほど低評価となった。限られた空間の中に、過密にならないスペースの

工夫が求められる。前回と同様に低評価となった細目として「図書の増備の予算計画：1.8」が挙

げられる。図書の必要性を吟味し、計画的に購入できるよう取り組む必要がある。 

 

Ⅷ 学生受け入れ 

広報を中心に東北６県の高校訪問や進学セミナーなどの参加によって、学校説明を実施してい

る。また高校からの要請で模擬授業を実施するなど、高校との連携を図り、志願状況や学生の傾

向など広く情報を得て、学生支援に活かしている。コロナ禍ではあったが、過密を避けながら複

数回にわけ工夫した上でオープンキャンパスを実施し、多くの機会で学校の周知に努力している。 

昨年に比較し受験倍率も大きく上昇している。 

 

Ⅸ 卒業生の状況 

２回生の国家試験合格率は 95.8％であった。希望者には准看護師資格試験も受験させ、国家試

験不合格の学生も資格を持って就職することはできた。卒業生満足度の「本校で学んだことに満

足しているか」では 4.3と高評価であった。 

 

Ⅹ 社会への貢献 

学生自治会がないこと、ボランティアが組織化されていなことから、当校のボランティアの件

数は少ない。社会貢献としては、病院研修時に使用する教材の貸し出しに対応している。また、

病院からの研修依頼があり，講師を行っている。 

新カリキュラムの科目には「地域共生論」としてボランティア活動も体験できるように考えて

いる。 

 

 

 



Ⅺ 研究・研修活動 

１学年３クラスあることから、科目時間数に対して授業時間は３倍となる。教員は領域実習や

学校行事、クラス担当、講義など多岐にわたり，特にコロナ禍における対応に多くの時間を有し

た。外部研修計画や機会が少なく、項目の中では最も低い評価となっている。引き続き今後の課

題である。 

 

Ⅻ 学校評価 

 ２回目の学校評価であり、初回より個々の評価のばらつきは少なく、評価項目に対する理解や

課題が明確となってきたと考える。全体の評価は初回とほぼ同等か、環境や研修活動はむしろ低

下していた。細目別に課題を明確にし、改善に向け検討していきたい。 

2020年度  葵会仙台看護専門学校 学校関係者評価報告書 

この学校関係者評価報告書は、葵会仙台看護専門学校の 2020年度自己点検・自己評価報告書

に対する学校関係者評価委員からの意見を取りまとめたものである。 

2021年７月１日 

学校関係者評価委員 

1 学校関係者評価の目的 

本校全般の運営について、教職員自らが自己点検・自己評価し、それに対して学校関係者から

意見を聴き、これを踏まえて学校運営の組織的、継続的な改善に取り組むことを目的とする。 

2  学校関係者評価の内容 

(1） 自己評価項目等の適切性 

(2） 自己評価結果を踏まえた要約と今後の改善方策の適切性 

３ 学校関係者からの評価意見 

評価者：病院看護部長 

(１) 自己評価項目等の適切性 

 

 

 

 

 

① 新型コロナウイルス感染症対策という新たな対応が必要とされ、さまざまな面に影響を 

及ぼし大変な年だったと考えられます。その中でも、細やかに学生に対する支援がで 

きておりとても評価が高いと考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

(２) 自己評価結果を踏まえた要約と今後の改善方策の適切性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価者：学校顧問 

(１) 自己評価項目等の適切性 

 

 

 

 

 

自己評価の結果を踏まえて、今後の改善策が適切に考えられています。 

ただ、「卒業生の状況」で国家試験不合格者も准看護師の資格を持って就職できた。とあり、 

その後のフォローはどうなのかという疑問は残ります。准看護師として働いていると、覚える

ことがありすぎて、中々、次の国家試験に向けての学習ができなくなってしまう傾向がありま

す。加えて、同期や先輩方との楽しい時間や一人で学習しなければならない孤独感が学習の妨

げとなり、中々国家試試験に合格するのが難しくなります。「次は絶対合格する」という強い

意志がないと准看護師のままで終わってしまうため、塾に通うとか学校に定期的に行って勉強

する、教師が話を聞くなどの学校側のフォローも必要になってくるのではないでしょうか。 

① 実習場で、目を輝かせて多くのことを学ぼうと一生懸命な学生がいる反面、カンファレ 

ンスで集中できない学生もいるようです。また、記録が適切に書けてない学生もいるよう 

です。学生の社会人基礎力や未熟な学生に対する教育、指導にも、今後、力を入れていっ 

てほしいと思います。 

② 実習指導者が、学生と共に学び、楽しい時間を学校で過ごせる企画があるといいと思い 

 ます。実習指導者は今の学生の特徴・考え方を肌で感じることができ、学生も実習場での 

緊張がほぐれるのではないでしょうか。指導者と学生、教師の方々とのコミュニケーショ 

ンを図ることが、いい実習につながるのではないだろうかと考えます。ただ、コロナの状 

況が落ち着いてからのことだと思います。 

② コロナ渦の中でも広報活動に工夫をこらして実施した結果、受験倍率が大きく上昇し 

学校運営上、評価が高いと思います。また、受験者が多いと能力の高い学生が獲得でき、 

臨床に質の高い看護師が就職してくれることにつながるため高く評価できます。 

③ 「社会への貢献度」と「研究・研修活動」が低い評価となっていますが、コロナ渦の 

状況から考えると仕方ない面もあります。ただ、教員の方々には、病院の看護師教育に 

とても尽力して頂いており、社会貢献度は高いと考えます。 

教育理念を入学時、学校紹介パンフレットに記述・説明し学生だけではなく保護者にも伝え

ていることは適切であるが、日ごろ具体的に行動につなげる機会があることが望まれる。教育

活動は来年度のカリキュラム改正に伴い教育目標や卒業時到達目標において領域ごとに検討

し、各科目の関連性などカリキュラムに関して深めることができた。さらに委員会活動にも反



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 自己評価結果を踏まえた要約と今後の改善方策の適切性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) その他 

 

 

 

 

教育目標を学生便覧に明示したりオリエンテーションで説明したりしているが、教員は日常

の場面での理念や目標の浸透は十分とは言えないと思っている。学生の卒業時アンケートでは

教育方針が明確であったという評価であった。学生がどのような時そう感じたか答える場があ

ると、今後の理念の浸透に役立つものと思われる。教育課程では今回はカリキュラム改正にあ

たり、教員同士が十分討議し科目間の関連を知った上で教育に生かすことができた結果、学生

の満足が得られたことと推察する。教育体制では、内部教員は授業評価を実施しているが、次

年度は外部講師にも実施したいとのことで授業の改善に役立つものと思われる。教育活動は新

型コロナウイルスのため学生に十分に関われなかったことが、達成感が持てない結果となって

いると思われる。学生支援は中途退学者や学業低迷者を出さないための働きかけが望まれる

が、次年度の対策ができているため実施した効果が期待される。組織管理は、もう一度各自の

役割遂行の原点に返り目的を実践に移し行うことは重要である。施設設備ではコロナ禍でゆと

りの場がなくなったことや、図書の充実を図ることが挙げられている。学生受け入れでは、過

密を避けながらのオープンキャンパスや周囲へ学校の存在を周知していることが評価され受

験者が伸びている。卒業生は国家試験合格率 95.8％であり、学校で学んだことに満足してい

る。社会への貢献や研究研修活動についてはコロナ禍の影響もあり、外部への働きかけができ

なかったので今回は真の評価と言えないと思われる。今年度の学校評価の特徴は、評価項目に

対する理解が初回より出てきてばらつきが少なく、課題が明確になったことは今後の各分野の

改善の方向性が明確となり期待できるが、改善の優先順位を付けての取り組みが目標をより明

確化する上に重要である。 

映できたことは、今後の学校運営にも成果が期待できる。教育体制においては講義・演習に対

しての授業評価を行ったことで、学生からも評価された。次年度から外部講師にも行っていく

事は望ましいことである。教育活動は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、対面学習やそ

れに代わる効果的学習の工夫をしたが、十分できなかったという事で達成感を得られない状況

である。学生生活支援では、検討学生に対する評価は高い評価となったが、中途退学者や学習

低迷者に対して早めに察知するための努力が反省点となっている。今後においてクラス担任と

連携して学生のサポートには個別に対応する体制作りを計画していることは望ましい対応で

ある。組織・管理運営の学校での改善事項は明確になっている。施設設備は、学生受け入れに

は学校との連携をとっていることは適切である。卒業生の状況は把握している。社会への貢献、

研修・研修活動、学校評価は今後に期待されるところである。 

 

 

今年度は新型コロナウイルス感染症の禍の中で、看護学生の学びの形成で不可欠である臨床

実習が十分行えない状況の中、いかに学問と臨床及び実技をつなげ深めるかが課題の１年であ

った。教員全員が苦悩し、今までの看護の教育で経験したことがない事態であったと思う。看

護の教育は３年間の締めくくりが国家試験であり、学生個人にとっては３年間学ぶ目的である

と言える。経験がない中でも国の平均合格率より上回ったことは、一つの成果と言える。来年



 

 

 

 

 

 

【総評】 

初回同様コロナ禍により学校関係者評価会議は、委員が一堂に会することがかなわず、各委員

の書面により集約するこことした。 

当該校は、２回目の卒業生を輩出し、学校自己点検・自己評価も２回目である。今回は教職員

評価に加え、卒業生による評価も実施された。卒業生評価では到達度・満足度とも高評価であり

「Ⅻ 学校評価」も向上が見られた。しかし、前回同様「Ⅹ 社会への貢献」「Ⅺ 研究・研

修」は低評価であり、具体的な対策が求められる。 

今後とも、看護教育をめぐる諸情勢・諸動向を注視しながら、今回の点検で明確化した諸課題

を一つずつクリアーしていき、ますます地域社会に貢献できる学校であり続けることを願う。  

度はさらに上を目指すことが望まれる。本校独自の取り組みとして、いまだ他校での取り組み

をした発表のない教員の組織編成の取り組みとして、経験豊富な教員の経験の浅い実習担当教

員の指導係や、既卒者で次年度国試受験者の対策を講じるなどの手厚い支援の役割を担う教員

をつけるなど、学生のみならず教員にもきめ細やかに組織作りをしていることはとても評価で

きる。この結果を評価し研究・研修活動に役立てることを期待する。 

 



【参考資料】 

 

教育評価（卒業時到達度）　 平均

1 専門職業人として生命の尊厳と人権を擁護する行動がとれる。 4.4

2 豊かな人間性を備え、思いやりを持って行動できる。 4.4

3
看護の対象である人間を身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな側面を持つ存在として

理解できる。
4.3

4 対象をライフサイクルのいずれかの成長発達段階にある生活者として理解できる。 4.2

5
人間は信念、価値観など個々に有する自己概念を持つ主体的な存在として生活していることを

理解できる。
4.3

6 問題解決能力を備え、専門職業人として対象に応じた判断ができ、看護実践ができる。 4.1

7 地域社会や他職種に関心を持ち、保健・医療・ 福祉チームの一員として貢献できる。 4.1

8
自分の看護に対する考えを育て,地域社会に貢献し、自主的・自律的に看護を学び実践でき

る。
4.1

5:到達できた    4:少しできた  3:どちらともいえない  2:あまり到達できていない   1:全く到達できていない

卒業時到達度（2021年３月卒業生（2回生）アンケート調査結果）
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的・精神的・社会的・スピリ

チュアルな側面を持つ存在とし

て

理解できる。

対象をライフサイクルのいずれ

かの成長発達段階にある生活者

として理解できる。

人間は信念、価値観など個々に

有する自己概念を持つ主体的な

存在として生活していることを

理解できる。

問題解決能力を備え、専門職業

人として対象に応じた判断がで

き、看護実践ができる。

地域社会や他職種に関心を持

ち、保健・医療・ 福祉チームの

一員として貢献できる。

自分の看護に対する考えを育て,

地域社会に貢献し、自主的・自

律的に看護を学び実践できる。

卒業時到達度



 

教育評価（卒業生満足度） 平均

1  教育方針は明確に示されている 3.9

2 基礎分野の教育内容に満足している 4.0

3
看護の対象である人間を身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな側面を持つ存在として

理解できる。
4.0

4 専門分野Ⅰの教育内容に満足している 4.0

5 専門分野Ⅱの教育内容に満足している 3.9

6 統合分野の教育内容に満足している 3.8

7 実習の教育内容に満足している 4.0

8 わかりやすい授業が多い 3.7

9 専門的な知識が学べた 4.2

10 専門的な技術が身についた 4.0

11 シラバスと授業内容は概ね一致している 3.8

12 学習するための教材及び図書は十分である 3.8

13 国家試験対策に満足している 4.2

14 個別指導、進路相談など学生をサポートする体制が整っている 4.1

15 健康管理体制に満足している 4.1

16 授業やカリキュラムに対して評価する機会が与えられている 4.1

17 学校職員は、学生の関心事に耳を傾け、近づきやすい存在である 4.3

18 全体を通して、本校で学んだことに満足している 4.3

5:大いにそう思う 　  4:そう思う 　 3:どちらともいえない 　 2:ややそう思う  　 1:　思わない

卒業生満足度（2021年３月卒業生(2回生）アンケート調査結果）
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いる

3 看護の対象である人間を身体

的・精神的・社会的・スピリ…

4 専門分野Ⅰの教育内容に満足し

ている

5 専門分野Ⅱの教育内容に満足し

ている

6 統合分野の教育内容に満足して

いる

7 実習の教育内容に満足している

8 わかりやすい授業が多い

9 専門的な知識が学べた

10 専門的な技術が身についた

11 シラバスと授業内容は概ね一

致している

12 学習するための教材及び図書

は十分である

13 国家試験対策に満足している

14 個別指導、進路相談など学生

をサポートする体制が整って…

15 健康管理体制に満足している

16 授業やカリキュラムに対して

評価する機会が与えられている

17 学校職員は、学生の関心事に

耳を傾け、近づきやすい存在…

18 全体を通して、本校で学んだ

ことに満足している

学生満足度



 履修 1 

 

葵会仙台看護専門学校 履修規程 

 

 

（目的） 

第 1条 この規程は、葵会仙台看護専門学校学則（以下「学則」という。）第 17条及び学則細則第 7条に

定めるもののほか授業を行うために必要な事項を定めるものとする。 

（科目の履修方法） 

第 2条 各授業科目の学習及び実習については、次の各号に従って受講しなければならない。 

（1） 看護学科各学年各クラスの所定の時間割により受講する。 

（2） 授業時間は 1時間を 45分とし 90分を以って 2時間とする。 

（3） 授業科目及び臨地実習は全科目必修とする。 

（4） 授業科目及び臨地実習ごとに出席を確認する。 

① 授業の場合、授業開始時刻の 20 分までの入室は遅刻、20 分以後は欠課、授業終了時刻の 20 分

前以前の退室は早退となる。 

② 臨地実習の場合、実習開始時刻の 20分までの入室は遅刻、20分以後は欠課、実習終了時刻の 20

分前以前の退室は早退となる。 

③ 遅刻・早退は、同一教科 3 回を以ってその教科の 1 回の欠課として取り扱う。ただし、1 回の欠

課とは授業の場合 2時間、臨地実習の場合 1時間とする。 

（始業、終業時刻及び授業時間） 

第 3条 始業時刻及び終業時刻は次の通りとする。 

始業時間  9：00 

終業時間 17：50 

1時限  9：00 ～ 10：30 

2時限 10：40 ～ 12：10 

3時限 13：00 ～ 14：30 

4時限 14：40 ～ 16：10 

5時限 16：20 ～ 17：50 

2 学校長が必要と認めたときは、前項の時間を変更することができる。 

3 臨地実習時間については実習形態により第 1項の時間でない場合もある。 

（授業科目及び臨地実習の評価） 

第 4条 授業科目は、筆記試験、レポート、実技試験等（以下「試験等」という）を行い、評価する。 

2 評価に際しては、シラバス等で評価基準を周知し、その基準により評価する。 

3 臨地実習においては、実習指導者及び担当教員が各領域の実習内容、提出物及び実習態度により総合的

に評価する。 

（試験等の受験資格） 

第 5条 試験等の受験資格は次の各号に該当する者に与える。 

（1） 各授業科目及び演習等の出席時間が学則に定める授業時間の 3分の 2以上の者。 



 履修 2 

（2） 臨地実習の出席時間が 3分の 2以上の者。 

（3） 各授業科目による課題の提出物を提出している者。 

（単位修得の認定） 

第 6 条 各授業科目の単位修得の認定に必要な時間数を満たした者で、試験等に合格した者には所定の単

位を与える。 

（既修得単位の認定） 

第 7条 学則第 18条に定める既修得単位認定については、既修得単位認定取扱規程を別に定める。 

（試験の実施） 

第 8条 試験は原則として当該科目の期間中または終了後の学期末に、受験資格のある者に対して行う。 

2 故意に試験を忌避、または不正行為を行った者は当該授業科目の評価は不合格とする。 

3 試験等において不正行為が判明したときは、懲戒処分に付し、修了の認定をしない。 

4 学費等を滞納している者は、受験することができない。 

（成績の評価） 

第 9条 授業科目及び臨地実習の評価は、1科目 100点満点とし 60点以上を合格とする。 

2 授業科目及び臨地実習の成績の評価は、その授業科目の担当講師が次の基準により行う。 

評 価 得点（点数） 合 否 

優 100 ～ 8 0点 

合 格 良 7 9 ～ 7 0点 

可 6 9 ～ 6 0点 

不可 5 9 ～  0点 不合格 

（追試験） 

第 10条 以下の理由により試験を受けることができなかった者には追試験を行う。 

（1） 病気、負傷（医師の診断書または領収書等の証明できるものの提出が必要） 

（2） 忌引（関係書類の提出が必要） 

（3） 災害、交通機関等の事故または遅延で登校が不能となった場合（自治体、交通機関等発行の証明

書の提出が必要） 

（4） その他、学校長が認めた場合 

2 追試験の日程、授業科目、申し込み手続期間等は教員会議において決定する。 

3 追試験を受けようとする者は、「追試験願」【学生様式第 17号】を提出し学校長の許可を得るものとす

る。 

4 追試験に合格した者の当該授業科目に係る評価は、前条の評価基準に従う。 

（再試験） 

第 11条 再試験は当該授業科目の試験において評価が不可となった者に対して行う。 

2 再試験の日程、授業科目、申し込み手続期間等は教員会議において決定する。 

3 再試験を受けようとする者は、「再試験願」【学生様式第 18号】を提出し学校長の許可を得るものとする。 
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4 再試験は原則として 1 授業科目につき 2 回までとし、合格した者の当該授業科目に係る評定は取得点

数に関わらず「可（60点）」とする。 

5 再試験受験料は 1授業科目 3,000円とし、受験前の定められた期間内に納付するものとする。 

6 再試験受験料を納付しない者は、当該授業科目の受験資格が得られないものとする。 

7 再試験が不合格の者は、原則として単位を認定しないものとする。 

（追実習） 

第 12条 臨地実習において、以下の理由で実習時間が 3分の 2に達しない者は不足時間を補充するため、

追実習を行う。 

（1） 病気・負傷（医師の診断書の提出が必要） 

（2） 忌引（関係書類の提出が必要） 

（3） 災害、交通機関等の事故または遅延で登校が不能となった場合（自治体、交通機関等発行の証明

書の提出が必要） 

（4） その他、学校長が認めた場合 

2 追実習の内容、日程等については、原則としてその学期内で教員会議において決定する。 

3 追実習を受けようとする者は「追実習願」【学生様式第 19 条】を提出し学校長の許可を得るものとす

る。 

4 追実習に合格した者の当該科目に係る評価は、履修規程第 9条第 2項の評価基準に従う。 

（再実習） 

第 13条 臨地実習の実習評価が「不可」となった者は、再実習を行うことにより単位取得できる。 

2 再実習の内容、日程等については、原則としてその年度内で教員会議において決定する。 

3 原則、再実習は 1回までとする。 

4 再実習を受けようとする者は、「再実習願」【学生様式第 20号】を提出し学校長の許可を得るものとす

る。 

5 再実習を許可された者は、再実習費（15,000円／週）を再実習前の定められた期間内に納付する。 

6 再実習に合格した者の当該科目に係る評定は「可（60点）」とする。 

（再履修） 

第 14条 単位が取得できなかった授業科目等は、再履修しなければならない。 

【学生様式第 21号】【学生様式第 22号】 

（雑則） 

第 15条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は、学校長が定める。 

 

附則 

1 この規程は、平成 29年 4月 1日から施行する。 
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